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第一章　久々のアレッサ




「見えた！　アレッサ！」

「オンオン！」

　フランたちが言う通り、平原の向こうに見覚えのある城壁が見えてきていた。

　アレッサで受けた依頼をこなし、帰ってくる度たびに嫌というほど見ていたはずの城壁だ。見飽きたと言ってもいいだろう。

　だが、久々に見ると、中々に感慨深い。

『いやー妙に懐かしいな』

　この世界に来て初めて訪れた町だからか？　やはり、この町は特別に感じられた。

　門の前にはあまり人が並んでいない。アレッサではこの光景が当たり前なんだが、王都を見た後だとかなり寂しく感じるな。

　ただ、いつも通りということは、戦争の影もないということだ。物々しい兵士が出入りしていたり、戦時特需を狙った隊商の出入りなども見られない。

　至って普通。俺たちがいた頃と同じ様子だった。

　レイドス王国の部隊が侵入し、戦いになったと聞いているんだが……。

『いきなり門の前に下りると混乱が起きるかもしれない』

「ん。ウルシ、この辺で降りる」

「オン！」

　いつも通り、町からやや離れたところに下りて、歩いてアレッサに向かった。数人いた順番待ちの商人や冒険者が、ギョッとした顔でこちらを見ている。

　ウルシに驚いているらしい。サイズは普通の大型犬程度とは言え、やはり狼には多少の恐れを感じるのだろう。

　ただ、門番の兵士の反応は、商人たちとは違っていた。

「おや？　フランちゃんじゃないか！」

「ん？」

　親し気に、こちらに声をかけてくる。

「アレッサに戻ってきたのかい？」

「デルト」

　俺たちがアレッサにいた頃に一番仲良くしていた門番、デルトだった。

　フランも名前を憶おぼえていたらしい。武闘大会で再会した時、クルスのことは忘れてたのにな。デルトのことは覚えているのか。

　フランの場合、まず強い相手は忘れない。しっかりと剣を交えていればほぼ確実だ。

　あとは、自分に好意的かどうかも重要だ。デルトのように最初から好意的で、出入りのときだけとはいえそれなりに長期間接していれば忘れないのだろう。

　クルスの場合はそこまで強くはなかったし、好意的というよりは中立だったせいであまり印象に残らなかったと思われた。まあ、イケメンだけど地味だったしね。

「いやー、お帰り」

「ありがと」

　笑顔で迎えてくれたデルトに釣られるように、フランも嬉し気にはにかむ。フランにとっても、冒険者登録をしたこの町は特別なのだろう。

「じゃあ、身分証を提示してくれ」

「ん」

「はいどうも──おおおおお？　え？　フランちゃん、これって……！」

「ん？」

　デルトが、フランのギルドカードを見ながら目を見開いている。さらにカードとフランの顔を交互に見て、記された名前を再度読み上げた。それで、ようやくこのギルドカードがフランの物であると理解したのだろう。

「ま、間違いない。フランちゃんのカードだ！　こ、こんな短期間でランクＢに上がったのかい？」

「ん。王都で上がった」

「王都……！　大きな騒ぎがあって、かなり被害が出ていると聞いたけど……。王城が壊れたとか、王都が消滅したとか、いろんな噂が飛び交ってるよ」

　どうも、被害の詳しい状況は伝わっていないらしい。いや、情報が錯綜し過ぎて、どれが正しいのか分かっていないようだ。

　王都のことを思い出し、フランが軽く俯うつむく。

　勝利も敗北も味わった、一言では語れない地なのだ。

「人がいっぱい死んだ……」

「酷ひどい状況っていうのは本当なのか」

「ん……」

「でも、フランちゃんが無事でよかった。さ、久しぶりのアレッサへどうぞ」

「ありがと」

　こうして戻ってきたアレッサは、やはり中から見ても以前の通りだった。レイドスとの戦いの影響はまったく見られない。

『とりあえずギルドに行こうぜ』

「わかった」

「オン！」

　そうやってたどり着いた冒険者ギルドなんだが、そこもまた以前通りだった。

　いや、むしろ活気があるかな？　以前よりも、冒険者の数が少し増えている気もする。まあ、時間帯などによる誤差だろうが。

　フランはギルドのドアを勢いよく押し開けると、建物へと足を踏み入れた。

「たのもー」

『毎回言うけど、それ間違ってるからな？』

　冒険者たちの視線が、一斉にフランに向く。値踏みする者や、驚きの表情を浮かべる者。だが、半数は以前いたフランのことを覚えているようで、親しみや敬意が感じられる。どちらかと言えば歓迎されているかな？

　中にはフランに絡もうとした奴もいたが、周囲の冒険者に止められていた。

「ウルムット──」

「入賞──」

　どうやらランクＢに上がったことはまだ知られていないようだ。王都からは少し距離があるし、わざわざ他の都市の冒険者の情報を告知したりはしないのだろう。

　ランクＡくらいになれば話は違うんだろうけどな。

　だが、武闘大会で入賞したことは知られているらしい。その話を聞いて、一歩踏み出した男が慌てて引き返している。ウルムットの武闘大会を少しでも知っていれば、まぐれで上位入賞はあり得ないと分かるのだろう。

　そんなザワザワとしているギルドの雰囲気に、受付の少女が首を捻ひねっていた。

「いらっしゃいませ。えーっと。お嬢さんも冒険者なのかな？」

　俺たちも、この人には見覚えがない。多分、フランが旅立った後に雇われた新人なのだろう。突然入ってきた子供を見て、戸惑っているのが分かった。

「ん」

「ほ、本日のご用件は？」

「魔ま狼ろうの平原に入りたい。申請はどうすればいい？」

「はい？　魔狼の平原ですか？　あのですね、あそこはＡ級魔境ですので、普段はランクＢ以上の冒険者じゃないと入れないんです」

「知ってる」

「え？　じゃあ、お嬢さんはダメって分かってますよね？」

　周囲の冒険者たちも、半分くらいはフランの言葉を聞いて失笑しているな。以前アレッサにいたときはランクＤだったわけだし、仕方ないが。

「これ」

「ギルドカード？　ええええぇっ？　え？」

　デルトと似た反応だった。こっちの少女の方が激しいけどね。

　まさか、目の前の少女が冒険者だと思わなかったのだろう。

　でも、もっと驚いてもらうけどな。

「え？」

　ようやく、フランのランクに気づいたようだ。

　息を止めて、ギルドカードを凝視する。

「嘘、こんな子供がランクＢ？」

　受付嬢が呟つぶやいた瞬間、周囲の冒険者が騒ざわめいた。そして、一気に騒がしくなる。

　信じられないのだろう。

　そりゃあ、そうだ。何せこの中でもトップクラスってことになるのだ。

　フランの歳としであればランクＤでも天才扱いなのに、短期間にＢまで上がっているなんて普通は考えない。フランを知っていた冒険者たちも、まさかという顔をしていた。

　これはしばらく収まりそうにないかな？　そう思っていたんだが、ギルドの奥から現れた人物が軽く手を叩たたくと、その場が一気に静まる。

「はいはい、騒がないの」

「あ、ネル先輩」

　現れたのは、以前もお世話になった受付嬢、ネルさんであった。

「久しぶりねフランちゃん」

「ん」

　フランに微笑ほほえんだ後、ネルさんは新人さんに鋭い視線を向ける。

「あなたねぇ。冒険者の情報を受付嬢が漏らしてどうするの！」

「ご、ごめんなさい……」

「まったく……。後でお仕置きだからね」

「ひぅ！」

　新人さんが可哀かわいそうなほどに縮こまった。

　ネルさんのお仕置き……。考えただけでもブルっちまうぜ。

「歓迎するわ。黒こく雷らい姫きのフランさん。いえ、黒猫聖女の方がいいかしら？」

「黒雷姫の方がかっこいい」

　フランがぶすっとした表情でそう返すと、ネルがクスッと笑う。

「では、ランクＢ冒険者、黒雷姫のフランさん。こちらへ。ギルドマスターが呼んでいますから」

「わかった」

　おっと、もう俺たちの到着がギルマスの耳に入っていたか。まあ、どうせ魔境に入るためにはギルマスと話をしないといけないだろうし、好都合だが。

　ネルが認めたことで、嘘ではないと分かったのだろう。冒険者たちが目を見開いてフランを見つめている。

　まあ、どう見ても自分たちより強そうには見えないし、仕方ない。新人だけではなく、ベテランと思われる冒険者たちも、ショックを受けているようだった。つい数ヶ月前には肩を並べて戦った少女に置いていかれ、愕がく然ぜんとしているのだろう。

　冒険者たちの静かな驚愕を背に受けながら、ネルの後ろについて歩き出す。

「王都では凄い活躍だったそうね？」

「……そんなことない」

　ネルの言葉を聞いたフランは、渋い顔で首を横に振った。まあ、戦闘面では色々と考えさせられる戦いばかりだったからな。

　親しくなった人も、直接関係ない人も、多くの人が亡くなった。自分たちの働きだけで全てを防げたなんて言わないが、もっとできることがあったのではないかとも考えてしまうのだろう。

　フランの微妙な反応を見たネルが、さっと話題を変える。さすが人の顔色を読むことに長たけた受付嬢だ。

「その前の、ウルムットの武闘大会でも凄かったじゃない！　入賞おめでとう」

「優勝できなかった」

　ただ、これもフランにとっては最高の結果じゃなかったんだよね。良い戦いを経験したが、アマンダには負けている。それも圧倒的な差を見せつけられて。

　いい成績を残したことよりも、負けたことを悔やむフランに、ネルが呆れた視線を向けている。

「フランちゃん。いつの間にかアマンダみたいになっちゃって……」

　戦闘狂ってことか？　まあ、上級冒険者は、ほぼほぼ戦闘好きっていうことが最近判明してきたからな。むしろ、戦闘好きじゃないと強くなれないのだ。

「ギルドマスター。フランちゃんを連れてきました」

「ああ、入ってください」

　執務室に入ると、ウッドエルフで精霊使いのギルドマスター、クリムトが出迎えてくれた。できる男感満載の怜れい悧りな表情で、こちらを見ている。相変わらずのイケメンだな！

　ネルが去った後、フランにソファを勧めると自分も向かいに座る。

「久しぶりですね」

「ん」
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「はぁ……。短期間にここまで……。天才という言葉さえ馬鹿らしくなりますね」

　クリムトの言葉が指しているのは、ランクのことだけではないのだろう。

　以前の俺たちではそこまで分からなかったが、クリムトはかなり強い。鑑定なんかしなくても分かる。

　ステータスなどではなく、その内から滲にじみ出る気配とでも言うのだろうか？　そして、クリムトもフランに対して似たことを感じているはずだった。

　呆れた様子でフランを見つめている。アレッサを発たったときに比べたら、遥かに強くなっているのだ。無理をしたことが、分かってしまうのだろう。

「とりあえずランクアップおめでとうございます」

　おめでとうと言いつつ、クリムトの顔は全く祝福している様子はない。むしろ渋じゅう面めんと言っていいだろう。

「まったく。実力があったとしても、子供を利用するような真似……。まあ、なってしまったものは仕方ありません」

　やはり、子供を冒険者として利用し、危険な目に遭あわせること自体に反対であるらしい。

　そもそも、他の冒険者ギルドだと試験なんかないっていう話だ。アレッサでだけ、冒険者試験が存在していた。子供が来たらドナドでビビらせて追い返すシステムなのだろう。

　その後は見習い扱いで基礎を教えることになっているようだった。子供の内は危険な仕事をさせず、徹底的に鍛え上げるシステムがこのギルドにはあるのだ。

　子供好きのアマンダが所属しているというだけではなく、クリムト自身が子供を危険な目に遭わせることを嫌っているらしい。そんな彼にとって、フランの躍進は子供に無理をさせている気になるらしかった。

「それで、アレッサに戻ってきた理由はなんなのですか？」

「修行」

「修行？　まだ強くなる気ですか？」

　呆れた様子のクリムトに、フランが真面目まじめな顔でコクリとうなずく。

「ん」

「一二歳でランクＢですよ？　これはギルドの歴代記録でもトップ５に入ります」

　トップ５ってことは、フランよりも上がいるってことか？　長い冒険者ギルドの歴史の中には、凄まじい天才や異才がいたってことなのだろう。

「一番は？」

「うん？　今の歴代順位の話ですか？」

「ん」

「最年少でランクＡに昇り詰めたのが、古いにしえのランクＳ冒険者、『大隊』ですね」

「大隊？　異い名みょう？」

『変な異名だな』

　冒険者っぽくないというか、強そうには聞こえない。

「ええ。しかし、あまりにも古すぎる記録であるため、今では異名しか伝わっておりません。能力も不明ですね。ただ、この方は八歳でランクＢ、一〇歳でランクＡ。一四歳でランクＳになったと言われています」

　なんだそりゃ？　どんな化け物なんだよ。天才という言葉では片づけられない、凄まじい記録であった。

　ランクＳというのは、神剣を持った超越者と同等ってことである。僅わずか一四歳でそのレベルに達するというのは、俺たちであっても信じがたいのだ。

「凄い」

「ええ。凄いですね。ですが、あなたも十分に凄いですよ？　その方に及ばないとはいえ、あなたの成長速度は速い。まだ強さを求めるのですか？　もう十分強いでしょう？」

「私は強くない」

　フランは、フルフルと首を横に振る。

「負けっぱなし。助けてもらえなかったら、負けてた戦いばかり。それに、強い奴はたくさんいる」

　侯爵との戦いや、俺から聞いた強つわ者もの同士の戦いの様子を思い返しているのだろう。赤くなるほど強く拳こぶしを握りしめて、悔し気に呟いた。

「それに、獣王にもアースラースにも、まだ勝てない」

「はぁ。ずいぶんと濃い数ヶ月を過ごしたみたいですね。それにその面めん子つ相手に、まだ勝てない？」

　さらに呆れられてしまったらしい。そういえば、クリムトって上級冒険者には珍しく、戦闘狂って感じじゃないもんな。常識人かどうかって言われたら、ちょっと違う気もするけど。

「それで修行ですか？」

「魔狼の平原に行って修行する」

「……あそこに入るつもりですか？　一人で？」

「ランクＢなら構わないはず」

　クリムトが良い顔をしないのは分かってるよ。でも、ランクは満たしているのだから、止めることはできないだろう。

「それはそうなんですがね……。はぁ、仕方ない。どうせ私の許可がなくったって、入るのでしょう？」

　諦あきらめの表情で肩をすくめるクリムトに、フランは頷うなずきを返す。

「当然」

「だったら止める意味がない。ただ、あそこは最近かなり危険度が上がっている、無理をしないでください」

「わかった」

「……即答が逆に胡う散さん臭くさいですが……」

　すまんクリムト。フランが無理しないわけがないのだ。

　でも、俺がちゃんと見てるから！

「本当に無理をしないように」

「ん」

「はぁぁ。あと、北には行かないでください。現在、かなり混乱していますので」

「混乱？」

　やはり、レイドス王国との小競り合いが収束していないらしい。

「ええ。レイドスの工作員がどこまで入り込んでいるか、分かりませんので」

　そう言いながら、現在の状況を軽く説明してくれた。

「まず、最初のレイドス王国軍に関しては、ジャン・ドゥービーという冒険者が防ぎました」

「知ってる」

「ああ、そういえばあなたとジャンは知り合いでしたか？　例の日記を一緒に手に入れたという話でしたね」

　例の日記とは、天てん空くう島とうで手に入れたダンジョンマスターの日記のことだ。ジャンが冒険者ギルドに提出したが、フランのこともしっかりと伝わっていたらしい。

「あなたの知る通り、ジャンは非常に有能な死し霊りょう術師。戦場では無類の強さを発揮し、レイドスの先遣部隊を蹴散らしました。ですが、レイドスの侵攻はそれで終わりではなかったのです。何度かに分けて、散発的に行われており、未だに安心はできません」

　その散発的な襲撃の理由が、死霊魔術の実験にありそうだという。

　敵方が、アンデッドの軍勢を使っているらしい。明らかに試験的にアンデッドの軍勢を投入してきており、運用実験を行っているのではないかと考えられているという。

「ジャンへの対抗策なのでしょう。ジャンには及ぶべくもありませんが、数が多いようで。その対策に、ジャンやその護衛に雇った冒険者たちが走り回っているようです」

　このギルドで新人の教官をやっていたドナドロンドも、そちらへと狩り出されているそうだ。

「クリムトはいかないの？　災厄のクリムトなんでしょ？」

　王都で教えてもらった情報である。凄まじい力を秘めた大精霊と契約しており、その力を使えば小さな都市くらいは更地にできるという。

　だが、フランの言葉を聞いたクリムトは、浮かない顔で首を振った。

「……はぁ。そんな大それた異名を付けられるような大した男ではないのですがね。まあ、私が本気を出すと、少々周囲が荒れますから」

　つまり、レイドスとの小競り合い程度では出陣しないということか。大精霊は制御しきれていないという話だし、下手するとレイドスからの被害よりも、クリムトからの被害の方が大きいなんて事態になってしまうのかもしれない。

「とにかく、魔狼の平原に入ることは許可します。ですが、レイドスとの小競り合いには近づかないでください。いいですね？」

　眉み間けんの皺しわを揉み解ほぐしながら、ため息交じりに告げるクリムト。どの町でもギルドマスターは大変そうだ。今回は、フランが仕事を増やしてしまったが。

「ああ、それともう一つ。貴族街にも、近づかないことをお勧めします」

「貴族街？」

「あなたを逆恨みしている馬鹿どもがいるのですよ」

「逆恨み？　なんで？」

「オルメス伯の郎党ですよ。自分たちが反乱を起こしたことも棚に上げて……！」

（オルメス伯？）

『アルサンド子爵の父親だったはずだ』

（？）

　あー、フラン。完全に忘れとるな。

　まあ、憶えていたい相手でもなかったし、仕方ないが。

『虚言の理ことわりを奪った、馬鹿貴族いただろ？　あれがアルサンドで、その父親で今回反乱に加担した悪貴族がオルメスだ』

（おー、なるほど）

　我ながら酷い説明だが、間違いではないんだよな。

　オルメス伯爵とは、以前に虚言の理を所持していた副騎士団長オーギュストの父親である。そして、狂信剣・ファナティクスに操られてクーデターを起こした、アシュトナー侯爵の配下でもあった貴族だ。

　俺たちはオルメス伯爵に直接出会ったことはないが、清せい廉れん潔けっ白ぱくな人物ではなかったということは聞いている。

　この町の貴族の中でも特に有力で、ギルドと対立しているような立場だったはずだ。

「そいつら、捕つかまえてないの？」

「オルメスと直接繋つながりがあった者は、騎士団が捕らえていますね」

　オルメス伯爵はアシュトナー侯爵と共に捕らえられたはずである。

　だが、アレッサは王都から離れているうえ、大きな町でもない。そのため、王都からの指示がやや遅れているようだ。

　この町にいるオルメス伯爵の関係者は、血縁の者は捕縛。配下の貴族は謹慎という扱いになっているらしかった。しかも、貴族ではない使用人などは普通に出歩くことが許されている状態なため、フランを逆恨みしている者が騒ぎを起こさないとも限らないという。

「まあ、半分はあえてですがね」

「わざとなの？」

「はい。アシュトナー侯爵とレイドス王国には、裏で繋がりがあったと報告を受けています。そのため、レイドスの工作員などがオルメス伯の手の者に接触を図る可能性があるとみて、あえて泳がせているような状態なのですよ。謹慎用に館を用意したのも、一まとめにしておく方が監視しやすいからですしね」

　貴族の捕縛などは騎士団の仕事だが、冒険者ギルドも協力しているようだった。

　貴族街に近づくなというのも、フランへの優しさというよりも、オルメス伯爵たちを囮おとりにした計画を邪魔しないで欲しいという意図なのだろう。

　想像以上に、アレッサの騎士団と冒険者は連携できているらしい。

　町を歩いた限り大きな混乱もないようだし、貴族が大量に捕らえられたとしても町の運営には問題がないのだろうか？

　フランも同じことを考えたのだろう。クリムトに質問をしていた。

「ねえ。領主が捕まってて、アレッサだいじょぶ？」

「領主？　ああ、オルメス伯爵は領主ではありませんよ」

「そうなの？」

　あれ？　そうなのか？　言われてみれば、この町の有力者ってだけで、領主だと聞いた覚えはないかもしれない。

「この町の領主様は、王族の傍系にあたる方です」

「王族？　そんなのいたの」

「いたのですよ。まあ、前線になり得る辺境の町の領主など押し付けられた、実権などあまりない方ですがね」

　クリムトが、領主やその部下のことを短く説明してくれた。ま、フランが途中で飽きたことを察して、簡単に切り上げてくれたって方が正しいけど。

　アレッサはレイドス王国と近く、しかも冒険者ギルドが重要視している難しい町だ。それでいてさほど栄えているわけでもなく、王都のような煌きらびやかさとは無縁である。

　それ故、王族同士でアレッサ領主の座を押し付け合ったらしい。結果、傍系の現領主が派遣されてきた。

　能力的に特段優れているわけではないが、自分が無能であることを弁わきまえるだけの分別がある人物らしい。難しい政務は代官とアレッサ騎士団長ウルスに任せて、自分は存在感を消して大人しくしているそうだ。

　本来であれば、ある程度有能な代官と騎士団長の合議に任せることで、問題など起きるはずはなかった。だが、そこにちょっかいをかけてきたのが、オルメス伯爵である。

　領主と個人的な知己であることを利用し、自身の親族や配下をこの町に派遣してきたのだ。そして、運営にも口を出し始めたのだった。

　これも、オルメス伯爵の背後にいた、アシュトナー侯爵とファナティクスの陰謀の一つだろう。アレッサをオルメス伯爵が支配していれば、彼らと密かに協力関係にあったレイドス王国と連携しやすくなる。

　実際、俺たちがアルサンド子爵を失脚させていなかったら、虚言の理を使ってアレッサは大混乱させられていたかもしれなかった。

　あの時はただムシャクシャしてオーギュストから二つのスキルを奪ってしまったが、ナイスプレーだったな。

「ということで、オルメス伯爵の手の者がいなくなったとしても、大きな問題はないのですよ」

「なるほど」

「今は大人しいですしね。ただ、そこにあなたが姿を現せば、いらぬ騒ぎが起きるかもしれません。いいですか？　私は忙しいのです。これ以上仕事を増やさないでくださいね？」

「わかった」

「……不安です」

　そう呟くクリムトに礼を言って、俺たちは執務室を後にしていた。

『クリムトを過労死させないためにも、貴族街には近づかんとこう』

　王都でもエリアンテに仕事を増やすなって泣かれたし。今回くらいは何事もなく町を出よう。

『じゃあ次は、資料室だ』

（魔狼の平原の資料見る！）

　クリムトへの挨拶を済ませた俺たちは、その足で冒険者ギルドの資料室へと移動していた。魔狼の平原の資料を閲覧するためだ。

　俺がいた頃よりも、魔獣の強さが増していると聞いた。情報なしで突っ込むのは危険だろう。

　色々と探すと、それなりに詳しい資料があった。やはり町の近くにある魔境ということで、アレッサではそれなりに研究や考察が行われているらしい。

『じゃあ、フランもできるだけ読むんだぞ？』

「ん」

　さて、フランはどれくらい起きていられるだろうか？　もう上級冒険者なのだし、必要な資料くらいは読めるようになってほしいものだ。

　フランに捲めくってもらいながら、資料を読み込んでいく。

　まず、魔狼の平原に生息する魔獣の種類からだ。これは一定の法則がないと書かれていた。魔力が安定しておらず、平原で生まれる魔獣を予測することはできないと結論付けられたらしい。

　出現魔獣がランダムだということは、レアな魔獣などに出合える可能性がゼロではない代わりに、得られる素材や生態系が一定しないということでもある。しかも、出現する魔獣が毎回違うのでは、対策を練ることも難しい。

　普通の魔境であれば、ある程度定まった生態系のもとで魔獣が生息しているので、その対策さえしっかりしていれば意外と戦える。

　だが、魔狼の平原では行き当たりばったりで対処するしかないのだ。

　そこもまた、魔狼の平原の脅威度を上げている要素なのだろう。

　過去に出現が確認された魔獣の一覧もあったが、あまりにも多すぎて覚えるのは諦めた。それくらい多種多様で、一貫性がなかったのだ。

　また、枯こ渇かつの森によって魔力が溜たまりやすくなっているあの平原では、魔獣が生まれるサイクルが非常に早いらしい。それこそ、他所よその数倍の速度であるという。その中で生存競争が起こり、勝利した魔獣は進化してエリアボスのように君臨することになる。

　しかし、高位の魔獣であればあるほど、生存するのに魔力が必要となるため、枯渇の森がある限り魔獣が外に出ることはないと結論付けられていた。

　過去に数度、飛行能力に優れた魔獣が枯渇の森を越えて外に出てしまうことはあったらしい。ただ、あの森の魔力吸収現象は上空にも及んでおり、余程のことがない限り、魔獣はあの森に近づこうとはしないだろう。

　また、年に数度ほどギルドが定期的に監視を行っているが、かなりの頻度で魔獣が入れ替わるのも特徴であるそうだ。

　普通の魔境の場合、強力に育った同一の個体が何十年も君臨することが多いらしい。しかし魔狼の平原では、脅威度Ｃ以上の凶悪な魔獣でさえ頻繁に入れ替わる。

　脅威度Ａの魔獣ですら、あの平原で何十年も生き延びることは難しいというのだ。あの平原では、魔獣の魔力が回復する速度が非常に遅い。枯渇の森の効果なのか、他に原因があるのか分からないが、他所の数倍の魔力を吸収しないと、魔獣は生きることができないそうだ。

　結果、常に闘争を行い、他の魔獣を食らい続けなければ、消費した魔力を回復できずに弱ってしまう。だが、強くなり過ぎれば今度は他の魔獣が寄り付かなくなり、狩りに苦労することになる。しかも燃費も悪くなるのだ。

　結果、強くなればなるほど体内魔力の回復に苦労するようになり、弱体化したところを格下の魔獣に倒されてしまう。

　人間にも同様の影響があるはずなのだが、短期間でそこまで有意な観測結果は出なかったそうだ。仮にもＡ級魔境であり、長期間滞在することも難しいせいで実験ができていないんだろう。

　俺も、もしかしたら魔狼の平原にいた頃にはその現象に見舞われていたのだろうか？　正直気付かなかった。

　なにせこの世界で初めて出現した場所なのだ。比べる対象もなかったし、俺の場合は魔石を吸収して魔力を回復できていたからな。脱出した後にはランクも上がり、燃費がよくなったのはそのおかげだとばかり思っていた。

『出現する魔獣に関する考察は色々と書いてあるけど……。肝心の台座について、何も書かれていないな』

　俺にとって最も重要なのが、平原の中央にある台座だ。だが、これに関しての資料が全くなかった。資料室の管理人のお爺じいさんに聞いても、そんな物があるという話は聞いたことがないという。

　平原の中央に遺跡っぽいものがあるということは分かっているが、いわゆる祭壇的な物は確認されていないようだ。

『どういうことなんだ……？』

（消えちゃった？）

『うーん。普通に考えたらそうなるんだろうな』

　だが、俺の中にいる謎の男は、祭壇に来いって言ってたよな？　いや、違うか？　魔狼の平原に来いって言ってただけだ。祭壇とは言っていなかったかもしれん。

『まあ考えても分からんし、行ってみれば分かるか』

（ん！）

　次いで俺が目を通したのは、枯渇の森に関する資料である。俺にとっては因縁と出会いの地だ。だが、そこまで驚くような新事実はなかった。だいたいは知っていることだ。

　ただ、一ヶ所だけ俺の目を引いた項目があった。魔力吸収現象は、地下に何らかの原因があるのではないかと考察されているページだ。

　上空では効果が弱まり、地表ではかなり強力になる現象だが、地面を掘り進めるとさらに魔力を吸われる速度が上昇するらしい。

　だが、地面を掘り続けて原因を探ろうにも、掘れば掘るほど魔術などが使えなくなり、人力で掘るしかなくなってくる。ゴブリンなどが出没する森の中でノロノロと作業を進めることは、あまりにも危険すぎることから調査が断念されてしまったらしい。

　そうなのだ。あの森、魔力が吸われると言っても、生物がいないわけではない。ゴブリンなどの、魔力に依よらずに生きている下級の魔獣や、普通の動物は普通に生きている。

　だからこそ、枯渇の森は厄介なのであった。魔術もスキルも使えない状況下において、下級の冒険者程度ではゴブリン相手でも後おくれを取ってしまうだろう。

　純粋に技術の高い高位冒険者──例えばフランであれば、全く問題はない。そこは心配していないが、あの場所ではちょっとだけ俺のトラウマが刺激されてしまうのである。

　できればあそこに長居したくないんだが、魔狼の平原に出現する魔獣の強さによっては、枯渇の森を拠点に活動することも考えねばなるまい。

　そんなことを考えていると、そばに近づいてくる気配を感じた。明らかにフランを目指してくるが、戦意や悪意は感じない。

「よお。そこにいるのはフランさんか？」

「ん？　誰？」

「おいおい！　忘れちまったとは言わせないぜ！　俺だよ！」

「……？」

　馴れ馴れしい感じで話しかけてきた男だったが、フランは完全に忘れている。キョトンとした顔で首を傾かしげられた男が、情けない顔でショックを受けるのが分かった。

「……だれ？」

「は、はははは。俺だって。ほら、ダンジョンに一緒に潜っただろ？　竜の咆哮のリーダー、クラッド様よ！」

「……うーん」

　そこにいたのは、以前一緒にダンジョンに潜ったこともある冒険者、クラッドであった。前はフランに突っかかってくるヤンキー君だったんだが、その態度はガラッと変わっている。あの冒険の時に色々と現実を知って、最後はフランの実力を認めていたしな。

　ただ申し訳ないが、フランは本気で忘れている。態度も悪かったし、弱かったしね。ただ、俺はちょっと感心したぞ。前回よりも大分強くなっていたのだ。
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　レベルが７も上がっており、槍術、槍技も成長している。また、新たに習得した毒耐性からも、かなり厳しい修行を積んでいると分かった。

　それこそ、ランクＤとしてはもう一人前と言っていいだろう。

「うーん？」

　フラン！　そんな首傾げちゃったら、本当に忘れてることがクラッド君にバレちゃうから！　誤ご魔ま化かせなくなっちゃうから！

「おいおいおいおい、マジかよ。ほ、本当に忘れてるのか……？」

『フラン！　蜘蛛の巣に行ったときに、絡んできた奴いただろ？　模擬戦でフランにボコボコにされたちょっと情けない槍使いだよ！　蜘蛛の巣でも殺されかけてた、チンピラっぽい冒険者たちのリーダー！』

「あんたに散々絡んだ身のほど知らずがいただろ！　転移トラップ発動させた奴らの兄貴分だった、馬鹿野郎が俺だよ！」

「おー？　いたかも！」

　ようやく思い出したか！

「アマンダにアイアンクローされて泣いてた奴！」

「そこか！　そこなのか！」

「うるさいぞ！　資料室で騒ぐな！　チンピラ小僧！」

「ぐ……！」

　叫んだクラッドに対し、すかさず資料室の管理人さんから注意という名の罵ば声せいが飛んだ。クラッド君が黙るほどの迫力である。

「それで、何か用？」

「ああ、いや、何でもないんだ。はは……」

　多分、「久しぶり！」「おう、久しぶりだな！」的な会話を期待していたんだろう。だが、フランの態度で心が折れたらしい。

　哀愁を感じさせる背中で、寂しそうに去っていった。

　すまんクラッドくん。だが、あまり時間はないのでかまってやれんのだよ。強く生きてくれ。

「あら、もう終わったの？」

「ん」

「そうでしゅか」

「ん？」

　帰り際、受付でネルさんに挨拶しようと思ったんだが……。その隣にいる、最初にフランを出迎えた受付嬢の両ほっぺが真っ赤に腫れ上がっていた。

「ああ、ちょっとお仕置きしておいたから」

　人の頬ほおってこんな桃みたいになるんだな。冒険者たちがひっそり黙ってしまうくらいの折せっ檻かんが行われたらしい。

「ごめんなさいね？」

　にっこり笑うネルさんが怖い！

「しゅみましぇんでした」

　新人さん、これからも頑張って！




　クリムトに魔狼の平原に入る許可をもらった翌日。

　俺たちは出発前に、市場へとやってきていた。

　王都で、炊き出し代わりに次元収納の料理を配りまくってしまったのである。その補充をするつもりであった。

　まさかフランが、カレーまで配るとは思わなかった。それだけ王都の人々を助けたかったってことなんだろう。

　全てを配り切ったわけではないが、できれば補充しておきたい。

　カレー＝フランのやる気みたいなところがあるからね。

『まあ、肉は自分たちで確保した方が早いか。野菜なんかを仕入れよう』

「ん」

　そもそも、アレッサの市場にそれほど多くの魔獣肉があるとも思えない。そう思っていたんだが、実際に市場を見ると意外なほどに多種多様な肉が揃そろっていた。

「これ、何のお肉？」

「おお！　お嬢ちゃんお目が高いね！　こいつはグリンブルスティっていう、脅威度Ｄの魔獣のバラ肉だよ！」

「こっちは？」

「コカトリスの胸肉さ！　パサパサしてなくて、美味おいしいよ！」

　グリンブルスティと言えば、バルボラでの料理コンテストで俺たちもカレーパンに使った魔獣である。金色の猪の魔獣で、かなり美味い。そして強い。この辺に出没したのか？

　他にも、色々な種類の魔獣肉が、肉屋の店先に並んでいる。アレッサって、こんなに肉が豊富な都市だったっけ？　これなら、ここで買う方がいい肉が手に入りそうなんだが。

　疑問に感じていたら、店のおばちゃんが聞く前から色々と教えてくれた。

「アマンダ様のおこぼれがこちらまで回ってきているのさ」

「アマンダ？　今アレッサにいるの？」

「ああ。この町の周辺を見回って、積極的に狩りをして下さっているそうだよ」

　アマンダがアレッサの周辺で狩りを行うようになり、素材としてギルドに売られた魔獣肉が町にも出回っているということだった。

「アマンダは戦争に行ってない？」

「ジャンっていう冒険者さんが活躍してるそうだから、アマンダ様はこの町の守りに残っているそうだよ？　あの方がいれば、悪さをする奴も減るしね」

「そうなの？」

「そりゃあそうさ。まあ、戦争のせいで多少混乱もあったが、近頃は騎士団が頼りになるからね。思ったよりも混乱は少なかったんだ」

　騎士団を私物化していた副団長のオーギュストがいなくなったことで、大分ましな存在に生まれ変わったらしい。

「最近は騎士団の奴らもお行儀良くなったし、黒い噂のあるお貴族様もお上かみにしょっ引かれて、だいぶアレッサの町も落ち着いたよ。なんでも、王都のクーデターに加担していたお貴族様らしいよ？　オルメス伯爵とかアルサンド子爵とか、元々評判の悪かった貴族がいなくなったおかげで大分商売もやりやすくなってねぇ」

　反乱に加担していたとはいえ、オルメス伯爵本人は大きな悪事を働く大悪人という感じではなく、小悪党って感じの人物だったらしい。権力と財力を利用して、商店からショバ代を巻き上げたり、上納金を要求したりしていたようだ。

　それが必要なくなり、小売店はかなり楽になったという。

『やっぱ、王都の騒ぎが色々影響を与えてるな』

（ん）

　その後、肉や香辛料、調味料に野菜などを買い込んだ俺たちは、次の目的地へと向かった。

「おやおや？　もしかしてフランさんかい？」

「ん。久しぶりランデル」

　アレッサにたどり着く前、フランを馬車に乗せてくれた商人、ランデルの店だ。相変わらずごちゃごちゃとしている。

「今話題の黒雷姫さんがお越しくださるとはね！」

「知ってるの？」

「ははは。商人にとって情報は武器さ。まあ、僕の場合は君のことを知っていたし、普通の商人よりは気にしていたっていうこともあるけど」

「なるほど」

　知り合いの情報であれば、多少は耳に入りやすくなるということか。

　ランデルは満面の笑みで、歓迎の意を示してくれる。

「まさかあのときの少女がここまで昇りつめるとは思ってもいなかったよ。でも、変わっていないようで安心した」

「変わってなくない。あのときより強くなった」

「ああ、そういう意味じゃないんだ。中の、心の話さ。冒険者にはランクが上がると、急に威張り出す奴もいるから」

「ふうん？」

　フランの場合、ランクが高かろうが低かろうが、そもそも他人に遜へりくだっていないのだ。ランクが低いときから偉そうだったから、ランクが上がっても変わらず偉そうと言った方がいいかもしれない。

「それで、本日はどうしたんだい？　まさかアレッサに戻ってきたから挨拶に来たわけじゃないだろう？　いや、僕としてはそれでも嬉しいけどね」

「鍋と食器がほしい」

「鍋？　食器？」

「ん」

　王都での炊き出し時、鍋や食器ごと渡すということも多かったので、新たな料理を作ってもそれを入れておく器が足りていなかった。

　ランデルの雑貨屋なら、数が揃うのではないかと思って訪ねてみたのだ。

「どれくらいの量が必要だい？」

「たくさん」

「えーっと……？」

「とてもたくさん」

　少々やり取りに手間取りつつも、なんとか欲しい鍋のサイズや数を伝える。

　すると、次第にランデルの表情が曇くもっていく。さすがにランデルの店で全ては揃わないようだ。皿だけでも二〇〇枚を超えるし、仕方ないだろう。

「これ、他のお店にも声かけていいかい？」

「いいの？　ライバルじゃない？」

「うちみたいな小さなお店は、横のつながりが重要だから大丈夫だよ」

「じゃあ、お願い。いくらでも買うから」

「まかせておいてよ！　ちょっと待ってて！」

　ランデルはフランに椅子と茶を勧めると、そのまま店から飛び出していった。

　本当に近隣の店に声を掛けに行ってくれたらしい。いい奴だ。値切らず、気前よく代金を支払ったのもよかったのだろう。

　ただ、この状態でお客さんが来たらどうしよう。値札あるし、対応するべきか？　これでも接客業経験はあるから、ちょっと自信あるぞ？

「ごめんくださーい」

　あ、嘘です。ごめんなさい。自信なんてないです。だって、対応するのは結局フランだから！

　とりあえずランデルが戻ってくるまでは待っていてもらおう。

　兎獣人の少女だし、サラダでも出しておけばいいか？

　俺がアタフタしてるうちに、お客さんは背負っていたリュックを下ろし、中から皿やカップなどを取り出し始める。

「お客さんじゃない？」

「あたしはそこの通りの雑貨屋の者ですよ？　ランデルさんに言われて、足りないもんを持ってきたんです」

　ランデルの商人仲間でした。

「あなたが黒雷姫様ですよね！　ほ、本当に進化できるんだぁ！」

「ん」

「まさか、黒雷姫様と取引ができるだなんて……！　仲間に自慢します！」

　子供だからという理由で敬遠されやしないかと思ったが、獣人族に取ってみたらフランは進化できた黒猫族という、神話級の相手だ。問題ないらしい。

　それどころか、ちょっとおまけしてもらっちゃったぞ。

　その後、何人もの商人がランデルの店を訪れ、食器や鍋を置いていった。わざわざ台車に食器などを載せて、運んできてくれた店主もいたのである。

　商人の中に、黒雷姫の異名が驚くほど浸透しているようだった。大商いだと張り切って、店中の鍋を持ってきた商人もいたくらいだ。

　あとは、ルシール商会の人間もきていた。バルボラなどで付き合いのあった、大商会である。アレッサにも小さい支店を出しているそうだ。クランゼル王国の主要な都市や町には、だいたい支部や支店があるらしい。

　最終的には、一〇人以上いただろう。おかげで、なんとか必要な分量はゲットすることができたのである。

「いやー、たくさん買ったねぇ。だいじょうぶかい？　無理してない？」

「だいじょぶ。助かった」

「ならよかったよ」

　調子に乗って、人を呼び過ぎたと感じていたらしい。まあ、実際に多かったしな。

　だが、俺たちにとっては全く問題ない。むしろ、安く大量購入できてラッキーだったのだ。

『これで、色々料理がはかどるぞ！』

「ランデル、ありがとう。またね」

「ああ！　フランさんも頑張って！」

　手に入れた皿や鍋に、料理が盛られた姿を想像したのだろう。口の端から涎よだれを垂らしながら、ランデルに礼を言って雑貨屋を後にするフラン。

「お皿たくさん手に入った」

『まあ、これで食材も器も用意できたし、町の外に行って調理をしよう』

「ん！」

　以前は宿の厨房を借りねば本格的な調理はできなかったが、今の俺ならキッチンなしでも魔術でどうにでもなる。むしろ、町の外の方が気兼ねがなくてよいくらいだった。

　さすがに魔狼の平原まで行ってしまうと、何をするにも危険すぎる。散発的に魔獣が襲ってくるような場所で、悠長に調理などしていられないだろう。

　枯渇の森は魔術が使えないし、調理自体ができない。

『となると、枯渇の森の手前くらいで料理するのがちょうどいいかな？』

「なるほど」

　俺たちはそんな話をしながら、道を曲がった。

　門とは逆方向だが、仕方ない。

（五人？）

『ああ。実力は大したことなさそうだが……』

　雑貨屋を出て少し歩いたあたりで、こちらを見つめる視線に気づいたのである。

　興味を持っているだけなのか、他に目的があるのか分からず、少し揺さぶる目的で適当に歩いてみた。すると、気配はつかず離れず、こちらを追ってくる。

　明らかに興味本位ではなかった。視線に、ネットリとした悪意が感じられるのだ。

『放置するのも気持ち悪いし、少し誘ってみようか？』

（ん）

（オン！）

　今のフランは有名人だ。その情報を欲しがる人間はいくらでもいるだろうし、監視目的で追ってくるくらいなら見逃してもよかった。

　だが、裏路地に入った直後、気配を消すことも忘れて早足で距離を詰めてくる。チャンスだと思ったのだろう。

「おい！　そこの獣人！」

「私のこと？」

「そうだ！　大人しくしろよ？　こちらは五人もいるんだからな！」

　色々な意味で驚いてしまったぜ。

　相手はどうみても一般人の男性たちだったのだ。いや、鑑定した感じ、全員下級貴族の子弟って感じかな？　一般人ではないが、荒事の専門家でもなかった。

　戦闘技能は剣術スキルや弓術スキルを持っているが、貴族としての嗜たしなみとして訓練で身に付けたものだろう。明らかに実戦経験はなさそうだ。そもそも、自分達の人数をあっさりばらしている。完全に素人集団だった。

　上は三〇歳から、下は二〇歳まで。五人の男性が並んでフランを睨にらみつけている。

　状態が『憤ふん慨がい』だ。余程フランに対して恨みを抱いているのだろうか？

「背中の武器も渡してもらおうか」

「無駄な抵抗するなよ」

「変なことしたら、ぶっ飛ばすからな！」

　こいつら、マジか？　ろくに戦闘能力もないくせに武器も持たず、それでいて自信有りげ。ハッキリ言って、素人以前の状態だった。ぶっ飛ばすって……。武器を持っている相手を、素手でどうにかできると思っているのか？

　多分、命令すれば周囲が従う環境に慣れ過ぎて、反抗される可能性を想像しきれていないのだろう。

「こいつが、本当に例の冒険者なのか？　まったく強そうに見えないが」

「うちに出入りしていた商人からの報告だ。間違いないと思う」

「そいつ、信用できるのか？」

　雑貨商たちの中に、密告者がいたらしい。落ちぶれたとはいえ、貴族。色々な伝つてがあるのだろう。

「おい。何を突っ立っている！　早く武器を渡せよ！」

「いやだけど」

　イライラしている貴族に対し、フランがそっけなく言い返す。

「なに？　僕たちに逆らうっていうのか！」

「さからうけど」

　俺を渡せと言われて、フランもちょっとイラついているようだ。

　漏れ出す威圧感を感じて、ビビったのだろう。貴族たちがリーダー格の男に文句を言い始めた。

「お、おい。脅おどせばすぐに言うこと聞くって言ってたじゃないか！　話が違うぞ！」

「そうだ！　獣人の冒険者なんて、貴族の下僕みたいなものだって自慢げに言ってただろ！」

「いや、俺たちが誰か分かっていないだけだろう。我らはオルメス伯爵に連なるものだ。意味が分かるな？」

「オルメス？」

「し、知らぬというのか！」

　いやいや、俺も驚きだよ！　フラン、もう忘れたの？　マジ？

　フランの忘却力を舐なめてたよ！

「これだから粗野な冒険者は嫌なのだ」

「まさかオルメス伯を知らぬとはな！」

「もういい。我らは貴族だ。細かいことを理解できぬのであれば、黙って従っていればよい！」

　イキって騒いでいるのは、年かさの三人だ。若い二人は一歩引いたところで、若干オドオドしながらこちらを見ている。無理やり連れてこられたっぽいな。

「あ、あの。こんなこと本当にいいんでしょうか？　あとで、罰せられるんじゃ……」

「はぁ？　なぜだ？　相手は冒険者だぞ？　何をしても問題なかろうが」

「問題ありますよぉ」

「だいたい、その娘強いのではないか？　有名な冒険者なのだろう？」

　一人はそこそこ常識がありそうだ。まあ、上の三人に引きずられて絡んできている時点で、ギルティだが。

　もう一人の若者は、フランを見て警戒している。五人の中で最も剣術レベルが高いだけあり、フランの強さを僅かに感じ取っているのだろう。

　それに、若い二人の状態は普通である。憤慨状態なのは、お馬鹿な三人だけだった。

「獣人の小娘が強いわけなかろう！」

「なぜそう思うのかは分からないが、獣人は強いぞ？　それに、王都で国王陛下にお褒ほめの言葉を賜たまわるほどに活躍したのだろ？　ならば、弱いわけないと思うが」

「そ、それは……」

「いや！　だが、小娘だぞ？」

「そうだ！　とりあえず捕まえてしまえばよかろう！」

　なんだろうこいつら。暢のん気きに円陣組んで相談し始めたぞ？

　馬鹿貴族と呼んだものの、どうも行動が馬鹿すぎるな。

　そこで貴族たちを観察していると、ある違和感に気づいた。体内に、微妙にこいつらのものとは違う魔力が交じっていたのだ。俺も、目の前でじっくり観察できたからようやくわかったほどの、ほんの僅かな魔力。それが、何を意味するのか？

『フラン。こいつらに強めの魔力をぶつけてみろ』

（ん？　魔力？）

『おう。あ、殺すなよ？』

「わかった」

「お？　分かったと──ぼぐぉ！」

「きさ──ぶげら！」

「おま──ひぎぃ！」

「ちょ、ま──ぎょばっ！」

「た、たすけ──ひょえぇぇ！」

　俺としては魔力放出でちょっと威い嚇かくするくらいでもよかったんだが、直接魔力を注入することにしたらしかった。

　馬鹿三人は、ちょっと本気めの腹パンで血反へ吐ど＆壁に衝突。若い二人はビンタで宙を舞っていた。若いのには少しだけ手加減してやったのかな？　まあ、素人だから、落下時に結局骨折って悶絶してるけどね。

　フランは満足した顔だし、実験も成功だからいいや。

　魔力が消えた直後、貴族たちの状態が憤慨ではなくなっていた。どう考えても今の方がフランに対して怒りの念を抱いていなくてはおかしいと思うが、あの憤慨はそういう意味での怒りを表しているのではなかったのだろう。

　何者かに精神操作され、怒りの感情を掻き立てられているという意味だったのだ。

　そこにフランが魔力をぶち込んだことで体内の魔力が乱され、異常をもたらしていた謎の力が消えたという訳だった。

　俺が思案していると、貴族たちに軽くヒールをかけていたフランが顔を上げた。そのまま、路地の奥を見つめる。

『どうしたフラン？』

（なんか、いる）

『なんか？　気配は感じないが……』

（オンオン！）

『ウルシもか！』

　となると、俺だけが何も感じ取れてないってわけだ。フランたちは野生の勘的なものが働くのか、俺よりも鋭いことがある。ただ、ここまで俺だけが何も感じないことは珍しかった。

『フランたちにあって、俺にないもの……嗅覚か！』

　どうやら、隠れている何かは気配を完全に消せても、匂いは完全に消せていないらしい。

『フラン、どこだ？』

（そこの路地）

　俺たちが今いる裏路地からさらに奥へと進み、右へと曲がった辺りに隠れているらしい。

『ウルシ、捕まえてこれるか？』

（オン！）

　俺の指示に、ウルシが即座に動き出していた。

　影渡りを発動したのか、フランの影からウルシの気配が消える。そして、曲がり角の向こうから悲鳴が聞こえた。

「ウギャァァ！」

「ガルルル！」

　妙にしわがれた、風邪をひいた老人のような声だ。

　悲鳴から数秒後、ウルシが何かを引きずって戻ってくる。

「ウグオォォォ……。何故なぜ、儂わしの居場所がぁ……」

　マジでお爺さんか？　薄汚れたボロボロのローブを身に纏まとった、小柄な人物だ。襤褸ぼろの中から見える手足は、ミイラのように干からびていた。

「こ、小娘ぇ！　貴様の仕し業わざか！」

「オン！」

「グボ！」

　起き上がろうとした老人を、ウルシが再び踏みつける。その勢いで、すでに襤褸布にしか見えないローブがさらに裂けてしまった。

　すると、一気に老人の気配が溢あふれ出したではないか。どうやら、ローブが魔道具だったようだ。

『こいつ……アンデッドか！』

「ん！」

　なんと、ウルシが捕えた相手はアンデッドであった。しわくちゃの老人だと思っていたが、それどころの騒ぎではなかった。その顔は完全にミイラだったのである。

　眼球の失われた昏くらい眼がん窩か。水分を失って縮んだ茶色い皮膚。唇が縮んだせいで剥むき出しになった黄色い歯。

　まさに動く死体だ。

　元々アンデッドは気配が薄いし、こいつは隠おん密みつに隠いん蔽ぺい、気配遮断と、斥せっ候こう系のスキルを複数所持している。そこに、さらに気配を遮断する魔道具の襤褸を纏えば、普通の人間ではまともに知覚することも難しいだろう。

　だが、その体臭は消せなかったようだ。まあ、それだって本当に微量だろうが、フランやウルシのように鋭敏な嗅覚を持った相手は誤魔化せなかった。

　あと、隠密能力とは別に、もう一つ怪しい能力がある。その名も『精神扇動・怒り』だ。どうやら、他者の怒りの感情を煽あおり立てるような能力であるらしい。これで、貴族たちの怒りを増幅させていたのだろう。

　我を失うほどの憤怒ではなかったことからも、能力の効果はあまり強くはなさそうだ。ただ、その方が都合がいいこともある。

　たとえば、町を長期的に混乱させる場合などだ。

　誰かを暴れるほど怒り狂わせても、すぐに取り押さえられて短期間で混乱は収束してしまう。それよりも、少しだけ怒りやすくする程度にとどめておいて、まともな判断力を長期間削るような使い方をすれば？　権力者を中心に大勢が同じ状態に陥れば、いずれ大きな混乱に発展していくだろう。内輪揉めからの殺し合いなども、期待できるのだ。

　そう考えると、こいつはアシュトナー侯爵、もしくはレイドス王国の手の者だと思われる。多分レイドス王国なのだろうが……。

『レイドスに、喋しゃべるような高度で強いアンデッドを使役することが可能なのか？』

（普通に喋るアンデッド、リッチとジャンのしか見たことない）

『そうなんだよな』

　会話をするだけなら、そこらの高位アンデッドでも可能だろう。だが、大抵のアンデッドは理性を失っており、まともな会話のラリーができないのである。

　理性的に会話を続けられるとなると、ほとんどいないと言ってもよかった。

　つまり、このミイラは戦闘能力は低いものの、格的には相当な高位のアンデッドと言えるのだ。

「おまえ……レイドス王国のアンデッド？」

「な、なぜそれをっ！」

『……うん。喋れても、アンデッドのお馬鹿さは受け継いじゃってたわけか』

　そうだよな。理性があるってことと、知的かどうかってことは別だもんな。

「何をしようとしてた？」

「ぐぬぬ……。お前は何者だ！　用済みになった貴族どもに、最後に何か騒ぎを起こさせようとしたのに！」

　お、いいこと聞いたぞ。レイドス王国がフランを狙ってきたわけではなく、あの貴族どもを精神操作したら、勝手にフランを襲いにきたってことらしい。

「我らは──グガッ！」

「む？」

「ガアアアアアアアア！」

　突如としてアンデッドが悶もだえ苦しみ始めた。その内側で、強力な魔力が一瞬だけ発せられるのが感じられる。

　数秒後。アンデッドは物言わぬ屍しかばねへと戻ってしまっていた。捕らえられた際には自滅するように仕組まれていたのだろう。やはり使役者がいるらしい。

　路地に横たわるアンデッドの残骸を見下ろしていると、背後から情けない悲鳴が聞こえた。

「ひ、ひぃぃぃぃぃ！　な、なんだその干ひ涸からびた死体はっ！　痛い！　痛いいぃぃぃ！」

「ん？」

『目を覚ましちまったか』

　貴族の一人が、体を起こしてこちらを見ている。気を失っていたはずなんだが、フランが死なない程度に回復させたことで目覚めてしまったようだ。

　アンデッドの成れの果てを見て驚いたり、痛みで悲鳴を上げたりと忙いそがしい。

「くそ、我らにこんあことを……。許さんぞ……！　ぐあぁぁぁ！」

「うぅん……何が……？　ああ！　小娘！　いぎぃぃ！　痛い痛い！」

　騒ぎのせいで、他の貴族たちも目を覚まし始めてしまった。しかも、彼らにはフランにぶっ飛ばされた記憶が残っているらしい。

　精神操作はあくまでも怒りっぽくなるだけで、記憶や性格まで捻ねじ曲げるような強力な能力ではないからだろう。

　しかも、アンデッドのことも全く知らないようだ。こいつら程度では、直接の協力関係ではないのだろう。

「これ、どうする？」

『うーん。死体ともども騎士団にでも突き出すか？』

　騎士団長はまともな人物だったはずだし、事情を話せば悪いことにはならないと思う。そもそも、こいつらってオルメス伯爵の関係者で、処分待ちだったはずだしね。管轄は騎士団だろう。

　だが、俺たちが詰め所に運ぶまでもなく、数人の騎士がこちらに向かってきていた。

　怒りの表情ではあるが、それが向けられているのはフランではない。

「おーい、いたぞ！」

「おいおい。この短時間で何か問題起こしやがったのか？」

「これだから甘ったれの貴族どもは……！」

　どうやら謹慎用の宿舎から抜け出してきたらしく、騎士団がこいつらを捜していたようだ。そして、路地裏で騒いでいる奴らがいるということで、通報されていたのだろう。

「うわっ……！　こ、これは君がやったのか？」

「その死体はなんだ？」

　やべ、アンデッドをどうするか悩んでいて、次元収納に仕舞っていなかった。

　死体を見つけた騎士たちが、軽く身構える。騎士はフランも怪しんでいるらしい。フランの強さを感じ取れるだけの腕があるが故だろう。

　だが、部隊長っぽい男がフランの顔を知っていてくれた。以前アレッサにいた時に、それなりに目立ったフランをしっかりと覚えていたのだ。

　彼に対し、ここであったことを説明する。

　結局、フランは何度も礼を言われ、貴族たちはアンデッドの残骸とともに騎士に引っ立てられていった。

　冒険者が貴族五人に暴力を働いて騎士に礼を言われるとか、アシュトナー侯爵やオルメス伯爵の一派がどう思われているかよく分かるね。

　ただ、アンデッドの件はギルドにも報告しておかねばならないだろう。

　ギルドに戻ってクリムトに報告を済ませると、頭を抱えてしまった。まあ、どう考えても仕事が増えちゃうからな。

「……報告は感謝しますが……。はぁぁぁ」

「だいじょぶ？」

「なんとか」

　クリムトは眉間を揉みながら、弱弱しく呟く。これから増える仕事量を想像しているのだろう。

　大丈夫だ。俺たちはもう町を出るから。

『さて、これ以上はクリムトの胃が崩壊しそうだし、行こうか』

「ん」

　クリムトが部下たちに色々と指示を出す声を背に、フランは歩き出す。

　だが、クリムトはそんなフランを呼び止めていた。

「ちょ、ちょっとお待ちなさい！」

「ん？」

「あなたに依頼を出したいのです」

「依頼？」

「はい」

　クリムトとしては、他にアンデッドがいないか心配なのだろう。

　今まで隠れ潜んでいたアンデッドを見事見つけたフランとウルシに、アレッサの見回りをしてほしいようだった。

「一日だけでも構いませんので、受けていただけないでしょうか？」

「クリムトとかアマンダじゃダメなの？」

「私の精霊魔術は細かいことには向きませんし、アマンダ君には町の外での魔獣狩りなどの仕事があります。それに、敵もアマンダ君がいる状態で大きな動きは見せないでしょう」

　クリムトは能力的に、アマンダは有名過ぎて、町中で秘密裏に探索を行うような仕事には向かないらしい。そもそも、アマンダは魔獣狩りに出ており、現在アレッサにいなかった。

「あなたが適任なのですよ」

「うーん」

　クリムトの言葉に、フランは難しいお顔で唸うなってしまう。

　フランとしては、できればすぐにでも魔狼の平原に向かって出発したいのだろう。フランが心配してくれているのは嬉しいが、俺としてもアレッサのことは気になる。ここがレイドス王国によって滅ぼされでもしたら、この国自体がピンチになるだろう。

　クランゼル王国が大好きってわけじゃないが、敵の敵は味方理論だ。俺たちにとって敵国認定のレイドス王国と長年争い、冒険者を優遇しているこの国には肩入れしておきたい。

　それに、何かあればフランが気に病む。だったら、ここで一日使って対処しておいてもいいと思うのだ。

『フラン、この依頼受けよう』

（でも、師匠が……）

『一日くらいなら大丈夫だ。まだ時間の余裕はあるし』

「……わかった」

「ありがとうございます」

　クリムトがホッとした顔で頭を下げる。

　ここでフランに断られてしまっては、代役を何とか探さねばならないだろうしね。

「貴族街とかに入って平気？」

「こうなっては仕方ありません。冒険者ギルドのギルドマスターたる私の権限において、アレッサ内でのアンデッド捜索の指揮権を与えます。私は領主様よりレイドスからの防衛を頼まれていますので、この権限は貴族相手でも有効です」

「貴族に命令していいの？」

「命令権はさすがにないですが、断る相手は後でギルドから苦情が行きます。せいぜいそう言って脅してやればよろしい。どうせ、木こっ端ぱ貴族しか残っていませんから。ただ、領主様に迷惑はかけないでください。あのように頼りない方でも、一応は王族ですから」

　クリムトも大概酷いこと言ってるぞ？　まあ、領主には会ったこともないし、恨みもない。

　ヤバそうだったら、俺がフランを止めればいいだろう。

「ん。わかった。貴族にもガンガンいく」

「……よろしくお願いします」

　一瞬、クリムトの表情が苦悩に揺れたな。多分、本当にフランに任せて大丈夫か、今更ながらに心配になったのだろう。

　だが、冒険者がレイドス相手に出撃している現状では、有能な冒険者を遊ばせておく余裕などないはずだ。

　結局は、フランに頼るしかないのだと決断したらしい。諦めただけかもしれんが。

　ギルドを出た俺たちは、その足で貴族街へと向かった。

『レイドスの工作員かどうかなんて見ただけじゃ中々分からんし、基本はアンデッドの痕跡を探す方向でいくぞ』

（ん）

『ウルシ、その鼻を頼りにしてるからな』

（オン！）

　とは言え、相手はこれまでも正体を悟られずに、アレッサ内で活動し続ける隠密性能抜群の工作員だ。そう簡単に尻尾を掴つかむことはできないだろう。

　そもそも、あのアンデッド以外に、レイドスの手の者がいるかどうかも分からないのだ。

　裏道などを歩き、少々遠回りをしながら貴族街へと向かうが、やはり痕跡のようなものを発見することはできなかった。

　あえて隙を晒さらしてみたりもしたが、襲われることもない。

　一時間ほどかけて、何事もなく貴族街へと辿り着く。

『ウルシ、どうだ？』

「オフ……」

「なんも感じない」

『俺もだ』

　気配を探りながら歩くが、怪しいものは引っかからない。ウルシの鼻、フランの耳も同じようだ。

　探索に僅かな暗雲が立ち込め始める中、ウルシが、とある屋敷の前で立ち止まっていた。

　そこは貴族街の中心部に近い、特に大きな屋敷の一つである。

「ウルシ、なんか感じた？」

「オン！」

『アンデッドの臭においか？』

「オン」

　本当に微かに、アンデッドの臭いがするらしい。ただ、非常に微かで、ウルシにも完全な確証はないようだった。

『ここは誰の屋敷だろうな？』

「人の気配ない」

『微妙に雑草とかも生えてるし、人が住んでないっぽいな』

　庭の草むしりを何日もしていないっぽい。ただ、門などの状態は比較的悪くなく、手入れをしなくなって何年も経っているということはないだろう。

　多分、今回の反乱で失脚した貴族の屋敷だ。

　入っていいものかどうか分からず外から中を窺うかがっていると、通りの向こうから兵士が近づいてくるのが分かった。

　貴族の屋敷を覗のぞき込む少女を見て、巡回の兵士が不審に思ったらしい。

「そこの娘！　何をしている！」

「ん？　悪人捜し」

「オン！」

「はぁ？　冒険者ごっこは他でやれ」

　兵士が面倒くさそうな表情で、フランを追い払うように手を振る。

「ごっこじゃない」

「新人か？　どちらにせよ、駆け出しの仕事じゃない。ランクを上げたいなら、まっとうに依頼を受けろ。テイマーなら、いくらでも仕事はあるだろ」

　この兵士はフランを知らないらしく、抜け駆けを狙う新人冒険者だと思ったらしい。

　そんな兵士君に、ギルドカードを見せる。

　そこでようやく、フランの正体が分かったのだろう。

「これは……！　し、失礼しました！」

　お、全く疑われないな。どうやら、ある程度の情報は知っていたらしい。しかし、ギルドカードを見せられるまで、目の前の少女と噂の黒雷姫が結びつかなかったのだろう。

「あ、悪人捜しと言ってましたか？　何かの依頼の途中ということでしょうか？」

「ん。アンデッド捜してる」

「ああ！　先ほどの！」

　既にアンデッドの情報は共有されているらしい。それで納得してくれた。騎士さんたち、仕事が早いぜ。

「この屋敷、誰の？」

「はっ！　ここはオルメス伯爵の所有物です！」

『おお、まじかよ』

　一番怪しい場所だった！

　兵士によると、オーギュスト・アルサンド子爵や、その使用人などもここに住んでいたらしい。彼らが失脚した後は、無人のまま放置されているそうだ。

「ここがどうかしたのですか？」

「怪しい気配がある」

「な、なんと！」

「ここ、入っても平気？」

「……わ、私と一緒なら、大丈夫です！」

「おお。なら一緒にお願い」

「分かりました！」

　フランは上司ってわけじゃないんだが、若い兵士は完全に下っ端ムーブだ。

　冒険者の町において、ランクＢというのはそれだけで格上扱いなんだろう。しかも、町を騒がすアンデッドを捜しているとなれば、手伝う理由は十分だ。

「鍵を持ってきます！」

「わかった」

　フランが頷くと、兵士は猛然と走り去っていった。詰め所にある鍵を取りに行ったのだ。

『まだアンデッドの気配はあるか？』

「オン」

　少し騒いだせいで逃げられやしないかと心配になったが、アンデッドらしき相手に動きはない。隠密能力に余程自信があるのだろう。

　五分ほど待っていると、兵士が戻ってくる。

「おっまたせしましたーっ！」

　テンションが凄まじく高い。偶然出くわした大事件に、興奮しているのだろう。

「じゃあ、いく。後ろから付いてきて」

「は、はい！」

　兵士が開けてくれた門をくぐり、オルメス邸へと足を踏み入れる。

　緊張した様子の若い兵士は、槍を握り締めてキョロキョロと辺りを見回していた。役には立たなそうだが、こいつがいないと不法侵入だからな。

「ウルシ、どう？」

「オン！」

　ウルシがクンクンと匂いを嗅ぎながら、伯爵邸の庭を歩き出す。

　何かを微かに感じ取っているらしい。

「あ、あの、何かあるんでしょうか？」

「分からない。でも、ウルシの鼻は何か感じてる」

「おお！　すごい！」

　それからさらに三分。

　ウルシは屋敷の裏庭へと到達していた。そこで、ようやく足を止める。

「オンオン！」

「ここ？」

「オン！」

　ウルシがカリカリとひっかくのは、屋敷の裏口であった。

　勝手口などとも違う、使用人などの出入り口だろう。裏門へと続く細い石畳が伸びている。

「開けられる？」

「はい！　任せてください！」

　表門だけではなく、他の鍵も持ってきてくれたようだ。

　兵士がすぐに裏口の扉を開けてくれた。

　ゆっくりと扉を開いて中に入ると、フランとウルシが顔をしかめる。どうやら、かなり埃ほこり臭いらしい。中の掃除もしばらく行われていないのだろう。

　そんな屋敷の中を、ウルシが再び進み始めた。

　今いる質素な部屋の先には、絨毯が敷かれた大きな通路が見える。だが、ウルシが目指すのはそちらではない。すぐに右へと折れ曲がると、やや粗末な作りの廊下を進んだ。

　倉庫などが設置された、バックヤード的な区画であるらしい。

　ウルシは確信があるようで、暗い廊下をズンズンと先へ進んでいった。

　そして、ある部屋の中央でこちらを振り返る。

「オウン」

「この部屋？」

「オン」

　そこは半地下に作られた、石造りの倉庫であった。多分、酒などの保管庫なんだろう。

　ウルシはその部屋の壁の一角を見つめながら、首を傾げている。その場所で、臭いが途切れているらしい。

『隠し通路でもあるのか？』

「ふむ……」

　フランがコンコンと壁を叩いた。同時に反響定位スキルを使い、音の跳ね返りを調べてみる。すると、壁の向こうに空洞があることが分かった。ここからさらに下る階段があるらしい。

「ここ開ける方法は？」

「わ、分かりません。そんな場所があっただなんて……」

　秘密の脱出経路。もしくは隠し部屋かな？

「じゃあ、穴開けるよ？」

「え？　ちょ、ちょっと待ってください！　壁を壊すってことですか？」

「ん。アンデッドを見つけるため」

　フランの決意の表情を見て、兵士がアタフタし始める。アンデッド捜索の重要性も分かるが、壊すことに責任を取れないのだろう。

「えぇ〜、でも、町のためだしな〜。でも、壁壊したら鍵持ち出したことが兵士長にバレる……。でも、手柄さえ上げれば……」

　こいつ、鍵勝手に持ち出してやがった！　しかも、フランにまっとうに依頼こなせとか言っておいて、自分は手柄上げたかったのかよ！　いや、自分が普段からそんなこと考えてるから、フランを抜け駆け目的の新人だなんて思ったのかもしれない。

『フラン。やっちまっていいぞ』

「ん。じゃあ、壊す」

「あ、あ〜！」

　済まんな兵士よ。アレッサのためなのだ！　だから後で怒られてくれ。

　泣きそうな声を上げる兵士の前で、フランは壁に蹴りを入れた。ドゴンという音と共に、壁に四角い線が浮かび上がった。今の一撃で、隠し扉が少しずれたのだ。そのまま軽く押せば、壁がズズズズと前に倒れ、その先に階段が出現していた。

　壁が階段を滑り落ちていって、ガシャンと割れる音が響く。完全にバレたな。どうせ力づくで開けた時点でかなりの音が鳴っていたし、今更だろう。

『フラン、敵がいるかもしれん。注意しろよ』

「ん」

　フランとウルシは、二人が並んで歩けるほど広い階段に足を踏み入れる。

　屋敷の大階段よりも、こっちの隠し階段の方が広いんじゃないか？　何を運び入れるための場所なのだろうか？

　三〇段ほどの階段を降り切ったフランたちが、突然身構える。

「え？　え？」

「しっ！　何かいる」

「ガル！」

　何が起きたのか分からない兵士だけが、慌て気味だ。

　俺にも、相手の気配は感じ取れている。

　フランたちが階段を下りきった直後、その気配はいきなり湧き出していた。

『死霊の魔力だ』

（においする）

　召喚されたのか、起動したのかは分からんが、フランたちの存在がトリガーとなったことは間違いないだろう。

「下がって！」

「あ、ああ」

　フランが兵士を下がらせて、光魔術で明りを作り出した。

　すると二〇畳ほどの暗い地下室に、敵の姿が浮かび上がる。

「アゥォォォ！」

「ひょえぇぇ！」

「うるさい！　黙ってて！」

「ご、ごめんなさい！」

　まあ、新人兵士が悲鳴を上げてしまうのも無理はないだろう。現れたのは、体が半分腐り落ちたゾンビたちだったのだ。内臓とか見えちゃってるし。

　しかも、ゾンビの群の中央にいる個体は、異様な姿をしていた。

「……ほんとにゾンビ？」

「オン？」

『こんな姿だが、種族はゾンビだ』

　このゾンビ、右肩と左脇腹に、顔があったのである。

　まるで、他のゾンビの頭を切り取って、その部分に埋め込んだかのような外見をしていた。

　それに強い。

　その後ろにいる通常のゾンビと比べて、ワンランク上の強さを持っている。

　明らかに、特殊な存在であった。術者の腕が特別なのかもしれない。

　ジャンの召喚するスケルトンが、普通よりも強いのと同じだ。

　使役する死霊術師の腕によっては、生前並みか、それ以上に強くすることも可能なのである。

　ただ、町中で発見したアンデッドとは違い、こいつらには理性的なものが残っているようには見えなかった。

　焦点の合っていない目で虚こ空くうを睨みながら「アウアー！」という叫び声を上げるだけだ。

（どする？）

『話が聞けそうにもないし、とりあえず倒しちまおう』

　俺はそう提案したが、フランが妙にゾンビの顔を見ていた。

　上の顔を見て、そのまま肩、脇腹を見ては、再び上の顔に戻る。

『フラン、どうした？』

（なんか、見覚えある、気がする？）

『こいつらの顔か？』

　言われてみると、俺もどっかで……？

　メインの素体となっているのは、赤あか犬いぬ族ぞくの冒険者だろう。アレッサの冒険者ギルドで、すれ違ったか？

　そこまで考えて、俺はようやく思い出した。

『こいつら、昔フランに絡んで撃退されたやつらだ！』

（そうなの？）

『そうなの！　思い出せないか？』

（ん……無理）

『そ、そうか。ほら、俺たちが初めてギルド行った時に、魔獣の買取価格にケチ付けやがった冒険者たちだよ』

　ダムンとか言ったっけか？　鑑定を使ってももう名前は表示されず、ゾンビとしか見えないが、間違いないはずだ。

　フランと俺に倒され、衛兵に引き渡された挙句、借金を背負わされていた元傭兵の冒険者たち。そう思い出すと、他の顔もなんとなく見覚えがあった。多分、ダムンの仲間たちだ。

　そう説明しても、フランは何となくしか思い出せないらしい。

「うーん？」

　相変わらず首を捻ったままだ。

『あいつらがどうしてここでこんな姿になっているか分からんが、今はゾンビだ。倒してクリムトに報告に行こう』

（わかった）

『粉々にすると証拠が残らないから、ちょと手加減しろよ？』

（ん！）

　フランはまず足を止めるつもりで、手加減した斬撃を放つ。だが、最初の一太刀は空むなしく宙を切ってしまっていた。

「む」

「ウアァオー！」

　ゾンビは、俺たちの想定以上に速かったのだ。足元を狙った攻撃を、後ろに飛んで躱かわしている。

『ゾンビとは思えない動きだな！』

　ゾンビにありがちなギクシャクとした部分のない、非常に流麗な動きであった。

「ウオオオォォー！」

「おお？　魔術？」

『あの顔だ！　顔がいくつもあるから、呪文を複数操れるんだ！』

「なるほど。おもしろい」

　なんと、ゾンビが二発の魔術を同時に放ってくる。

　どうやら、肩の顔が火、脇腹の顔が水魔術を操るらしい。鑑定してみると、どちらの顔にも独立したステータスがあった。

　顔が三つある一体のゾンビなのではなく、一体のゾンビに顔だけのゾンビが二体張り付いている状態だったのだ。

　しかも、そのステータスに変化があった。

『フラン！　こいつら急に強くなったぞ！』

「ん。魔力凄い」

　三顔ゾンビ腹のあたりでガリンという何かが割れるような音がしたかと思うと、いきなりその魔力が増大していた。

　ジャンが使っていた、アンデッド強化系の魔術に似たものだろうか。しかも、その強化率が半端なかった。

　強いとはいえ所詮はゾンビと言える程度の能力だったはずが、ハイオーガすら凌ぐほどの存在感を放っていたのだ。

　鑑定すると、名前がパワフルゾンビとなっている。そのステータスの強化率は、五倍どころではないだろう。

　どうやら、ただ強化されただけではなく、進化したらしい。魔術で配下を進化させるなど、簡単なことではないだろう。遠距離で行える術とも思えない。

　もしかして、術者が近くにいるのか？　だが、どれだけ気配を捜しても、魔術師っぽい気配などどこにもなかった。となると、事前に何らかの方法で進化術式を仕込んでいたのかもしれない。

「オオオオォォー！」

「ウルアァァー！」

「グオオオォォー！」

「むっ！」

『魔術の発動も早くなりやがった！』

　フランが、こちらに向かって放たれた二発の魔術を回避する。先ほどよりも圧倒的に発動が速かった。

　ステータスが上昇しただけではなく、スキルも増えているようだ。本体に剣聖術。顔それぞれには詠唱短縮。三体全てに魔力吸収が追加されていた。

　手加減モードから戦闘モードへと切り替わったフランは、鋭い目で三顔ゾンビを観察している。

　その変化を感じ取ったのか、三顔ゾンビが先に攻撃をしかけた。

「ウォォォー！」

　斬りかかると同時に、左右から魔術を撃ち出す。悪くない連係だ。そこらの冒険者なら、食らってしまっていたかもしれない。

　だが、それだけ強くなったとしても、フランには及ばなかった。

「しっ！」

「ウオォア？」

「はぁぁ！」

　魔術をあっさり躱すと、ゾンビの剣を受け止め、さらに切り返す。

　三顔ゾンビはかろうじてフランの攻撃を避けたが、戸惑っているようだ。目の前の強そうに見えない小娘に必殺の連続攻撃を回避された挙句、逆に攻撃された。

　強さと見た目が一致せず、驚いているのだろう。

　理性はなくとも、動物的な思考能力程度はあるらしい。

「アアアオォォー！」

　三顔ゾンビが叫び声を上げると、他の雑魚ざこゾンビたちが一気に前に出てきた。配下を指揮することもできたのか。

　雑魚ゾンビたちでこちらの動きを制限しながら、後ろから攻撃するつもりなのだろう。

　中々考えてはいるが、フランにとっては普通のゾンビなど壁にならない。

「遅い！」

　フランはゾンビたちの間を跳び回ると、前に出てきた雑魚ゾンビたちを瞬く間に殲せん滅めつしてしまっていた。一撃二殺。一〇秒もかからなかっただろう。

　配下が一瞬で全滅してしまい、三顔ゾンビは警戒するように動きを止めてしまう。だが、それが命取りだ。

「しぃぃ！」

　フランが今日最速の踏み込みで、俺を一閃させた。

　三顔ゾンビの右腕が切り落とされる。次撃で左腕。三撃目で右足と、あっという間にバラバラにされていった。

「ウアァァォォー！」

　残った腕で反撃を試みる間さえなく、嵐のような連撃によってバラバラにされていく三顔ゾンビ。それでいて、何らかの証拠となりそうな顔は、傷をつけずに残してある。さすがの腕前だった。

　二〇近いパーツに切り分けされた三顔ゾンビの残骸が散乱し、地下室から敵の反応が消える。隠れている敵もいなそうだし、これで決着だろう。

「なんか、お腹から出てきた」

『ガラスの破片か？』

　フランが言う通り、バラバラになった三顔ゾンビの肉片とともに、透明なガラスの欠片かけらが散らばっている。砕けているので分かりにくいが、フラスコっぽい感じの瓶だったのだろう。

　それが腹から出てくるのは、怪しい。

　腹といえば、三顔ゾンビが進化した際に、強烈な魔力が放たれた部分でもある。

　もしかして、こいつの進化に何か関係が？　死霊術師の魔術ではなく、特殊な薬品の効果だったりするのだろうか？

『まあ、可能性でしかないか……』

（ん）

　薬で進化した可能性があるとはいえ、その証拠もない。中に入っていた薬品などは完全にゾンビに吸収されてしまったらしく。鑑定しても検出できなかった。

　あとで冒険者ギルドに引き渡すため、ゾンビたちを収納する。

『魔石はなかったか。術者によって召喚されたタイプのアンデッドだったらしいな』

（ん）

　ここの警備用だったのだろうか？

「お、終わりました？」

「ん。もうだいじょぶ。ここ調べる」

「オン！」

「じ、自分も頑張ります！」

　ゾンビの色々な液で濡れている床を水魔術で綺麗にして、フランたちは部屋を調べ出す。

　そこには、いくつもの粗末な寝台が置かれていた。多分、ここにゾンビたちを寝かせていたのだろう。何も敷かれていない剥き出しの木材に、人のサイズの染みが付いていた。

　どうやら、侵入者に反応して起動するタイプだったようだ。

　俺やフランが気づけなかったのは、ゾンビとして活動を始めるまではただの死体だったからかもしれない。

　軽く見て回ったが、その部屋には他に気になる部分はなかった。

　警備するからには、何か秘密があるかと思ったんだがな。アンデッドの素材を置いてあること自体が、秘密なのかもしれない。

　視覚と臭いのせいで気分が悪くなってきた様子の兵士君を連れて、屋敷の外へと戻る。

「私はギルドに報告しに行く」

「あの、私が兵士長に報告するのは、いいんですか？」

「別に構わない」

「あ、ありがとうございます！」

　こいつにとったらここで報告しないと手柄にもならんし、何のために付いてきたのかって感じなのだろう。フランの言葉に、跳び上がって喜んでいる。

「これでお手柄が……！」

　そんな兵士の前に、フランがゾンビを取り出して置いた。

「くさっ！　え？」

　鼻を浄化して嗅覚が正常に戻っていたせいで、ゾンビの臭いがクリティカルヒットしたんだろう。鼻を押さえて、困っている。

「それ証拠。ひとつあげる」

「し、証拠……。確かに必要ですが……。え？　これ、どうすればいいんですか？」

「？　持ってけばいい」

「そ、それはそうなんですけど……」

「じゃあ、私は行く。ばいばい」

「あ、ちょ──」

　引き留めようとした兵士の言葉を聞くことなく、フランとウルシは駆け出した。

　早く報告に向かいたいのだろう。

　兵士の悲鳴が聞こえるが、まあ頑張ってくれたまえ。望んでいたお手柄だぞ。ただ、証拠の運搬は自力でどうにかしてね。

　ギルドに戻るとクリムトが、歓迎しつつもちょっと嫌そうな顔をするという器用な芸当をしながら出迎えてくれた。

「何か、進展が？」

「ん」

「そうですか」

　内心では仕事が増えることに悲鳴を上げているんだろう。しかし、表面上はキリッとした顔で頷いている。

「やはりオルメス伯爵絡みでしたか。しかし、地下室……。余程巧妙だったのでしょうね」

　そう言いつつ、ウルシを見るクリムト。確かに、臭いが追えなければ発見するのは難しかっただろう。そういう意味では、フランに任せたのは当たりだったと言える。

「下で、倒したというゾンビを見せてもらってもいいですか？」

「ここでもいいよ」

「ここではやめてください」

　クリムトに引きずられるように解体室へと向かい、そこでゾンビの残骸を取り出した。

　クリムトはグチャーッとしたゾンビに怯ひるむことなく、真剣な表情でその顔を確認している。

「ふむ……」

「分かる？」

「そうですね……。この男性は、見覚えがあります。元冒険者で間違いないでしょう」

「やっぱり」

　いくらギルドマスターとは言え、冒険者全員の名前は知らないのだろう。

　ただ、数人は見知った顔があったらしい。

　それにしては反応が薄いが。

「確か、問題を起こしてギルドを除名になったはずです。ネル君、憶えていますか？」

「は、はい。覚えてます」

　後ろにいたネルさんは、ゾンビを見て「うえーっ」っていう顔をしているが、逃げるようなことはない。さすがベテラン受付嬢である。

「依頼人を脅して金を巻き上げたということで、除名のうえ衛兵に突き出されたはずです」

「あー、あれがこいつらでしたか」

　クリムトたちが全く悲しんでいないのは、ゾンビの正体が素行不良冒険者たちだったからだろう。

　ダムンたちもそうだったし、他の冒険者も衛兵に捕らえられた犯罪者たちばかりだった。

「以前の兵士長などはオルメス伯爵の配下でしたし、そこから死体が流れたか……。いえ、下手したら死霊魔術のために殺していた可能性もありますね」

　一般人よりは強いアンデッドになるだろうし、犯罪冒険者というのはいい素体なのかもしれない。

　それに、犯罪者が数人消えたところで、気にする者もいないだろう。

「このゾンビたち、普通よりも強かったと言っていましたね？」

「ん。普通のゾンビの倍くらい。で、そのあと進化した」

「進化ですって？」

「ん。方法は分からない」

　フランが、腹の中の瓶について説明する。

　クリムトも、あの瓶が進化の鍵であると考えたらしい。ただ、進化した理由が薬にせよ魔術にせよ、無視することはできなかった。

「つまり、腕がいい死霊術師がおり、この町で何かをしていた可能性が高いということですか……」

　遠隔操作が可能なレベルの術者になると、死霊魔術は非常に厄介だ。死体を潜ませていて、今回の地下室のように遠くから起動させればテロにも利用できる。

「フラン君。申し訳ありませんが、もう少し町の探索をお願いします」

「わかった」

「はぁ。ようやっと処理が終わったと思っていたのに。どこまでも迷惑をかけてくれますね。オルメス伯爵は。そもそも、あのような──」

「じゃ、また」

　愚痴り始めたクリムトから逃げるように、フランはギルドを再度出発した。

　目がちょっと据わってたし、クリムトはかなり追いつめられているようだ。

（なんかネル、変な顔してた？）

『そ、そうだな。疲れてるんじゃないか？　気にしなくていいと思うぞ』

　ネルさん、出ていくフランに縋すがるような目を向けていたからな。愚痴モードのクリムトを、自分だけに押し付けないでくれって思ってたのだろう。

　アレッサを、迫っているかもしれない危機から救うためだ。すまん、一人で頑張ってくれ！

（師匠？）

『何でもない。それよりも、探索に戻ろう。できるなら、死霊術師を見つけたい』

「ん」

「オン！」

　事前に仕込んでいたものであれば、術者はすでにアレッサを脱出している可能性が高い。だが、まだ潜伏している可能性が残っている以上、もう少し捜さねばならないだろう。

　だが、町中を散々歩き回っても、怪しいものは発見できなかった。今日一日で、アレッサを一周しただろう。大きな通りはほぼ全て通ったはずだ。

　しかし、収穫はなかった。いや、裏道にある美味しそうな屋台とか食堂をいくつも発見できたから、収穫ゼロじゃないか。フランとウルシはそれなりに楽しんだらしい。

　でも、一番重要な、アレッサに潜むレイドスの工作員の手掛かりは欠片も発見できなかった。

『フラン。この後どうする？』

「む……。さっき入れなかった食堂に行く！」

「オンオン！」

『いや、そうじゃなくて──いや、そうだな。食堂でメシ食べながら、作戦会議するか』

「ん！」

　そんな切なそうな顔されたら、却下できん！

　道中でサンドイッチとか串焼きとか、結構食べたはずなんだがな。歩いている最中に消化されてしまったのかもしれない。

　フランは、夜の帳とばりが下りた町をトコトコと歩き出す。

　向かうのは、夕方は混み過ぎていて入れなかった、裏路地のレストランだ。貴族街に近いだけあり、結構お洒落な感じだった。

　客足が落ち着いた店内には、身なりの良い客が数組座り、思い思いにディナーを楽しんでいる。貴族ではなく、お金のある庶民って感じかな？

　出迎えた女性店員さんは、ちょっと戸惑っている感じだ。

「えーっと、今はディナーの時間帯なので、お昼や夕方とはメニューが違うんだけど……」

　昼から夕方は格安のランチだが、夜はちょっと高いディナーの店になるようだ。間違えた子供が入ってきたと思ったらしい。

「だいじょぶ」

「そ、そうですか？」

　本人が言うなら大丈夫だと思ったのか、足りなければ皿洗いをさせればいいとでも思ったのか。女性店員さんは心配な表情を崩さないまま、注文を取り始める。だが、途中で段々と表情が曇り出していた。

　明らかに五人前は頼んでいるからだろう。下手したら、食い逃げ目的の子供とでも思われているかもしれない。

『フラン、先にお金みせておけ。金貨何枚か取り出すだけでいいから』

「ん？　おかね？」

「あっ！　も、申し訳ありませんでした！」

「？」

　自分がジロジロ見ていた理由がバレたと思ったのだろう。素早く頭を下げると、慌てた様子で引っ込んでいった。

　ウルシのために、食事をするのは外のテラスだ。

　最初に運ばれてきたスープを前に、フランが両手を合わせる。

「いただきます」

「オン！」

　次々と運ばれてくる料理を次々と胃に収めていくフランたち。

　途中から、お店の人たちが焦り始めたのが分かった。別に、料理が運ばれてくる間隔が少し開いたっていいんだけど、むきになったのかね？　野次馬っぽい人たちが歓声を上げ始めたせいかもしれない。

　ともかく、大量の料理が消えるまで、三〇分かからなかったのであった。

　野次馬と店員さんたちの拍手を聞きながら、俺はウルシの異変に気付く。

『ウルシ、どうした？』

（オフン）

　ウルシが、店の奥を見つめていた。微妙に首を傾げている。

『何か異変があるのか？』

（オゥン）

　僅かに違和感を覚えたようだが、明確なものではないらしい。ただ、何かが気になるようだった。

『店の奥か？』

（オン）

　ウルシしか感じ取れていないということは、匂い関係なのだろう。

　単純に、美味しそうな匂いがするとかじゃないよな？

『ちょっと見てくるか。フランは休憩しててくれ』

（オン！）

（わかった）

　フランが食後の飲み物を注文している間に、ウルシがそっと影に潜っていった。その後は、影渡りで店の奥へと密かに侵入していく。影の中から影の中に渡るため、お店の人たちは全く気づいていないだろう。

　俺は飾り紐ひもを細い糸へと変形させると、密かにウルシの後を追った。

　ただ、明るいお店の中では、糸であろうとも動いていれば見つかるかもしれん。

　俺はまず店の外に糸を這わせ、厨房の窓から侵入を試みる。

『ウルシ、どこだ？』

（オン！）

『え？　そっち？』

　ウルシがいるのは、厨房の中ではなかった。そのさらに先。裏庭の隅にある倉庫の陰だ。

『なにがあるんだ？』

（オン）

　ウルシが倉庫脇の石畳を軽くひっかく。

　どういうことだ？　何かあるようには見えないが……。

　俺はさらにスキルを使って周囲を調べた。熱源感知に魔力感知に気配察知。それでも異常は感じられず、反響定位を使ってみる。

『お？　この下に、空間があるな』

（オン！）

　ウルシが教えたかったのは、ここで間違いないだろう。

　石畳に隙間を探すが、入り込めそうな場所はない。仕方ないので、土魔術で少しだけ石に穴を開けてみる。五〇センチほど掘っていくと、今度は木の板に突き当たっていた。こちらは大分朽ちており、普通に隙間が存在していた。

　そこから糸を侵入させ、内部を調べる。

『底が見えないな』

　地面の下には、深い縦穴が存在していた。

　煙突というには少し太い、縄なわ梯ばし子ごでも下ろせば人が上り下り可能なサイズの穴だ。

　その穴の底には、さらに大きな空間があった。下水かとも思ったが、そうではない。

　どこかへと続く、地下通路だった。フランなら身をかがめずとも歩ける程度には広く、天井も高い。

　多分、方角的に貴族街へと続いているだろう。

　俺が通路を観察していると、ウルシも影渡りでやってきた。

『きたか。どうだ？』

「オン」

　クンクンと地下通路の臭いを嗅いだウルシは、頷きながら一鳴きした。ウルシが感じていた違和感の大元は、この先で間違いないようだ。

　厨房裏に繋がっているせいで、上ではかなり色々な匂いが混在していたはずである。そこから微かな地下の匂いを感じ取るとは、さすがウルシだ。

『よくやったぞ』

「オン」

　ウルシの鼻息で埃が舞う。どうやらしばらく使われていないらしく、埃が薄っすらと積もっていた。

　どこへとつながっているのだろうか？

　この先を調べたいところだが、フランを置いていくわけにもいかない。俺は地下通路に転移用の目印を設置すると、一旦フランのもとへと戻ることにした。時空魔術のビーコンを使用すれば、見えない場所に転移する際の目印を作り出せるのだ。

『ただいま』

（おかえり。何かあった？）

『おう！　転移をする必要があるから、まずは人目に付かないところを探そう』

（わかった）

　お会計を済ませたフランは、静かにレストランの裏へと移動する。

　だが、住宅が密集しているせいで、発見した地下通路の上には普通に家が建ってしまっていた。それに、夜だというのに周囲にはそれなりに人通りがある。レストランが固まっている地区だからだろう。

　俺たちはさらに奥へと進み、ようやく人通りがない場所までやってくる。

　そこで、俺は転移を発動した。

『よし、成功だ』

「オン！」

　ビーコンを使用した場所に、しっかりと戻ってくることができている。

「ここ、どこ？」

『あの料理屋の地下だ。アンデッドの臭いがするらしい』

「オン」

「おー。じゃあ、この先にアンデッドいる？」

『それを確かめに行くぞ』

「ん！」

　俺を抜いたフランが、慎重に地下通路を進む。

　床に溜まった埃にフランの足跡が付き、まるで新雪のようだ。やはり、しばらく人通りがないのだろう。

　警戒しながらゆっくりと歩を進めてきたのだが、それでも三分も歩けばすぐにＴ字路へとぶつかった。

　ここで、俺やフランにもようやく異変が感じ取れる。

『床に何か這ったみたいな跡があるな』

「ほんの少しだけ、変なにおいする」

『それに、こっちには埃がないぞ』

　掃除されているのか、人通りが頻繁なのか。Ｔ字路の先にはほとんど埃が落ちていなかった。

　しかも、床に黒い染みができており、血でも染み込んだかのようだ。ここまでのことを考えれば、ゾンビあたりが通ったのではなかろうか？

　つまり、ここをアレッサ内で密かに動き回るための秘密通路として使っている？

『問題は、どっちに行くかだな』

「こっち」

『ほう？　どうしてそう思った？』

「勘」

『そ、そうか』

「ん。間違えてたら、戻ればいい」

　そりゃそうか。今は悩むよりも、進むが吉かもな。

　俺たちはフランが指示した通り、左へと曲がってみた。黒い染みが、奥へと点々と続いている。

　一層警戒しながら歩を進めたが、敵に遭遇することもなく突き当りへと到達していた。通路の逆側と同じように、こちらも縦穴になっている。

『この上、どこに出るんだろうな。ちょっと見てくるよ』

　俺は再び飾り紐を糸へと変形させると、穴の上へと伸ばすのだった。

　こちらの入り口は、石で塞ふさがれていない。本来は木の扉だけだったんだろう。あの料理店はその上を石畳で覆い隠し、庭へと改造していたようだ。

　下手したら、あのお店の人はここの通路のことを知らなかった可能性すらある。

『うーむ、真っ暗だね』

　どっかの広い部屋だが、こちらには全く人気がなかった。ただ、ここも埃が少なく、全く利用されていないということはなさそうだ。

「気配ない」

「オン」

　上り階段があることから、どこかの地下室であるのは間違いないだろう。

　その部屋のほぼ中央に、何やら大きな箱が置かれていた。木製の、全長二メートルほどはある長方形の箱だ。

　いや、箱というか、棺ひつぎであった。微かに魔力が感じられることから、それが魔道具の一種なのだと分かる。

『なんだこりゃ？　死霊術に関係あるとは思うが……』

　鑑定してみると、休眠の棺と出た。

　アンデッドの状態を維持し、眠らせることで気配を消すことが可能な魔道具であるらしい。死霊術師が、配下のアンデッドを密かに運ぶための道具なのだろう。棺型にした時点で隠す気ないだろって感じだが、形が重要だったりするんだろうか？

「オンオン！」

「知ってる匂いがするの？」

「オン」

　どうやら、昨日倒した隠密アンデッドの臭いが染みついていたらしい。奴はここを拠点に活動をしていたんだろう。

　アンデッドは魔力補給ができなければ、すぐに動きが止まってしまう存在だ。この棺でできるだけ消耗を抑え、活動時間を伸ばしていたらしい。

『こりゃあ、術者はいないかもな』

「なんで？」

『この棺型魔道具を使わなきゃいけないってことは、術者から魔力補給を受けられないってことだろ？』

　そもそも術者がその場所にいるなら簡単に魔力を補給できるし、この棺は必要ない。

「なるほど」

『とりあえず、上を調べてみよう』

「オン！」

　棺を収納した俺たちは、気配を消しつつ階上へと侵入する。

　やはり、どこかの屋敷であった。長らく掃除されている様子もなく、オルメス伯爵邸とほぼ同じ状態だ。ここも、持ち主がオルメスの縁者で、捕らえられてしまったのだろう。

　その後、屋敷をくまなく探索したが、特に何も発見できなかった。

　隠し通路もないし、何かの手掛かりなども残されてはいなかったのだ。

　地下へと戻った俺たちは、そのままＴ字路の反対側を目指す。

　しばらく歩くと、上へと昇る縦穴が再び姿を現した。この地下道は三つの入り口が存在するＴ字型の通路だったらしい。

『少し光が漏れてるな』

「草の匂いがする」

　どうやら外に繋がっているようだ。

　そう予想して偵察してみると、おかしな場所へと繋がっていた。

　地面に備え付けられた正方形の木戸の四方を、高い壁が囲んでいる。普通の人間では、ここから出ることも難しいだろう。いや、よく見ると、壁のレンガが一部凹んでいる。あれを足場にして、上れってことかな？

　さらに飾り紐を伸ばして周囲を確認すると、四方全てが貴族の屋敷であった。

　本来は、四つの屋敷の角が接し合い、隙間など生まれない場所のはずだ。しかし、ある屋敷の壁の角が意図的に凹むように造られており、小さい正方形の空間が生まれていた。そこに脱出用通路の出口を作ったのだろう。

　入り口となる木戸には補修の跡があったので、最近まで誰かが使っていたのは間違いない。隠密ミイラ自身が日曜大工をしたのだろうか？

『ウルシ、何かの臭いが残っているか？』

「オン！」

『よし、先導を頼む』

「ウルシ、がんば」

「オンオン！」

　壁に囲まれた空間を抜け出すと、ウルシの鼻を頼りに追跡を開始する。

　だが、いくつかの貴族の屋敷を経由して俺たちが行き着いた先は、見覚えのある場所であった。

「ここ、昼間の場所」

　俺たちが隠密ミイラを倒した裏路地である。

『ウルシ、ここ以外には臭いが残っていないんだよな？』

「オン」

　あのアンデッドは棺から出た後、俺たちが辿ったルートしか通っていないらしい。他に臭いが残っていないということは、それなりに長い期間棺の中で眠っていたんだろう。

　やはり、術師本人はもうアレッサにいないだろうな。

　町を混乱させる目的で、配下を残していっただけだと思われた。

『今日はもう遅いし、報告は明日にして宿探そう』

「ギルドの隅でもいいよ？」

『いやいや、宿に泊まろう。金はあるし』

　ランクＢ冒険者がギルドの酒場で寝泊まりするだなんて、外聞が悪すぎる。

　俺たちが気にしなくても、クリムトが気にするだろう。ギルドマスターの胃の崩壊を加速させないためにも、しっかりと宿を探す方がいい。

　俺がそう告げると、フランは何かを思いついたようだ。

　ポンと手を打って、迷いなく歩き出す。

「わかった。じゃあ、あそこいく」

『あそこ？』

「ん！」

　力強く頷いたフランが向かったのは、冒険者ギルドにほど近い一軒の宿だった。

　外観は地味で、宿の格としては安宿にランクされるだろう。中の下、もしくは下の上ってとこかな。

　ただ、フランはルンルンした足取りで宿へと入っていく。

「いらっしゃいませ。お泊り……ですか？」

「ん。部屋空いてる？」

「空いていますが、ひとりかな？」

　宿のお姉さんが、少ししゃがんでフランに聞いてくる。子供一人だからね。

　フランはそこですかさずギルドカードを取り出して、掲げてみせた。

「これ」

「え？　冒険者？　本物？　うーん……。まあ、だったらいいか」

　前も同じやりとりしたな。フランがギルドカードを見せて、納得してもらうところまで全く同じだ。

　そう、ここはアレッサで最初に泊まった宿だった。

　女性冒険者御用達の、信用できる宿屋だ。部屋は少し狭いが、しっかり掃除が行き届いていて清潔である。

　フランにとって、思い出の宿なのだ。

「ん、この部屋」

『懐かしいな』

　ベッドだけではなく、サイドチェストや机、衣装ダンスが備え付けられた狭い部屋は、以前と変わっていない。

　フランは懐かし気に部屋を見回した。

　今のフランなら、もっといい宿に泊まれる。それこそ、最上級の宿に泊まったことだってあった。

　だが、フランは満足げだ。

　俺が浄化魔術で綺麗にしてやると、布団にダイブしてゴロゴロと転がり出した。そのまま枕に顔を押し付けて、グリグリしたりしている。

『おいおい、どうした？』

「この匂い」

　いや、枕の匂い嗅いで、満面の笑み見せられても……。

『そ、そんなにいい匂いなのか？』

「師匠と初めて一緒に泊まった宿の匂い」

　あの時も、フランはこの宿に感動していた。

　奴隷の立場から解放されてから、初めて泊まった宿。どれだけいい宿に泊まれるようになったとしても、この宿こそがフランにとっては幸せの象徴なのかもしれない。

「今はウルシも一緒」

「オン！」

　フランはそう言って、ベッドに飛び乗ってきたウルシを抱き寄せる。

　小さい少女が愛犬に抱き着いているような、それこそ幸せそうな絵え面づらだ。

「師匠」

『なんだ？』

「ありがと」

『どうしたんだ急に？』

「なんか、言いたくなったから」

『そうか』

「ん……」

　フランは笑顔で頷くと、すぐに寝息を立て始める。

『……あれから強くなったけど、寝顔は変わらんな』

　あどけない顔で、年相応に見える。

「すーすー」

「グーグー」

　ウルシよ、狼としてヘソ天はどうなんだ？　まあ、いいけどさ。

「ししょー……」

『はいはい。ここにいるよ』

「ん……」

　いい夢見ろよ。










第二章　レイドスの残り香




「つまり、もう術者はアレッサにいない可能性が高いということですか」

「ん。今日も誰もいなかった」

「フラン君が調べた結果なのであれば、こちらとしても信用できます。ありがとうございました」

　宿に泊まった翌日。

　俺たちは再度地下を確認して回った後、冒険者ギルドに報告にやってきていた。

　発見した地下道のことを伝え、棺などもすべて提出する。

　クリムトとしても、フランとウルシがくまなく探索した結果であれば問題ないと考えたのだろう。きっちり依頼完了扱いとしてくれた。それどころか、依頼料に色を付けてくれたらしい。

「これから、魔狼の平原ですか？」

「ん」

「危険な場所です。努ゆめ々ゆめ油断しないように」

「危険じゃなきゃ修行にならない」

「そうですか……。さすがと言えばいいのか、呆れるべきなのか」

「？」

「お気をつけて。どれほど強い冒険者でも、絶対に負けないなんてことはありませんので」

「ありがと」

　フランはクリムトの言葉に微笑むと、軽く頭を下げて執務室を後にした。

　クリムトはこれから地下道の調査だろう。フランを見て、羨うらやましそうにしていたのは間違いじゃないと思う。きっと、冒険に身を投じるフランが、眩まぶしく見えているのだろう。

　クリムトが部下たちに色々と指示を出す声を背に、フランはギルドを出るのであった。

『さて、行こうか』

「ん」

　目指すは、枯渇の森だ。

　俺たちはデルトに挨拶をして、アレッサの外に出た。

　以前は、ランデルの馬車に乗せてもらってもかなり時間がかかったが、今の俺たちなら本当に一足飛びである。

「ウルシ、いく」

「オン！」

　宙を駆けるウルシなら、一時間かからないのだ。

　風を切って駆けるウルシの背の上から、フランが前方を指す。

「師匠！　あの森！」

『ああ、間違いない』

　忘れるわけがなかった。

　禍まが々まがしいわけでも、神々しいわけでもない。ただ見る者を不安にさせるような、不思議な雰囲気を放つ森だ。そして、俺とフランが出会った、記念の場所でもある。

『変わらないなぁ……』

　空から見ると、こんな感じだったんだな。

　あの場所こそが、枯渇の森だった。




　二時間後。

『あー、それはこっちで』

「ん」

　枯渇の森の手前の平原に降り立った俺たちは、アレッサで手に入れた食材で料理をしていた。

　王都で消費した料理を補ほ填てんするためには、相当な量を作らねばならないのだ。

　大地魔術で作った小屋の中に厨房を作り上げ、火魔術、水魔術、風魔術を利用して料理を量産していく。

『どうだ？　できたか？』

「こう？」

『そうそう。それくらいの長さでいいぞー』

「わかった」

　フランもお手伝い中だ。別に遊んでいていいんだが、何故かフランのやる気スイッチが押されたらしい。いや、自分も手伝うことで、魔狼の平原に早く向かいたいだけかもしれんが。

『よーし、海老えびクリームパスタの完成だ！』

「おおー。おいしそう。じゅるり」

『ちょ、よだれ！　よだれ垂れとる！』

「おっと。失敗」

　なんて感じで、快調に料理を作り続けていると、小屋の入り口に誰かが立つのが分かった。

　入り口がノックされる音が響く。

『誰だ？　ここに近づく勇者は』

　実際、何度か冒険者がこの周囲をうろつく気配はあったのだ。ただ、平原にいきなり現れた石づくりの小屋なんて怪しすぎる。結局は無視して去っていくのだった。

　しかも、さらに近づこうとすれば、扉の前に寝そべるウルシに気付くだろう。従魔証を付けていても迫力はあるし、強盗目的だった奴らはそれで逃げていく。実力行使に出ようとしたら、それこそ番犬ウルシの本領発揮だ。

　扉まで近づける人間なんていない。そのはずだったんだが……。

　普通にノックしているということは、何らかの方法でウルシを懐柔したってことだ。戦闘の気配はなかったから、もしかしたら知り合いか？

『気配は一人分だが……。魔力がかなり高い。駆け出しレベルの冒険者じゃないな。誰だ？』

「見てくる」

『ああ、頼む』

　フランがタタタッと小走りで、扉を見に行った。

　魔術で作った即席の小屋とはいえ、一応扉は付けてある。まあ、石をそれっぽく切って、扉っぽく見せてあるだけだが。フランの腕力であれば開くことができる──というかズラすことも可能だろう。

　だいたい、あの扉を本当に使うことは想定していなかった。二時間ほどで料理を終わらせて、この小屋を大地魔術で消滅させて出ていくつもりだったのだ。

　ウルシには、余程緊急の場合以外は追い返せと言ってある。例外は、冒険者や旅人が魔獣などに追われて逃げてきた場合などだな。

　だが、この気配の持ち主が、この辺で危機に陥ることなどあるだろうか？　その程度には強そうなんだが。

『フラン、どうだ？』

「ん。アリステアだった」

『はあ？　アリステア？　あの？』

「ん。アリステア」

　アリステアは、以前世話になった神級鍛か冶じ師である。

　神級鍛冶師は、世界最強の超兵器である神剣を生み出せる唯一の職業だ。アリステアは現在唯一の神級鍛冶師であり、世界各地を放浪していて様々なアイテムを作っているらしい。

　表に出ることは少なく、幻の存在と言ってもいいだろう。

　そんな女性が、なぜここに？

『えーっと……とりあえず入ってもらえよ』

　もうほとんど料理も終わっているしな。残っているのは洗い物などだが、それは後でもいいや。

　フランに案内されて小屋に入ってきたのは、本当に神級鍛冶師のアリステアだった。

「やあ師匠。久しぶりだな」

『まじでアリステアじゃないか。どうしたんだこんな場所で。ベリオス王国にいるんじゃなかったか？』

「そのはずだったんだがな……。神剣同士の戦いを感知してね。居てもたってもいられなくなったのさ」

『そういえば、神級鍛冶師は神剣の居場所をある程度察知できるのか』

　王都で使用された神剣の気配を感じ取り、急きゅう遽きょ向かうことにしたらしい。俺がここにいることが分かったのも、その力のお陰だろう。

「開放状態になれば、かなり遠くからでも感じることが可能だ。クランゼル王国の王都近辺で反応があったのは分かっている」

　ベリオス王国は北東にある国だったな。確かにそっちからこの国の王都を目指すと、アレッサ周辺は通り道になっていてもおかしくはないだろう。

『それで、神剣のことを調べに向かう途中ってことか？』

「そういうことだ。なあ、師匠は何か情報を知らないか？」

　何かというか、かなり中心にいたのである。アシュトナー、ファナティクス、双方と戦ったのは俺だけじゃないか？

『知ってるも何も、巻き込まれて死にかけたよ。いや、壊れかけたっていう方がいいかな？』

「なに？　詳しく聞かせてもらえないか？」

　うーん。まあ、神剣に関しての話だ。アリステアの耳には入れておいた方がいいだろう。ある意味関係者みたいなものだしな。

『わかった。じゃあ、知ってる限りのことを話そう』

「助かる」

　そうして俺は、王都にたどり着いたところから旅立ちまで、フランの大冒険活劇をアリステアに語って聞かせたのだった。

「……」

『どうしたアリステア？』

「いや、フランの活躍はよく分かったが、肝心の神剣の話が」

『おっと、すまん』

　途中から熱が入り過ぎて、フランのことばっか話してしまった。俺は改めて、ファナティクスについて知っていることと、その後のアースラースが現れてからの激戦を語って聞かせる。

「ファナティクスか……。まさか完全に滅びず、稼働していたとは」

『半壊状態で、本来の力は発揮できなかったみたいだがな』

「それにしても、ファナティクスが喋った？　アタシが知る限り、あの神剣にそういった機能はなかったはずだが」

『俺の所感だが、あれはファナティクスに統合された、色々な人間の思念の集合体だったんじゃないかと思う』

「なるほど。では──」

「ああ、それは──」

　そんな感じで、互いの情報を交換する。

　全てを聞き終えたアリステアは、長い溜め息と共にポツリと呟いた。

「ファナティクスは完全に破壊されたか」

『ああ、その、すまん……』

　アリステアが、神剣に対して強い思い入れを持っていることは知っている。それを破壊したともなれば、どんな反応をするか……。だが、その顔には意外にも悲壮感はない。

「……いや。災厄をまき散らすだけの存在になったファナティクスは、破壊されても仕方がない。責めやしないよ」

　多少哀しそうではあるが、納得もしているらしい。悪意を持って自分の装備者さえ操り、混乱をまき散らす存在となったファナティクス。大勢の人間にとっての害悪となってしまった以上、破壊されても仕方ないと理解しているんだろう。

　ここで、少し気になっていたことをアリステアに尋ねてみることにした。

『俺がファナティクスを破壊した際、共食いでその力を吸収したんだが……。アリステアから見て、変化があるか？』

　あの破綻した人格たちを取り込んだ影響が出ていたら、結構シャレにならない。だが、さすがのアリステアでも、設備もなしにパパッと俺を完全解析するようなことは難しいらしい。

「ふーむ？　変化？　師匠の場合、じっくり解析してみないと分からないが……」

『ああ、いや、時間がかかるよな。すまん』

「何か急ぎか？」

『まあ、ちょっとな』

　この後、魔狼の平原で俺の秘密が色々と分かる予定なわけだが、どこまでアリステアに話していいのかが不明だ。

　全部教えてもいい気がするけど、相手が何者かいまいち分からんしな……。もし神様に関係している場合、迂う闊かつにアリステアに秘密を漏らしても許されるのだろうか？

　口止めはされていないが、逆にアリステアに迷惑がかかるような事態にはならないか？　相手は神様。いったいどんな理屈や、考え方をしているかも分からない。

『実はこの後、行かなきゃいけない場所があるんだ。そこで、もしかしたら俺のことが少し解るかもしれない』

「なに？　本当か？　そういえばここは魔狼の平原に近かったな」

『ああ』

「くっ。神剣のことがなければ、アタシも一緒に行きたいところだが……。疑似狂信剣なんて物を無視もできん」

　神級鍛冶師にとって、疑似狂信剣は放置できない問題であるらしい。そういえば、俺は壊れた疑似狂信剣をいくつか持っていた。これをアリステアに渡しておこうかな。

『これが疑似狂信剣だ』

「な！　持っていたのか！」

　驚きの表情を浮かべるアリステア。その視線は、俺が取り出した半壊した疑似狂信剣に釘づけだ。

　だが、期待させてしまったところ悪いが、これはもう死んでいるだろう。

『能力は失われていると思う。俺が斬っちまったしな』

「うーん。それでも、これは……」

　アリステアは軽く解析を行い、そして溜め息を吐いた。

「はぁ。ダメだ。能力を失ったのは破壊の結果なのか、本体が消滅したからなのか分からない。もし、ファナティクスの分身のような物が残ってて、そいつが何らかの行動を起こす可能性もゼロではないかもしれん」

　それは正直考えなかった。ファナティクス本体を倒して終わりだと思っていたんだが……。疑似狂信剣が独立して残っている可能性は確かにあるのか？

「やっぱり詳しい情報が欲しいところだな」

　しばらく疑似狂信剣を弄いじっていたアリステアだったが、詳しいことは分からなかったらしい。疑似狂信剣から手を離すと、悩まし気に首を振った。

『そうか……。そういえば、ファナティクスに操られて疑似狂信剣作りに加担させられた鍛冶師が、アリステアに会いたがってたんだ』

「ほう？」

『クランゼル王国名誉鍛冶師のガルスだ。知ってるか？』

「無論だ。神級鍛冶師に最も近いと言われている御仁だな」

　だったら話は早い。

『アリステアなら歓迎されると思うから、ぜひ話を聞いてみてくれ。俺とフランの名前を出せば、すぐに会ってくれると思う』

「わかった。もしかして、師匠の正体を知っているのか？」

　そうか、それも教えとかないとな。

『ああ。世話になったんだ。俺の鞘とか、フランの防具を作った鍛冶師だ』

「そうか！　それは詫びを入れねば。勝手に作品を改造してしまったわけだしな」

『まあ、会った際にはぜひよろしく伝えてくれ』

「わかった」

　アリステアに紹介してほしいというガルスのお願い、思いの外ほか早く達成できてしまったらしい。いきなり神級鍛冶師が会いに来て、腰を抜かさなければいいけどな。

「そうだ。フランは冒険者だよな？」

「ん」

「ランクＢ以上の冒険者に伝手とかないか？」

「ん？　なんで？」

「実はちょっとした依頼があるんだ。とても簡単な依頼なんだが、報酬は十分。依頼主の素性もアタシが保証する」

『簡単な依頼なのに、ランクＢ以上の冒険者が必要なのか？』

「まあなあ。内容は簡単なんだが、それ以外の部分で難しくもあるってところか。ランクが高くても性格に難がある冒険者はちょっと困るんだ。そこで、フランにちょうどいい知り合いでも紹介してもらえないかと思ってな」

　なるほどね。だが、紹介というかなんというか──。

「私はランクＢ」

「何？　以前はランクＣだったよな？」

「ん。王都で上がった」

「そうか！　なあ、どうだろう？　依頼を受けちゃくれないか？」

「うーん……？」

　フランは腕を組んで、困った顔をする。

「だめか？」

「魔狼の平原で修行をするつもり。その間、余計な依頼を受けている暇はない」

　アレッサで、チョチョッと依頼をこなすのとはわけが違うだろう。

　安請け合いをして、失敗するわけにもいかない。

　だが、アリステアもすぐに依頼を受けて欲しいと言っているわけではなかった。

「別に、すぐじゃなくてもいいんだ。依頼主には、五年以内に連れてこいって言われているしな」

『五年？　随分悠長な依頼だな』

「それくらいのゆるい依頼だと思ってくれればいい」

　アリステアが依頼の内容を説明してくれるが、本当にフランでいいのか？　フランに向いている依頼じゃないだろう。

『魔術学院の模擬戦の相手？』

「ああ。相手は子供──まあ、フランよりは年上もいるだろうが。そんな強くはないな」

　それは別にいいんだ。逆に凄まじく強くても、それはそれでフランが喜ぶし。だが、冒険者をスパルタで鍛えるのとは違うだろ？　フランに務まるとは思えん。

「別に、多少やり過ぎぐらいは構わんよ。むしろ実戦に出る前にボロ負けしておくのは、良い経験だからな。まあ、返事は今じゃなくていい。気が向いたら頼む」

「わかった」

　アリステアには世話になったし、その頼みは断れない。

　まあ、詳しいことは修行が終わったら考えればいいか。

「アリステアは、お腹減ってる？」

「減ってるが……。いいのか？」

「ん。作りたてのカレーがある」

　作ったのはほぼ俺だけどね！　カレーだけは、フランのつまみ食いが止まらなくなるから、俺だけで作らねばならないのである。

「おお！　カレーか！　それはいいな！」

　そう言えば、アリステアもカレーの虜とりこになっていたんだった。

　レシピ渡したはずだけど、作るのは料理用ゴーレム。多分、期待通りの味にはならなかったのだろう。

　フランから渡されたカレーを大事そうに抱えて、味わいながらゆっくりと食べている。

「相変わらず、美味うまい！」

「カレーは最強」

　短いランチを楽しんだフランとアリステア。

　フランはもっと話をしたかったようだが、アリステアも暇ではない。

「何かあれば、訪ねてこい。しばらくは王都にいるだろうからな」

「ん。わかった」

「師匠も、無理はほどほどにな」

『ああ、分かってるよ』

「ウルシもまたな」

「オン！」

　最後に俺の刀身を軽く研磨してくれた後、アリステアは名残惜し気に去っていった。

「……師匠。私たちもいこう」

『そうだな』

「オン」

　アリステアの背を見送った俺たちは、小屋を消し去って気合を入れ直す。

　向かうは、すぐ先に見えている深い深い森だ。

　覚悟を入れ直すように、フランは少しゆっくりと歩を進めた。元々近くにあった森にさらに近づくと、より鬱うっ蒼そうとした感じが伝わってくる。

　心臓もないのに、ちょっとドキドキしてきたぞ。

『いよいよ、枯渇の森だ』

「ん」

『ウルシ。あの森じゃ、放出系の魔術もスキルも使えない。気を付けろよ』

「オン！」

　そして、俺たちは森へと足を踏み入れる。

　もっと恐怖心が爆発するかと思ったが、それほどでもなかったな。最初に、遠目から枯渇の森を見た時に抱いた不安感がマックスで、それ以上にはならなかったのだ。

　これだったら、王都でファナティクスと相対した時の方が余程恐ろしかった。

　自分で思っていた以上に、この森へのトラウマは軽くなっていたらしい。まあ、フランと出会った場所でもあるからだろう。

『どうだフラン？』

「ん……。変な感じ」

　この森の中では魔力が回復しないし、気配察知などのスキルも上手く発動しない。

　いつもと感覚が違って、違和感があるようだ。

　俺と出会ったときはまだ魔力を操ることもできなかったからな。この森の異常を上手く感じ取れなかったはずだ。

『枯渇の森だと、いつもよりも敵の接近に気づけないはずだ。注意しろ』

「ん」

『ウルシはどうだ？』

「クゥン……」

　元の巨大サイズでノロノロと歩いているウルシが、情けない鳴き声を上げた。

　ウルシの場合は、フラン以上に体の負担になっているはずだ。日常で無意識に魔力を使用している部分を、自力で行わなくてはならないからな。

　まず、身体変化や影潜りのスキルが上手く使えない。身体変化はかろうじて発動するんだが、長時間維持できないうえに上手くサイズの調整もできないようだ。

　それに、大きな体を支えるために無意識に体を強化していたようだが、それが使えないために巨体を上手く制御しきれていないらしかった。

　遭遇したゴブリンと戦った際、力加減に失敗してその体を爆散させてしまったのだ。ゴブリンの血で汚れた前足をブンブン振って、悲し気に唸っていた。

『俺やフランは体内の魔力まで奪われたりはしないんだがな……』

　ウルシの場合、枯渇の森にいる限り魔力を常に消耗し続けてしまうらしい。身体強化などの能力を発動できないどころか、魔力が少しずつ失われていく状態だ。俺から魔力を供給してやらなかったら、とっくに動けなくなっていただろう。

　多分、無自覚に魔力を使い、その魔力が吸収されるというサイクルを繰り返しているのだ。止めろと言っても、ウルシ自身でも止められないらしい。人間でいう皮膚呼吸などのような、勝手に行われている生命活動のようなものなのだろう。

　高位の魔獣がこの森に存在しない理由が分かった。存在するのにより多くの魔力を必要とする高位の魔獣ほど、この森では行動不能に陥るのが早いに違いない。

「クゥウン」

『ほれ、もうすぐ森を抜けるから──フラン』

「ん！」

　気配察知を使えずとも、これだけガサゴソと音が鳴っていればハッキリと分かる。何か大きな生物が、俺たちに向かって近づいてきていた。

「ガオウ！」

　繁みをかき分けて飛び出してきたのは、首が二つある熊だ。ヒグマよりもさらに大きな、凶悪な容貌の双頭の熊だった。

　左右の口からダラダラと涎をこぼし、食欲に濁った眼でこちらを見ている。

『ツインヘッド・ベアか』

「これ、覚えてる」

『お、そうか？』

「ん。私が師匠を使って初めて倒したやつ」

　さすがのフランでも、自分を殺しかけた相手はしっかりと覚えていたらしい。

　奴隷だった頃のフランが、俺と出会うきっかけになった魔獣であり、フランが食われる寸前まで追い込まれた相手でもあるのだ。

　だが、それも昔の話。今の俺たちにとって、苦戦する相手ではない。それは相手にも感じ取れたようだ。

「グルルルル！」

「ガ、ガァァ……」

　ツインヘッド・ベアと体格に差がないウルシがいるうえ、この距離であれば俺やフランの魔力が感じ取れる。

　匂いや気配を察知して駆けつけたものの、相手が想像以上に強そうで戸惑っているようだった。ツインヘッド・ベアは腰が引けた様子で、焦った表情を見せている。

　だが、すぐに戦意を取り戻したのだろう。歯をむき出しにして、唸り声を上げ始めた。

　高位の魔獣がいないこの枯渇の森において、食物連鎖の頂点にいる魔獣だ。逃げるという選択が、はなから頭にないのかもしれない。

　まあ、やる気満々のフランの前でウルシに瞬殺されたけどね。

　近づいて前足一発。本当にそれ一発だった。

　いくら俺たちが弱体化していると言っても、ステータスが違う。ウルシが負けるわけもなかった。ただ、クマの元気さを見ると、やはり魔力に依存しないで生きていける下位の魔獣の方が枯渇の森での活動に向いてるんだろうな。

「オッフー！」

　前足の一撃で倒されたツインヘッド・ベアに足を乗せ、勝ち誇った顔をするウルシ。だが、それを見るフランの顔は不満げである。

「むぅ……」

「オン？」

「私が倒そうと思ったのに……」

「オ、オン……」

　思い出の相手とでも言えばいいのだろうか？　久しぶりに出会ったツインヘッド・ベアを狩る気だったフランは、獲物を横取りされて頬を膨らませていた。

　慌ててすり寄るウルシを、ジトーッとした目で睨むフラン。

「クウゥン……」

「ふん」

「キャイン！」

「……次は私」

「オン！」

　フランはまだご立腹のようだが、尻尾を引っ張ることで一応許してやったらしい。

『フラン。とりあえず持ち上げてくれ』

「ん」

『よし、その辺でいいぞ』

　次元収納で双頭の熊を仕舞う。枯渇の森でも、ほんの一瞬だけなら発動することは可能なのだ。ただ、地面に寝っ転がっている状態だと魔力吸収現象の効果が強いので、少し持ち上げてもらったが。いや、地面に寝ている状態でも収納できるだろうが、それだと無駄に魔力を消耗するしね。

『それにしても、この森の魔獣は普通に襲ってくるな』

「どういうこと？」

『ウルシの気配や匂いがすれば、普通の雑魚魔獣なら近寄ってくるはずがないんだけどな』

　むしろ逃げていくのが普通のはずだ。しかし、枯渇の森ではすでに何度か戦闘が起きている。今倒したツインヘッド・ベアに、先程のゴブリン。他にもコボルトとも遭遇していた。

　影に潜っている状態ならともかく、巨大なサイズのままのウルシに、こうも襲い掛かってくるものだろうか？

「相手の強さが分からない？」

『そうなんだろうな』

　気配察知などのスキルが使えないせいで、相手の強さを測れないのだろう。

『あとは、枯渇の森には雑魚の魔獣しか住んでいないせいで、危機察知能力が低下しているっていうのもあるんじゃないか？』

「なるほど」

　これだと、枯渇の森にテントを張って寝起きするのも中々面倒かもしれん。常に魔獣の襲撃を警戒しなくてはならないのだ。俺たちがダメージを負うことはないかもしれないが、安眠を妨害されるだけでも十分面倒だ。

　まあ、枯渇の森で長期間活動するのは、魔狼の平原の外周に手に負えないレベルの魔獣が生息していた場合だけだがな。

　過去には脅威度Ａの魔獣が確認されたこともあるというし、その場合は逃げるしかない。なにせ、脅威度Ａといったらあのリッチと同レベルだ。成長した今の俺たちであっても、勝てるとは言い切れない相手だった。

　可能性は低いと思うが、そのレベルの魔獣が大量にいた場合、おいそれと魔狼の平原に突入することはできないだろう。

『それもこれも、魔狼の平原を観察してみてからだ。ほら、もう抜けるぞ』

「ん！」

「オン！」

　いよいよ、懐かしの魔狼の平原である。

　さて、現在の状況はどうだろうかね？

　木々の隙間から差し込む光に導かれるように、俺たちは枯渇の森を抜けていた。

　視界が白く焼けるような、強烈な陽光。

　フランは一瞬目を細め、すぐに瞳を大きく見開く。

「ここが、魔狼の平原……」

『ふはははは！　平原よ！　私は帰ってきた！』

「師匠、どしたの？」

『……すまん。なんでもない。それより、周囲の気配はどうだ？』

「……何か変？」

『気配は微妙にするんだが、どこにいるか分からんな』

　枯渇の森を抜け、十数メートルほど魔狼の平原に踏み込んだ場所だ。位置的には魔狼の平原の北東エリアだろう。

　確実に何かがいる。それは分かるんだが、相手の正確な場所が探れなかった。周囲にピリピリした気配があるし、魔力の流れもどこか不自然だ。

　枯渇の森を抜けたし、もうスキルは使えるんだがな……。

『ウルシはどうだ？』

「オフ……」

『分からないか』

　ウルシの鼻まで誤魔化すレベルの隠密性があるのか、それとも匂いなどがまったくないタイプの魔獣なのか？

「油断せず、いく」

『ああ』

「オン！」

　使えるようになった探査スキルを全開にしながら、進むこと数分。

　距離はあまり稼げていない。これは、警戒しながらゆっくり進むよりも、全力で通過してしまった方が手っ取り早かったか？

　今からでも一気に進んでしまおうか？　だが、そう簡単にはいかないらしい。

「師匠！」

「ガルゥ！」

　フランとウルシが一気に飛び上がった。一瞬遅れて俺にも分かる。

『下か！』

　やはり地面に接していない分、俺は地面の下への探知力が弱いんだよな。毎回、フランやウルシに負けている。

「煙？」

『毒ガスかもしれん、もっと離れろ』

「ん！」

　大地から湧き上がったのは、大量の白い煙であった。ただの煙ではない証拠に、かなりの魔力を秘めているのが分かる。

　そして、その煙がまるで意思でも持っているかのように、こちらに向かってくるではないか。

『これは──やっぱり！　ガスト系の上位魔獣か！』

　鑑定してみると、この煙その物が魔獣の一部であった。

　脅威度Ｂ魔獣、グレーター・ヴェノム・ガスト。物理攻撃無効に加え、高い隠密性と再生能力を持っている。しかも魔力吸収、生命吸収、隠密を高レベルで備えていた。

　この煙を一片残らず消滅させるか、魔石を破壊しない限り、延々と再生するらしい。しかも煙には猛毒が含まれている。

　フランやウルシを一撃で殺すほどの能力はないんだが、纏わりつかれている間はひたすらに消耗を続けてしまう厄介な相手であった。

　いや、これは俺たちが毒耐性を持っているから、その程度で済んでいるのだろう。弱い人間であれば生命、魔力を吸収されながら猛毒に晒されるという三重苦だ。白い煙に囲まれた時点で、致命的である。

　しかも、煙はかなり広範囲に及んでいた。既に大地からかなり離れているフランにも問題なく追いついてくることから見ても、一〇〇メートルどころの話ではないだろう。下手したら小さな町くらいは覆ってしまうんじゃなかろうか？

　こいつが、国を滅ぼしかねないという脅威度Ｂにランクされているのも、あながち間違いではなかった。小国だと、対処にかなり時間がかかるかもしれないのだ。

『フラン！　ウルシ！　魔石を探すんだ！』

「ん！」

「オン！」

　フランたちが魔石を探している間、俺は煙に対して魔術を叩き込んでみる。

　枝分かれした雷撃が煙を次々と焼き焦がし、消滅させた。一見広範囲にダメージを与えたようにも見えるが、グレーター・ヴェノム・ガストの全体から見れば一パーセントにも届いていないだろう。

『雷鳴魔術はあまり効果がないな！』

　次いで火炎魔術、風魔術を試してみたが、面で攻撃できる火炎魔術が最も有効だろう。

　あとは、魔力強奪、生命強奪も有効だ。力を失った煙が、空中に霧散していくのが分かった。ただ、地面から湧き続ける煙によって、すぐに補充されてしまうけどな。

『どうだ？　魔石の在所は分かったか？』

「わかんない」

「オフ……」

　煙に込められた魔力にかく乱されてしまって、周辺の魔力を細かく調べることができなくされていた。フランとウルシの感覚が優れているとはいっても、この状態で地中の正確な探査は無理であるようだ。

『魔石は、地面の下だと思うんだが……』

「じゃあ、魔術で地面ごと潰す？」

『そうだな、それしかないか』

「ん！」

　大おお雑ざっ把ぱだが、それが一番効果的だろう。この近辺には俺たちしかいないし、派手にやっても問題なかった。

『じゃあ、行くぞ！　はぁぁぁぁぁ！』

「てやぁ！」

　俺たちが多重起動したのは、グラビティ・プレッシャーという大地魔術である。超重力で一定範囲を押し潰す術だ。これを、煙が湧き出しているエリアを覆うように、隙間がなく発動させた。

　周辺の地面へと真上から力が掛かり、圧縮されていくのが見える。

　以前、アースラースが神剣を使って見せてくれた光景を、魔術を連発することで無理やり再現しているのだ。まあ、こっちの方が威力も範囲も劣っているが。

「やった？」

『だめだ。まだ煙が元気に動いてやがる』

「ならもっと！」

『おう！』

　俺たちはさらに広範囲で、より深く大地を圧縮する。それだけではなく、最後には火炎魔術と雷鳴魔術での爆撃もおまけだ。

　しかし、それでも煙が消え去ることはなかった。魔石の隠し場所は、地面の下じゃないのか？

『ちっ。これだけやっても──』

　ヒュゴッ！

　グレーター・ヴェノム・ガストの魔石を探ることに集中していると、空を切り裂く鋭い音が聞こえた。

「くぅ！」

『うおぉっ！』

　直後、凄まじい衝撃がフランの体を弾き飛ばす。

　風切り音を耳にした瞬間、フランが俺でガードしたので傷は負っていない。だが、直撃していれば大ダメージだったろう。

　俺に弾かれて落ちていく謎の物体を、咄嗟に念動で掴む。

『ふむ？　水晶の塊だな。いや、水晶質の鱗うろこか？』

　水晶のような透明な材質でできた、何かの鱗のようだった。この水晶鱗には魔力を反射するような効果があるらしく、これだけ近くでも上手く探知できない。

　風切り音がなければ、気付けなかっただろう。

　俺が水晶鱗を調べている間にも、連続して風切り音が聞こえてきた。何者かが攻撃を畳みかけてきたらしい。

「むっ！」

　だが、奇襲でなければこの鱗の隠密性も半減である。攻撃が来ると身構えていれば、フランなら対処できていた。幾つかを叩き落とし、いくつかを次元収納で無効化する。

　こちらからも攻撃をしたいところだが、どこから撃ってきているのか正確には分からない。

　敵が遠距離過ぎるのだ。

　北西方向から攻撃されているのは分かるんだが、相手の気配や魔力を一切感じ取ることができなかった。俺たちの索敵範囲外からの狙撃であるらしい。

「師匠、いく！　ウルシは影に入って！」

『わかった！』

「オン！」

　謎の狙撃者に近付こうとしたフランだったのだが、相手も生半可な相手ではない。狙撃方向に進むほどに水晶鱗の数も威力も格段に増すうえ、時おり散弾のように弾ける攻撃が混じり始めたのだ。

　威力だけで言えば、一発一発がランクＤ冒険者を即殺するレベルの攻撃だろう。

　しかも、厄介事はそれだけではない。予想外に移動速度の速いガストの煙が、しつこく俺たちを追ってきている。

『フラン、このままだとガストと謎の攻撃相手、両方とも相手にすることになるぞ！　それは危険すぎる！』

「……むぅ。どうしたらいい？」

『転移でガストを振り切るか、枯渇の森に退避するかだ。だが、単に振り切るだけだと、ガストが延々追ってくる可能性もあるぞ』

「……分かった。一度枯渇の森に戻る」

　フランは悔しそうではあったが、すぐに俺の提案を受け入れてその場から退避を始めた。自分でも、厄介な状況だと理解しているのだろう。

『やっぱ、簡単にはいかないな』

「……ん」

　悔し気なフランを連れて、転移を繰り返す。

　厄介な魔獣から逃れて枯渇の森へと退避した俺たちは、移動しながら対策を話し合っていた。

『ガストが枯渇の森まで追ってこれないのは分かった』

「ん」

　どうやら魔力を使って煙の体を動かしている構造上、枯渇の森では活動ができないらしい。水晶の鱗で狙撃してきた相手も、枯渇の森の中までは攻撃をしてはこなかった。いや、魔力での索敵ができないせいで、こちらを狙えないだけかもしれないな。

「どうする？」

『ガストの活動エリアを避けて迂う回かいするか、一気に通り抜けるかだな』

　魔狼の平原は中心に行けば行くほど敵が弱くなる。これに関しては冒険者ギルドの資料でも理由が解明されていなかった。

　フェンリルの魔力が影響しているという説も記載されていたが、それも何ら根拠のない推測でしかないようだ。

　重要なのは、この現象が確かに存在しているということだろう。なにせ、俺が身をもって体験している。

『つまり、一気に通り抜けちまえば、上位の魔獣も追ってこない──かもしれない』

　実際、転生したばかりの頃、ピンチになったら中心部に逃げ戻るという方法で、俺は少しずつ魔狼の平原を攻略していったのだ。

　だが、それは俺が剣だからできた作戦でもあった。

　隠密性も高く、魔獣の食欲も刺激しない無機物。はっきり言ってしまえば、魔獣が血ち眼まなこになって追い回す価値がないとも言えるだろう。

　だがフランとウルシはどうだ？　柔らかい肉に、高い魔力。魔獣にしたら格好の獲物に見えるのではないか？　もしかしたら、俺の予想している棲み分けエリアを越えて、追ってくる可能性だってあった。

　とはいえ、強力な魔獣をあえて倒すのも、危険がある。あのわずかな時間ガストと戦っただけで、消耗も凄まじいしな。

　安全策を取るならば、平原の外周部に陣取る魔獣の情報を集め、もっとも与くみしやすそうな魔獣を倒すか、躱して平原の中心部に入り込むのがよいだろう。

『どうする？』

「……今は、魔狼の平原の中心に行くのが先決。修行はそのあと」

『つまり？』

「安全策でいく。師匠を治すのが一番大事」

『お？　そうか？』

「ん」

　ちょっと感心してしまった。だって、あのフランだぞ？　戦闘大好き少女フランが、敵を目の前にしながら、戦いを避けてでも目的を達成するという。

　俺って愛されてるね。まあ、それだけじゃなくて、フランもちゃんと成長しているということだろう。

　考えてみたら、資料室でも居眠りしなかったし。まあ、飽きてボーっとはしてたけど。居眠りと、居眠り寸前では大きな差があるのだ。

「まずはこれの正体を確かめに行く」

『分かった』

　フランが言うこれとは、水晶の鱗のことだ。いや、透明な結晶体なので水晶という表現をしたが、その硬度は水晶を遥かに上回る。そこらの岩くらいならクッキーみたいに砕けるフランが、かなり本気で力を込めてようやく割ることができたほどだ。

『俺も賛成だ。遠距離攻撃が得意な魔獣なら、接近戦は苦手かもしれん』

　一キロ以上の距離から、高精度の狙撃を連続して放つような魔獣だ。脅威度は高いだろうが、近接での強さはどれほどだろうか？

　俺たちは枯渇の森の中から魔狼の平原を観察しつつ、北西方面へと移動していた。そして、ある場所でウルシが反応する。

「グルル！」

「なにかいた？」

「オン！」

　ウルシは鼻をヒクヒクと動かしながら、鋭い視線を魔狼の平原に向けていた。魔力での強化ができずとも、ウルシは狼として鋭い嗅覚を備えている。その鼻が、目的の相手を捉とらえたようだ。

『ふむ……どこだ？』

「む？　わからない」

　正直、俺やフランにはその魔獣がどこにいるのか分からなかった。しかし、ウルシは自信満々だ。

「ウルシ、案内する」

「オン！」

『フラン、注意しろよ』

「ん！」

　ウルシを先頭に、再び魔狼の平原に足を踏み入れた直後だった。

　ヒュゴッ！

「キャイン！」

「ウルシッ！」

　ウルシが悲鳴を上げて足を止めた。間違いなく例の狙撃だ。しかし今のウルシの様子、完全に攻撃が見えていたよな？　なのに、まともに食らって……。

　いや、あのままウルシが躱すと、その巨体がブラインドになってフランの反応が遅れる可能性があった。そのため、あえてその体を盾にしたのだ。

『ウルシ！　よくやった！　あー、骨までやられてるじゃないか……』

「オフ……」

　胴体からおびただしい量の血を流すウルシに回復魔術をかけてやりながら、指示を飛ばす。

『フラン、ウルシの真後ろはまずい！』

「ん！」

　そこで、フランがあえて距離をとりつつ、ウルシの斜め後ろに移動した。これでウルシは問題なく攻撃を回避できるし、フランも反応可能だ。

　その後、攻撃はより激しさを増したが、フランたちが被弾することはなかった。フランは俺の助けがなくとも問題なかったし、ウルシもその回避力はかなりのものなのだ。

　結果、進行速度は鈍ったものの、ダメージは皆無で平原を突き進んでいた。だが、どれだけ進もうとも敵の姿が捕捉できない。

　ウルシは確証があるようなんだが……。

『どこだ……』

「ん……」

　そして、ウルシが足を止める。その視線の先に魔獣がいるようなんだが、俺とフランには全く分かっていなかった。向こうも自分の居場所がばれないように、攻撃を止めてしまっている。

　だが、ウルシの放った暗黒魔術が、相手の姿を浮かび上がらせた。ウルシが生み出した闇のベールが一帯を覆うと、二〇メートル程離れた場所に異常が起きたのだ。

　なんと言えばいいのだろうか。陽炎かげろう？　いや、屈折率のおかしな鏡？　とにかく、ある一定空間の風景が歪ゆがんで見えていた。

『なるほど、光学迷彩的な能力か！』

　光を屈折させて、自らの姿を周囲に同化させていたらしい。しかし、闇魔術によって光が急激に遮られ、調整が間に合わなくなってしまったのだろう。

「変な蜥蜴とかげ？」

　フランは蜥蜴と言ったが、俺には水晶を身に纏った恐竜に見えた。

　全長一〇メートルほどの、四足歩行の魔獣である。生前に恐竜図鑑などで目にした、アンキロサウルスという恐竜に非常によく似ていた。ただ、その鱗は全て半透明の水晶であったが。

　あれだけの巨体であるのに、隠密性能が凄まじい。なにせ、この距離でさえ魔力や気配をハッキリと捉えきれないのだ。そのうえ、あの光学迷彩である。

　だが、姿が見えたおかげで鑑定できたぞ！

『あいつ、脅威度Ｂだ！』

　やっぱり、平原に出没する魔獣の強さが全体的に上昇しているな！　俺がいた頃は、最高で脅威度Ｃだったのに！

　光学迷彩で姿を消していた魔獣は、インビジブル・デスという脅威度Ｂの魔獣であった。軍隊がその縄張りに侵入してしまい、その姿を発見できぬままに壊滅したことがあるらしい。

　そりゃ、あの威力の精密狙撃を一キロ以上先から連打できるんじゃ、一般の兵士じゃ対応できないよな。

　単にステータスが高いだけではなく、光魔術、雷鳴魔術、火魔術などの魔術スキルも高レベルで備えている。

　さらに全身に纏う水晶のような外殻が曲者で、魔力を反射する性質があるらしい。これに加えて隠密系スキルが充実している。あとは光学迷彩を併用すれば、目の前にいても気付かないということも十分あり得た。

　こいつの嫌らしいところは、俺たちが近づいたら攻撃を止めるだけの知能を持っているところだろう。駆け引きができるのだ。

　この世界において、強い存在であればあるほど、魔力や気配を感じる能力が高い。そして、それによる索敵に慣れている。インビジブル・デスの隠密性は、そんな強者相手にこそ効果を発揮するだろう。俺たちがウルシに教えてもらうまで気づけなかったように。

　アレッサでも感じたが、この世界では嗅覚というのは非常に有用だった。気配や姿と違って、誤魔化す方法が限られているからだ。

　インビジブル・デスをウルシだけが発見できたのも、狼の嗅覚のお陰だしね。

　ただ、インビジブル・デスは、発見できればそれで勝てるという相手ではない。遠距離からの狙撃のせいで、そもそも近づくのが難しいからだ。

　逆に言えば、隠密と狙撃という能力に特化している分、接近戦は苦手な可能性が高かった。防御力は高そうだが、動きは鈍そうなのだ。

「ガルオ！」

　ウルシがインビジブル・デスに向かって暗黒魔術を放つ。しかし、あの水晶は魔術に対する耐性も持ち合わせているらしい。巨大な漆黒の槍は、水晶の表面であっさりと霧散してしまった。

「ブルオオオオオォォ！」

　自分の位置がバレたことを悟ったのだろう。インビジブル・デスが光学迷彩を完全に解除し、身構えた。

　ここからが本当の戦いだ。

「師匠は魔術！」

『おう！』

「ウルシは後ろから攻撃！」

「オン！」

　フランは指示を出しながら一気に突っ込んでいく。まずは一太刀浴びせて様子見。そう考えたのだろう。

　しかし、攻撃を繰り出そうとした瞬間に右に大きく飛び退のく。

　その直後、今までフランがいた場所が大きく陥没した。

『尻尾か！』

「ん！」

　俺に頷き返しながらも、フランはさらに連続で大地を蹴る。

　そのフランを追うように、尻尾が次々と地面に叩きつけられていた。大きく距離を取ると、ようやく尻尾の攻撃が止まる。

『ちっ。接近戦も強いのかよ』

「ん！　しっぽ強い」

　インビジブル・デスはアンキロサウルスに似た外見をしているのだが、俺が最も似ていると思ったのが顔と尻尾だ。

　その長い尻尾は先端に分銅のような錘おもりが付いており、振り回すとかなりの威力がありそうな外見をしている。いや、今見た限り、その一撃は相当な威力だろう。

　しかも凄まじい速度で、狙いも正確無比だ。

　さらに、インビジブル・デスの攻撃は尻尾を振り回すだけではなかった。

　全身に生えた尖とがった水晶の鱗を、フランとウルシに向かって発射してくる。どんな方法で撃ち出しているのかは分からないが、鱗であれば全て撃ち出すことができるらしい。しかも、撃ち出した後にはすぐに新しい水晶鱗が生えてくるのだ。

「はぁぁ！」

　ギィイイン！

　鱗と尻尾を必死に躱しながらインビジブル・デスに近づいたフランが、牽制も兼ねて斬りつける。

『ダメだ！　碌にダメージが入ってない！』

　やはり本気の攻撃でなくては、碌なダメージは与えられない。硬いことも確かだが、魔力を拡散させる能力が厄介だった。属性剣などの威力が弱められてしまうのだ。

　さらに攻撃を繰り出そうと身構えたフランだったが、強力な集しゅう塵じん機きをフルパワーで動かしているかのような甲高い音が聞こえてきた。

　キーン──ヒュゴォ！

「くっ！」

　尻尾の先端から、凄まじい速度で何かが射出される。

　フランは何とか回避したが、間かん一いっ髪ぱつだ。その攻撃は、本当に速かったのだ。

『狙撃の正体はこれか！』

　全身から撃ち出す鱗には狙撃時ほどの精密さが感じられなかったが、狙撃鱗は尻尾を砲身代わりに撃っていた特別製であるらしい。魔力を爆発させるだけではなく、圧縮空気と雷鳴魔術も併用しているようだ。それに加え、気流操作、空気操作で弾道を安定させているのだろう。

　スキルがあるのに雷鳴魔術も火炎魔術も使ってこないので不思議に思っていたんだが、狙撃用であるらしい。

　再度放たれる狙撃鱗を回避するフラン。狙撃鱗はこの至近距離でも、かなりの脅威であった。

『フラン！　くるぞ！』

「ん！」

　突進してきたインビジブル・デスが、その足でフランを踏み潰そうとしてくる。

　動きは確かにそこまで速くないが、巨体であるため一歩が大きく、意外なほどに突進は速い。

「ブルオオオ！」

「ぐむぅ！」

　接近戦が苦手とか、誰が言ったんだよ！　まったく！　ごめんなさい俺でした！

　二種類の鱗攻撃だけではなく、尻尾と突進による直接攻撃。こいつ、もしかしたら接近戦の方が強いかもしれない。

『はぁぁぁ！』

　ならば距離を取って魔術だろう。水晶鱗のもつ魔力を乱す性質を加味しても、高威力の魔術であれば通るはずだ。

　俺は雷鳴魔術トール・ハンマーと、火炎魔術フレア・エクスプロードを連続して放った。鱗のせいで多少威力は落ちてしまうものの、やはりダメージは通っているようだ。

　一部の水晶が破壊され、インビジブル・デスの口から悲鳴が漏れる。だが、向こうもやられるばかりではない。

「ブオオォッ！」

『やば！』

「むっ？」

　俺は強烈な魔力の収束を感じ、咄嗟に短距離転移を行った。それとほぼ同時に、今まで俺たちがいた場所を眩まばゆい光線が貫いている。

　光魔術による攻撃だった。っていうか、もうレーザービームにしか見えん。地面は衝撃と熱で大きく抉えぐれている。光魔術ってこんな強いの？

　だが、それを深く考える間もなく、インビジブル・デスはこちらの転移先を感知して鱗を撃ちこんでくる。

　転移直後に撃ちこまれた鱗を躱しきれず、至近距離で爆発した散弾鱗を俺で弾くフラン。だが、何とか守れたのは急所だけだった。腕や足に何発か被弾してしまう。鱗の持つ魔力を攪乱する性質のせいで、障壁も意味をなさないか！

「くぁ！」

『グレーター・ヒール！』

　フランが少なくない傷を負ってしまった。だが、あの光魔術を食らうよりは数段ましだ。

（師匠、助かった）

『光魔術は最優先で躱すからな？　転移後、気を付けろ』

（お願い）

　厄介なのは発動の速さだけではなく、その速度だろう。実際、撃たれた後に反応できるとは思えなかった。事前の魔力収束をできるだけ察知するしかない。

「師匠、魔術！　今度は倒すつもりで！」

『分かった！』

　俺たちは再びトール・ハンマー、フレア・エクスプロードを発動した。消耗覚悟の多重起動だ。チャンスを窺っていたウルシも、俺たちに合わせて暗黒魔術を放ってくれる。

　大爆発がインビジブル・デスの体を包み込み、先程以上のダメージを与えた。背中を覆っていた水晶の甲殻が半分以上剥げ落ち、その体から煙が立ち上る。

「ブモオオオオ！」

「押し込む！　止め！」

『おう！』

　突っ込もうとした俺たちだったが、すぐにその足を止めていた。

「む？　なに？」

『アンキロサウルスだけじゃなくて、アルマジロっぽい部分もあったか！』

　なんと、頭や腕を抱え込むように体を縮め、丸まったのだ。しかも水晶鱗が一気に再生するとともに肥大化し、まるで巨大な水晶の塊が地面に置かれているかのようであった。

　体内で魔力が高まっていくのが分かる。防御を固めて、一発逆転の攻撃を繰り出す形態なのだろう。

「……どうする？」

『取り敢えず魔術をぶち込んでみよう。ただ、カウンターに気を付けながらな』

「わかった。師匠に任せる」

　せっかく相手の動きが止まったのだ。見ているだけは間抜けすぎる。

　俺は魔術を練り上げ、インビジブル・デスに向けて放った。連続で放たれた魔術が、水晶の甲殻に直撃する。

　インビジブル・デスはただ丸まっただけではなかった。どうやら魔術に対する防御力が増したらしく、今度はトール・ハンマーもフレア・エクスプロードも、目立ったダメージを与えたようには見えない。

　しかも、こちらの攻撃とほぼ同時に光魔術と水晶鱗攻撃を放ってくる。なるほど、どんな人間や魔獣でも、高速で移動しながら魔術を使うのは難しい。あえて相手の大技を誘い、その隙を突くカウンター戦法というわけだ。

　まあ、俺たちの場合は問題ないがな。フランが高速で動いて攻撃を回避し、俺が魔術を放てるからだ。

『もう一度いくぞ！』

「ん！」

『王都でのアレを見た後じゃ、これをカンナカムイとは呼びたくないんだが……』

　俺の使える最強の術、カンナカムイ。

　極大魔術と呼ばれる位階の魔術なのだが、王都で見たベルメリアのカンナカムイに比べたら贋物みたいな威力だ。

　だが、それでも、これが俺の今の精一杯である。

『くらえぇぇぇぇ！』

　天に巨大な魔法陣が描き出され、輝きを増していく。そして、魔法陣が爆発したのかと思うほどの閃光を発した直後、白い雷が降り注ぎ、インビジブル・デスを直撃した。

「ブモオオァアァァォォォォォォオ！」

『よし！』

　この威力の魔術は、さすがに防ぎきれないらしい。インビジブル・デスは押し潰すような雷撃によって防御態勢を無理矢理解かれ、直後の大爆発によって体を浮かされてひっくり返されてしまっていた。

「ブモオォォゥ！」

「いま！」

「オン！」

　体勢が崩れ、しかもその体を覆っていた水晶が半分近く砕け散っている。カンナカムイの直撃を受けたにしては驚くほどダメージが少ないものの、その身を守る鎧の多くが失われていた。ゴツゴツした岩のような皮膚が露出している。

「ガルルル！」

　そこに、ウルシが攻撃を仕掛けた。

　あえて大きく吠え、インビジブル・デスの注意を引き付けている。無駄にサイズチェンジを繰り返しながら目の前をチョロチョロするウルシに、インビジブル・デスの意識が完全に引っ張られた。

　その隙をついて、フランが横合いから突貫する。

　放つのは剣聖術スパイラル・ファング。突きに魔力による回転を加えた強力な大技である。狙うのは、カンナカムイによって水晶鱗が剥がされた背中だ。

　既に薄皮が張るように細かく小さい鱗が生え始めているが、他の場所よりはましだろう。

「たあぁぁっ！」

「ブモォッ！」

　俺の刀身が水晶鱗の下の殻を貫き、インビジブル・デスの体を深々と抉っていた。水晶鱗の特性上、魔石の位置が特定できなかったので一撃必殺とはいかないが、巨獣の生命力は大きく減っている。

『はあああ！』

「おまけ！」

　俺たちはさらにその状態で、火炎魔術を放った。吹き上がる爆炎が俺達まで巻き込むが、障壁で受け流す。

「ブモォ……！」

　火炎によって肉を焼き焦がされ、体に深い穴を穿うがたれたインビジブル・デスが弱々しい呻き声を上げた。未だに内臓までは届いていないものの、背骨と思われる青白い塊が露出している。

　それでも即座に傷口の周囲から水晶の鱗が生えて、その部分を塞ごうとしているな。やはりこの鱗が厄介だ。

　しかも、インビジブル・デスが再生に全精力を傾け始めたらしい。

　折角開けた穴も、あっという間に再生しようとしている。

『このままじゃ、再生する鱗に挟まれる！』

「ん！」

「アオオオオオン！」

「ウルシ？」

『なっ？』

　再生する水晶に飲み込まれる前に一旦距離を取ったフランに代わって、ウルシが追い打ちをかけた。だが、その方法を見て俺もフランも驚いてしまう。

　なんと、体の大きさを最も小さいサイズに変えると、インビジブル・デスの体内に飛び込んだのだ。水晶鱗が再生していくことで中に閉じ込められてしまうが、そんなことお構いなしだ。

　巨獣の体に空いた穴の内で、筋線維や肉、骨などを食らい、さらに奥へと掘り進み始めたのである。

「ブモオオオオオオオオオォォォォッ！」

　カンナカムイの直撃でさえ短い呻き声で耐えきった巨獣が、手足をバタバタと動かして身をよじっていた。まるで泣き叫んでいるかのような、悲鳴にしか聞こえない咆哮を上げる。

　内側から貪むさぼり食われるというのは、俺たちの想像を絶する激痛なのだろう。

「隙だらけ」

『おう！　このまま止とどめを刺すぞ！』

　狙いは頭部。ウルシのおかげで大きな隙を晒しているインビジブル・デスに対して、剣王技で一気に止めを刺そうとしたんだが──。

「ブオオモモモモモオオオオォォ！」

　インビジブル・デスの体内で、魔力がグングン高まるのが感じられた。全身の水晶が白い光を放ち始める。

『これはヤバそうだ！　一旦距離を取る！』

「ん！」

　転移で上空に逃れると、大地から凄まじい光が湧き起こるのが見えた。

『ウルシ……大丈夫なのか？』

　インビジブル・デスを囲むように、光のドームが生み出されている。ドーム周辺の地面が高熱で硝子ガラス化する様を見るだけで、その熱量が見て取れた。

　眼下ではドームが一気に肥大化し、広範囲を包み込む。それだけではない。巨大化したドームが一気に弾け、大爆発を起こしたのだ。

　凄まじい衝撃と暴風が砂塵を巻き上げ、爆心地付近の草花や低木を薙なぎ倒した。かなり離れた場所に群生していた白い花の花弁が一斉に舞い上がり、戦闘中とは思えない美しい光景が生み出されている。

「……グル……」

「ウルシ！　今行く！」

　インビジブル・デスの攻撃が終わった後、体から煙をあげて倒れ伏すウルシの姿があった。全身が焼け爛ただれ、毛がボロボロに崩れている。肉も所々が抉れ、本当に痛々しい姿であった。熱と爆発をもろに受けてしまったのだろう。

　同時に、インビジブル・デスも大きな傷を負っていた。ウルシを剥がすために、自らを巻き込んで攻撃を行ったのだ。自らが高い魔術耐性を持つが故の、最終手段なのだろう。

　大慌てでウルシに駆け寄る俺たちだったが、そこに追撃が加えられる。だが、攻撃してきたのはインビジブル・デスではない。

「放て！」

「「「アイス・ジャベリン」」」

　フランとウルシに向かって、大量の氷の槍が降り注いだのだ。

「ちっ！」

　フランが咄嗟に障壁を全開にして、身を挺してウルシを庇かばった。自らに被弾するのも構わず、ウルシに当たる軌道の魔術だけを弾いていく。

　激しく動き回るフランの体から、赤い血が舞い散っていた。

「……ぐぅ……誰っ？」

「──美味そうな小娘じゃぁ……」

『アンデッドの群れだ！』

　現れたのは脅威度Ｂ魔獣、ワイト・キングだった。アレッサで遭遇したアンデッドによく似た、干涸びた死体型の死霊である。まあ、こっちの纏う真っ赤なローブは、見るからに高価そうだがな。

　漁夫の利を狙って攻撃してきたらしい。

　どうやって近づいてきたのかと思ったら、時空魔術を所持している。単純に転移で近づいてきたようだ。

　ワイト・キングというと、普通は弱い低級アンデッドを無数に召喚する魔獣のはずだ。だが、フランたちを攻撃したワイト・キングが引き連れている配下は、六体だけである。

　その代わり、個々が非常に強力であった。

　四体のワイト・ハイウィザードと、二体のワイト・インペリアルガードという、脅威度Ｃの魔獣たちだ。

　どうも、量より質を選択しているらしい。こういうタイプのワイト・キングもいるんだな。

「この平原内で転移の気配を察知して、網を張っておったんじゃが……。極上の餌じゃぁ！」

「ブオオオオ！」

　インビジブル・デスもまだ健在だ。

　このまま放置すれば、あっと言う間に回復してしまうだろう。

「ぐぬ……」

「オフ……」

　魔術で傷を塞いだフランとウルシは、消耗した様子で立ち上がる。

　このまま戦い続けるべきか……。

「師匠！　あれ！」

『うん？』

　突如フランが鋭い声を上げる。

『おいおい、こんな場所まで……。俺たちを追ってきたのか？』

　俺たちの視線の先には、空を蠢うごめきながらこちらに近づいてくる白い煙の姿があった。

　撒まいたと思っていた、グレーター・ヴェノム・ガストだ。

　脅威度Ｂの魔獣三体に、四方を囲まれた状態である。

　ランクＡ冒険者の基準の一つが、脅威度Ｂ魔獣をソロで倒せることだったはずだ。つまり、アマンダやフォールンドが、死力を尽くして一対一で戦う相手が三体ということだった。

　俺たちは強くなったが、それでもアマンダたちを超えたなどとはとても言えないだろう。正直、かなりのピンチだった。

『まずいな……！』

　戦いを続行するか？　インビジブル・デスはまだかなりの傷を負った状態だし、ガストは厄介だが攻撃力は低い。全く戦えないわけではないだろうが……。

（師匠、煙の魔石は？）

『俺には感知できん！　フランたちはどうだ？』

（だめ）

（オウン……）

　つまり魔石はどこかに隠したまま、煙をここまで伸ばせるってことか？　それとも、煙の中にある魔石を、感知されないように隠蔽している？

「じゃあ、あっちのアンデッドの魔石は？」

『それもダメだ！』

　脅威度Ｂの魔獣ともなると、魔石の位置を隠す術を持つらしい。ワイト・キングやその配下たちからは、魔石の気配すら感じ取ることができなかった。まあ、こっちは術者タイプであるようだし、魔力を隠蔽するのもお手のものなのだろう。

「ファイヤ・ジャベリン！」

　フランがワイトに向かって魔術を放つ。

　だが、ワイト・キングに当たる直前、火の槍が大きく揺らぎ、弾けるように消えてしまっていた。

「無駄じゃぁぁ！　美味い美味い！」

　魔力を吸収する能力でもあるのだろう。ニタリと笑うと、挑発するように笑っている。

　あの威力の魔術を一瞬で消し去るとは、相当強い吸収能力だ。

　この様子では、下手な牽制はワイト・キングに力を与えるだけになりかねなかった。

「アイシクル・バースト！」

「「「アイシクル・バースト！」」」

「くっ！」

『考える暇もないか！』

　ワイトたちが再び氷雪魔術を放ってくる。

　とっさに火炎魔術で防いだために問題なかったが、悠長に悩んでいる暇はなさそうだった。

（師匠！　上に！）

『なるほど、分かった』

「ん！」

　俺はフランの指示通り、転移で一気に上昇した。その後、フランが俺の峰に飛び乗って、念動エアライドでさらに高度を上げていく。

『どうだ？』

「煙は追ってくる」

『だが、ワイトどもはこないか！』

「デカブツの攻撃もかわしやすい」

　インビジブル・デスの攻撃は、中距離が最も回避しやすいようだ。攻撃時の魔力を察知できるギリギリの距離で、回避するだけの余裕もある。近すぎると余裕がないし、離れすぎると察知できないのだ。

　そして、空を飛ぶ能力がないワイトたちの魔術も、この距離では精密性を欠くらしい。届くことは届くが、その狙いはかなりアバウトだった。

　ガストは倒せないが、少しの間は無視していてもいい。それに、ワイトたちとガストは相性が悪いはずだ。アンデッドは魔力を吸収されると存在が保てなくなるはず。

　実際、ワイト・キングたちは白い煙を避けるように移動している。

　だとすれば、ガストとワイトが牽制し合っている間に、インビジブル・デスをどうにかすれば切り抜けられるかもしれなかった。

「オンオン！」

『ウルシ？　どうした？』

　攻撃を躱しながら、ウルシが何やら訴えてくる。

「ガル！」

「もしかして、デカブツの魔石がどこにあるか分かった？」

「オン！」

『なるほど！』

　インビジブル・デスの体内に侵入した時に攻撃していただけではなく、魔石位置の特定までしていてくれたらしい。いい仕事してくれるぜ！

「師匠、デカトカゲだけはここで仕留める」

『……わかった』

　俺としては一旦仕切り直した方がいいと思うんだが、フランがやる気なら付き合うだけだ。

「剣神化は使わない」

『なに？』

「ここで剣神化を使っても、一時しのぎにしかならない。あれを使わなくても、勝つ。どうすればいい？」

　フランなりに、連戦を戦い抜くためには消耗を抑えなくてはいけないと考えたのだろう。ただ、剣神化を使わずにインビジブル・デスを倒すにはどうすればいいかが分からないらしい。

『わかった。こういうのはどうだ──』

「なるほど──」

　俺は、思いついた作戦をフランに説明した。かなり難しくはあるが、フランも乗り気である。

『やれそうか？』

「やってみせる！」

『よし。ウルシは魔石の位置を攻撃して教えてくれ。俺たちはそこに攻撃を仕掛ける』

「ん！」

「オン！」

　まずはウルシが全速力で降下しながら、暗黒魔術の槍を放つ。これはダメージを求めてではなく、俺やフランに魔石の位置を教えるためのものだ。なるほど、中心よりもやや尻尾より。水晶が最も分厚い部分か。

「ガルル！」

　ウルシはそのままワイト・キングたちに向かって駆けていった。奴らを牽制しつつ、魔獣たちの意識を引き付けるためだ。影潜りを多用しながら、回避重視で立ち回るウルシに、ワイト・キングは完全に引き付けられていた。

　インビズブル・デスも、ウルシを気にしているようだ。体内から食われた痛みを憶えているからだろう。

「いく」

『おう！』

　そして、俺とフランが密かに行動を開始した。

『まずは動きを止める！』

「ん」

　俺の大地魔術がインビジブル・デスの四肢の下に穴を空け、それぞれの足が地面へと飲み込まれる。さらに大地で足を締めあげることで、一時的に身動きを取れなくすることに成功した。

　亀のような体形のインビジブル・デスは、足の踏ん張りが効かなければ動くことが難しいのだ。

　あれでかなり素早いからな。俺たちの作戦を実行するには、インビジブル・デスの動きを止めないとならないのである。

「ブモォ？」

「はあああああ！」

　混乱しているインビジブル・デスに、フランの放ったカンナカムイが降り注いだ。太い雷の柱が、インビジブル・デスを叩き伏せる。

　俺のカンナカムイよりは威力が低いものの、狙い通り水晶を剥がすことはできた。フランが術を担当したのは、俺が次の攻撃に集中するためである。

『いいぞフラン！』

「ん！」

　俺たちの本命は、上空からの全開の念動カタパルトだ。空へと駆け上がったフランが、眼下の魔獣へとむけて思い切り俺を投とう擲てきした。

　俺は、風魔術と火炎魔術、さらには雷鳴魔術、マグネティック・マニピュレーションを同時に使用する。

　以前から磁力を用いた物体加速は使っていた。王都でファナティクスに止めを刺すときだって、併用していたのだ。ただ、それは火炎魔術や風魔術の加速に比べると、非常に小さいものでしかなかった。加速時に一瞬弾くような使用法だったからだ。

　しかし、俺はこの戦いでインビジブル・デスから色々なヒントを貰っていた。

　念動で作った長い砲身に、インビジブル・デスを真似してコイル状にマグネティック・マニピュレーションを纏わせる方法を使ってみたのだ。

　砲身を抜けるまでに連続での加速が可能となり、今まで以上の速度を得ることにも成功していた。まあ、制御が数段難しくなり、魔力の消耗は倍以上になったが。

『どりゃあああぁ！』

　フランによって鱗を破壊されたインビジブル・デスの甲殻に、俺の刀身が深々と突き刺さっていた。しかし、貫通はできない。あれだけの加速を得たのに、ダメだったか。

　さすが脅威度Ｂの魔獣。一筋縄ではいかないな。

「ブモオモオオオオオ！」

『フラァァン！』

「ん！」

　だがこれは想定内だ。むしろ、ここからが作戦の要である。

　俺を排除するために光魔術を放とうとするインビジブル・デスに先んじて、高空からフランが全速力で駆け下りた。

　閃せん華か迅じん雷らいを纏い、使える魔術もすべて利用し、落下の速度も生かした正真正銘の全速力だ。

　まるで、フラン自身が黒い雷と化したかのような速度。

　フランの向かうその先には、俺がいた。正確には、形態変形で柄の部分をお盆のような形に変形させた俺だ。

『こい！　フラン！』

「はああああ！」

　黒雷を棚引かせながら宙を駆け下りたフランが、その勢いを一切殺さず、俺の柄に着地するような格好で蹴りを叩き込んだ。

「ブモオオオオオオオオオォォッ！」

　元々インビジブル・デスの体に突き刺さっていた俺が、フランのスーパーイ〇ズマキックによってさらにその体内へと押し込まれた。

「ボモモオオ！」

「ぐうううう！」

　フランの足の骨が粉砕される音と、巨獣の甲殻が砕ける音。そして、俺の柄や刀身が砕ける音が合わさり、耳障りな不協和音を奏でている。

　その強烈な蹴りによって俺の耐久値も一気に減らされてしまったが、今がチャンスなのだ。俺は形態変形を発動し、さらに刀身を伸ばした。

　インビジブル・デスの肉を抉りながら、刀身がさらに奥へと潜り込んでいく。

「ブガオオォォォゥ！」

　魔獣の断末魔と共に、魔石を断ち割る感触がはっきりと感じられた。

　だが、俺に喜んでいる余裕はない。

「ぐぅ……！」

　俺を蹴った時のあまりの衝撃に、フランの足がマズい方へと折れ曲がっているのだ。どうやら、足だけではなく、腰や背骨にも異常が起きているらしい。俺自身の耐久値も、危険域に達していた。

『だが、俺たちの勝利だ……！』

「ん……！」

「ブ……モ……」

　かつてない満足感。切っ先から流れ込んでくる魔力の量は、過去に覚えがないレベルだった。以前倒した悪魔を超える。同じ脅威度Ｂの魔獣でも、こっちの方が格上なのだろう。

　フランとウルシのレベルも上がったようだ。ただ、今確認している余裕などない。

　俺は即座にインビジブル・デスの死骸を収納すると、そのままフランの下に戻った。

『とりあえず、逃げる！』

「ん……」

「オン！」

　フランに回復魔術をかけながら、この場からの離脱を図る。

　一旦空に逃れた俺たちは、ワイト・キングからの圧力が弱まるのを感じていた。やはり空を飛ぶ俺たちに効果的な攻撃は難しいらしい。

「師匠。このまま、もっと上……」

『分かった！　分かったら、まだ喋るな！　まだ回復が間に合わないくらいの、大怪我だったんだぞ！』

「オン！」

　俺たちはフランの指示通り、さらに高度を上げていった。すでに一〇〇メートル以上は昇ってきただろう。

『あとはガストを振り切れば──お？』

「逃げていく？」

　ようやく全回復したフランが、背後を振り返って首を傾げた。

「オン！」

　凄まじい速さで俺たちに追随してきていたグレーター・ヴェノム・ガストだったが、あるところで急にその動きを止めていたのだ。

　どうやら、奴の限界距離に達したらしい。魔石をどこかに隠しており、この辺までが離れられる限界なんだろう。

『最初から空を行けばよかったな』

「ん」

「オフ」

　このままもう少し高度を上げて、中央を目指そうか。そんな話をしている最中だった。

「え？」

『こ、これは……！　マズい！』

「オ、オン！」

　俺たちは急にバランスを崩してしまう。

　俺は、浮力を失った紙飛行機のように急激に高度を下げ始め、フランは体をグラつかせている。

　ウルシはさらに危険な状態だ。空中跳躍を発動させようと何度も足を動かしているのに空を踏むことができず、一気に落下していく。

　一瞬足をばたつかせ、そのまま落ちていく様子はギャグアニメのワンシーンのようですらあった。ただ、こちらはギャグではないので非常に危険ではあるが。

　フランが空中跳躍で追いかけようとしたのだが、やはり発動しなかった。

「む？」

『ちょ、フラン！』

　ヒューンという音が聞こえてきそうな勢いで落下していく、ウルシとフラン。

　俺は大慌てで転移を発動させようとするが、ダメだった。

　まるで枯渇の森にいるかのような感覚だ。いや、実際に枯渇の森と同じ現象に見舞われているのだろう。

『ガストが逃げたのは距離や高度の問題じゃなくて、このせいだったのか！』

　多分、上空に行けば行くほど、魔力吸収現象が襲ってくるのだ。

　その推測を裏付けるように、ある程度高度が下がると、再び念動を発動させることができていた。多少消費が多いものの、問題ない。

　フランとウルシも再び空中跳躍を使って、バランスを立て直している。

　以前この平原にいた頃は、目立つことを恐れてあまり高くは上がらなかったからな。まさか空でも魔力吸収現象が起きるとは……。

『フラン、大丈夫か？』

「ん！　でも煙きた！」

「ガルウ！」

　俺たちが落ちてくることを見越して、待っていたのか？　それとも、しつこいだけ？　ともかく、再び白い煙が俺たちを囲もうとしていた。

『もう一度上昇しよう！』

「え？　でも……」

『ギリギリを見極めるんだ！』

　空へ逃れるという作戦は悪くなかった。考え方は、枯渇の森を退避場所にする戦法と同じだ。ガストが追ってこられず、それでいて俺たちがギリギリ魔力を使える高度を見極める。

『難しいが、それしかない！』

「わかった」

「オン！」

　俺たちは白い煙から逃れるように。再び高度を上げた。実のところ、全く同じ高度をずっと維持することはかなり難しい。何せ、空中には目印も何もないからな。水平に飛んでいるつもりでも、実は少しずつ高度が変化してしまっているのだ。

　何度か落下を経験しつつ、それでも俺たちはギリギリの高度を見つけ出していた。ガストが上がってこられず、俺たちはかなり消耗してしまうものの、なんとか落ちない高さだ。

　転移で距離を稼ぐことはしない。いや、最初はやろうと思ったんだが、短距離転移じゃないと出現地点が結構ずれるのだ。元々中距離以上の転移は制御が難しいうえ、魔力吸収現象のせいか精度が相当下がっている。

　転移直後にスキルなどが一切使えない状態で、上下逆さまになっていたときにはさすがのフランもかなり焦っていたからな。より大きな事故にもつながりかねなかった。

　短距離転移はそこまで制御が乱れることはないが、この場所ではとにかく消耗が凄まじい。大人しく空中跳躍で進む方が無難であろう。

　最初はガストも俺たちの下を執拗に追ってはきていたが、五分もすると追跡を諦めていた。

　もしくは、エリア的に追ってこられないのかもしれない。相当中央エリアに近づいたからね。とにかく、厄介な魔獣を振り切れたのは有り難い。

　それに、このギリギリ高度作戦は、道中の魔獣たちも避けて進むことができるので、かなり楽だった。鳥型の雑魚魔獣に何度か遭遇したが、脅したらすぐに逃げていったのだ。

　移動しながら、俺はインビジブル・デスから入手したスキルを確認していた。

　光魔術や雷鳴魔術、鱗再生に突進などはすでに持っていたが、面白いスキルを四つもゲットしている。一つは本当に面白そうというだけで、役には立ちそうもなかったが。

　一つが『魔力撹乱』。多分、水晶鱗の魔力を乱す能力がこのスキルなのだろう。装備してみると、確かに周辺の魔力が乱れるのを感じた。

　ただ、問題もある。魔力強奪など、自分で使うスキルにまで干渉してしまうのだ。また、俺がフランに魔術をかけようとした場合などに、悪い影響があるかもしれん。常時付けっぱなしはやめた方が良さそうだ。

　二つ目が『射撃補正』というスキルである。これは単純に、遠距離攻撃の命中率などを上昇させるスキルだった。念動カタパルトや、魔術の命中率がアップすることは間違いないだろう。

　パッシブスキルであるようだが、装備してみると確かに違っている。視界が急によくなったとかそういうわけじゃないんだが、明らかに遠くの的に対する感度が上がっていた。軽く狙いを付けるとその的が鮮明に見える気がするし、当たるという自信が湧き上がってくるのだ。

『面白いな、このスキルは』

　三つ目のスキルが『光撹乱膜』。半円状のフィールドを生み出し、その表面に当たった光を反射させるらしい。ただ、出力は低く、敵の光魔術を反射して防ぐような使い方はできないようだ。あくまでも自然光や、弱い光に対するスキルなのだろう。

　光学迷彩はこのスキルを応用していたらしいが、俺が真似するのは難しい。というか、不可能に近い。だって、光を反射する量とか角度とか、全てを細かく計算しないといけないんだぞ？　適当に反射させるだけでもある程度効果はあるようだが、インビジブル・デスと同じレベルの完璧な光学迷彩は真似できそうもない。

　それを野生の本能で補完できてしまうのが、高位魔獣たる所以ゆえんなのだろう。ただ、応用はできそうなスキルではある。

　最後のスキルが、水晶変形のスキルだ。その名の通り、水晶の形などを任意に変形させるスキルだった。

　多分、自らの鱗をこのスキルで変形させて弾丸にしたり、こちらの攻撃に合わせてあえて脆もろく変形させたうえで魔力放出で弾けさせ、リアクティブアーマーのように使用していたのだろう。面白いが、俺には使い道がないスキルでもある。

　今思えば、巨大な電磁砲に光学兵器。リアクティブアーマーにレーダージャマーに光学迷彩。魔獣というよりはゾ〇ドみたいな相手だったな。

　それに、色々と勉強にもなった。

　特に念動カタパルトの威力上昇は、大きな収穫だ。まあ、どこでも使えるわけではないだろうがな。

　威力が上がったことで、より制御が難しくなってしまったのだ。発射される俺自身を、暴れないように安定させるだけで凄まじい威力の念動が必要になった。これ、もう少し念動カタパルト時に使うスキルを取捨選択する必要があるかもしれん。

　念動を姿勢制御などに使ってしまうと、肝心の射出速度が落ちてしまう。それを魔術やスキルで補おうとすると、余計に制御に使う力が増してしまい、消耗も増す。最悪、今までの何倍も消耗しているのに、威力は一割も加算されないということがあり得るかもしれなかった。

　俺がそんなことを考えている間にも、目指す場所が見えてきていた。思考を中断して、思わず叫んでしまう。それくらい、懐かしく感じてしまった。

『フラン！　見えてきたぞ！』

「あそこ？」

『ああ、あの遺跡っぽい場所が、俺の始まりの場所だ！』










第三章　再びの台座




　広大な平原の中央に、朽ちた遺跡がポツンと存在していた。

　長年風雨にさらされたことで汚れ、変色した石造りの建物。苔むし、青草に包まれた石畳。上空から見ると、作られた目的も分からない建造物が等間隔で、円形の広場を囲むように配置されているのがわかる。

「あれが師匠の言ってた台座？」

『いや、そうなんだが、違うというか……』

「どういうこと？」

『ここが目的地なんだけど、肝心の台座がないんだよ』

　そうなのだ。俺が目覚めたとき、納まっていた台座。それが影も形もなく消え去ってしまっていた。

　フランは遺跡全体を指して「台座なの？」と聞いているが、中心にあったはずの、俺が台座と呼んでいた物が何故か存在していなかった。

　その名残は、広場中央にある草のほとんど生えていない正方形の空間だろう。上から見れば他の場所との違いは一目瞭然であった。

　明らかに少し前まで何かが置かれており、それが取り除かれたのだと分かる。

　台座が消え去ってから数ヶ月は経っているのか、わずかに草がその場所を侵食し始めていた。

『お、下りてみよう』

「ん」

「オン！」

　以前台座があったはずの、空き地に下りてみる。フランが石畳をコンコンと叩き、ウルシが地面の匂いをクンクンと嗅いだりしているが、異常はなかった。

『やっぱ、ないな……』

「本当にあってる？」

『もちろんだ、ここだけは絶対に忘れん』

　なんてやり取りをしていたら──俺の周囲が一瞬の内に白く染まった。

　フランもウルシも姿を消し、ただただ白い空間が俺を包んでいる。だが、もう驚かんぞ。例のあの場所だ。

『きたか』

『ああ、来たぞ』

　声だけだが間違いない。いつもの男だ。

『ただ、台座がないんだが、どうなってるんだ？』

『あれもまた神器のような物だからな。役目を果たしたことで、姿を消したのさ。まあ、今回必要になったが。フランたちをちょっと下がらせてくれ、いま台座を出現させる』

『わ、分かった』

　神器？　やっぱり単なる台座じゃなかったのか。

　男の言葉に妙な納得を覚えていると、周囲の景色が元に戻った。

　俺に起きたことを理解できていないフランとウルシに、空き地から退くように伝える。

「？わかった」

「オン」

　フランとウルシが数歩歩いて移動すると、半透明で実態のない台座の姿がその場に浮かび上がった。微かにノイズが走るその幻影は、まるでＳＦ映画に登場するホログラム映像のようだ。

　そして、その幻影のような台座に強い魔力が走ったかと思うと、次の瞬間には実体をもってその場に現出した。

　転移というよりは、大地から湧いて出たかのような　不思議な魔力の流れだったな。ただ、現れた物は確かに見覚えのある台座だった。

『おお……間違いない。台座だ。俺の台座だ』

　まだ数ヶ月前のことなのに、妙に懐かしく思えた。

　俺に涙腺があったら、絶対泣いちゃってたぜ。

「これが、師匠の……お家？」

『いや、お家って感じでもないんだが……。まあ、ベッド兼個室的な感じかな？』

「次はどうする？」

　フランの質問に応えたのは、俺ではなかった。渋い声が、背後から聞こえる。

「その剣を──師匠を台座に刺しな。フラン嬢ちゃん」

「だれ？」

　振り向いたフランの前には、半透明の幽霊みたいな存在が立っていた。

　銀髪のオールバックに、着流し風の服を着た伊達だて男。フランには初見、だが俺にとっては見覚えのある男である。

「すぐに明かすさ。ただ、その前に師匠を」

「……」

　フランは、自分の名前を呼んだ謎の男を不審げな表情で見つめていた。確かに凄まじく怪しく見えることは確かだろう。そんなフランに対し、男が優しく声をかける。

「嬢ちゃんは俺のことは知らないだろうが、俺はよく知ってるぜ？　何せ、師匠の中からずっと見てたからな」

「師匠の中？」

『ああ本当だ』

　虚言の理を使ったわけじゃないんだが、嘘を言ってないことが理解できた。信用できるとかそういうレベルじゃなくて、嘘をついていないことが当然のことのように分かる。自分の言葉が嘘か本当か悩む必要がないように、男の言葉の真偽を疑う必要を感じなかった。

　なんだろうな？　俺と男の間にある不思議な繋がりが意識できる。絆や縁といったあやふやなものではなく、もっと直接的な繋がりだ。接続しているとでも言えばいいか？

　魔力的な繋がりを直接的と呼んでいいのかどうかは分からんが、それに近いだろう。

『フラン、大丈夫だ。俺を台座に頼む』

「……わかった」

　俺に促されたフランが、台座に近づく。

『ちょっと高いか？』

「だいじょぶ」

　その言葉通り手間取ることもなく、フランは俺を逆手に握ると、勢いよく台座に突き刺した。その瞬間、何か温かい──いや、熱いものが俺の刀身を包み込む。だが、嫌な感じはしない。

　熱いと言っても刀身が溶かされるような攻撃的な熱ではなかった。少し熱めの風呂に全身浸つかっているような感じだ。

　どこか、アリステアに修復されているときと似た感じがあった。
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「師匠、平気？」

『ああ、むしろいい気持ちだ〜』

「そう」

　俺の声を聴いて、本当に問題がないと判断したんだろう。フランが安心した様子で呟いた。俺にとっては懐かしくとも、フランにとっては未知の場所だ。やはり心配であるらしい。

「さて、これで準備は整った」

　男がそう言って台座に歩み寄る。

「準備？」

「ああ、師匠の封印を再強化する準備だ」

『俺の、再封印？』

「大丈夫だ。今日はしっかり説明するさ。まあ、俺が許されている範囲でな。この台座に納まったことで師匠の状態も安定している。記憶も問題ないだろう」

　男の言葉の意味が分からず、俺とフランが同時に聞き返す。

『記憶？』

「記憶？」

「ああ。下手に事情を話すと、師匠の記憶の封印が解けてしまうかもしれん」

「ダメなの？」

「それは師匠にとって最悪だ。まあ、そこも説明してやろう。台座に刺さっている間は、記憶の扉も安定しているはずだからな」

　やはり、俺の記憶は誰かによって意図的に封印されているらしい。

　男の口ぶりだと、悪意からではなさそうだが……。

「まずは俺の話を聞いてくれ」

「わかった」

『頼むぜ』

　男が軽く指を鳴らすと、地面が盛り上がってシンプルな四つ脚の椅子が生み出される。ただそれは男の能力ではなく、俺の大地魔術を俺の魔力を使って発動していた。いや、俺のではなく、俺たちのと言うべきなのかもしれない。

　俺の力でもあり、男の力でもあるのだ。

「しばらくこの場所に近づく魔獣もいないし、多少長くなる。座ってたらどうだ？」

「ん」

「ウルシは横で座っててくれ」

「オン」

　ウルシが借りてきた猫のように大人しい。どうも、男が格上だと理解しているようだ。もしくは、俺と繋がっていることでウルシに主人とみなされているのか、どちらかだろう。

「さて、まずは自己紹介からさせてもらうか」

「ん」

　いよいよか。

　ドキドキしながら、男の顔を見つめてしまう。整った顔だな。精悍な顔立ちの、ワイルド風イケメンである。いやいや、何くだらんこと考えるんだ俺！　は、これがもしかして吊り橋効果？　緊張のドキドキをトキメキと勘違いして……？

（師匠？）

　おっとぉ！　緊張し過ぎてテンパってた！　ちゃんと話を聞かねば！

「俺の名はフェンリル。元神獣にして、邪神を喰らって狂いし邪獣。そして、師匠の中に魂を封じられている間借り人だ」

「！」

『！』

　男の自己紹介を聞いて、フランは目を見開いている。

　いや、俺だって同じ気持ちだよ？　可能性があるかもしれないとは思っていても、本人から聞かされるとやはり驚きなのだ。声を上げなかったのが不思議なくらい驚いている。

「フェンリル？　脅威度Ｓ魔獣の？」

「そうだ。そのフェンリルだ」

『やっぱりそうだったか……』

「師匠はもう確信してたみたいだがな。本来だったらもう少し早く明かす予定だったんだが、少々遅れちまった」

「なんで？」

「そのことについても、ここで語るさ。まあ、まずは俺のことを少し語ろうか」

　彼の名前はフェンリル。人の姿は俺たちとコミュニケーションをとるために生み出した仮の姿であり、本来は体長一〇〇メートルを優に超える巨大な狼であるらしい。

　正確な大きさを教えてもらったのではなく、インビジブル・デスくらいは一咬かみで殺せると豪語したことから、その程度の大きさなのかと想像しただけだがな。

「大昔は神獣なんて呼ばれていたこともある」

『神獣ってことは、神様と何か繋がりがあるってことか？　それともそう名乗っていただけか？』

「自称神獣は痛すぎるだろう？」

　俺の言葉にフェンリルが苦笑する。

『じゃあ』

「ああ、そうだ。我が主は十大神が一柱、銀月の女神様だ」

『なるほど』

　フェンリルの言葉で、俺はフォールンドとの会話を思い出していた。

　フォールンドの所持していた『剣神の寵ちょう愛あい』というエクストラスキルは、触れた魔剣を解析してコピーを生み出すことが可能なスキルである。その能力により俺を解析した結果、不思議な光景が見えたと言っていたのだ。

　俺と思われる男が、神の眷けん属ぞくと思われる女性たちと会話している光景である。

　その神の眷属の一人が、銀月の女神の紋章を身に着けていたらしい。あれはやはり、俺の転生に関わる映像だったんだな。

「俺が神より与えられた使命は、邪神の欠片を食らい、その力を浄化すること。そのために俺には、食った相手の力を取り込み自らの物とする能力が与えられ、生み出された」

　俺の持つ、魔石を吸収して力を得る能力の大元が、それなのだろう。しかも今の話の感じ、神様本人に生み出されたっぽいよな？

『神様の直接の眷属ってこと？』

「その通りだ。そうでなければ神獣は名乗れん。神に命じられて地上に降りた俺は、最初の一日で邪神の欠片を倒し、食らうことに成功した」

『そんなすぐに邪神の欠片と出合えるもんなのか？』

　それとも、大昔はそこら中に邪神の欠片が徘徊していたのだろうか？

　だが、そうではないらしい。

「力を求めた馬鹿者が、封印を解いたんだ。元々はその邪神の欠片を倒すために、俺が生み出されたんだよ」

　その後、フェンリルは比較的力が弱い邪神の欠片の封印を見つけ出し、倒しては食らっていったという。最初に倒した欠片も併せると、その数は四つ。

　まさに、邪神を喰らう神獣の異名に相応ふさわしい活躍である。

　人々はフェンリルを神の代弁者、神獣、神の御使いとして崇めた。それこそ、神にも引けを取らない扱いだったそうだ。

　しかし、人間たちの信仰もそう長くは続かなかった。フェンリル自身が暴れ出し、人間たちを襲い始めたのだ。

「邪神の妄執が、主神たちの想像以上だったのだろう。俺は取り込んだ邪気を浄化しきれず、逆に侵食されてしまったんだ」

　最初の邪神の欠片を取り込んだときには、全く影響がないように思えていたという。

「だが、今思えば最初からわずかに影響があったんだろうな。自分自身でも気付かぬうちに、破壊欲や食欲が増していた。そして俺はその欲望に後押しされ、自身の浄化速度を上回るハイペースで邪神の欠片を狩っていってしまった」

　最終的には自分に同化した邪神の魂がもたらす「全てを破壊せよ」という誘惑に抗あらがいきることはできず、フェンリルは暴走を始めてしまったらしい。

　封印を解かれた邪神の欠片以上の被害がもたらされ、ジルバード大陸は壊滅の危機に陥った。実際、国が幾つも滅び、数千万人の生活に影響が出たという。

　いや、フェンリルが本当に暴走していれば、もっと大きな被害がでていたはずだ。しかし、フェンリルは完全に理性を失いきってはいなかった。

「暴走と足あ掻がきを繰り返す感じだった。そうだな……。以前戦った、浮遊島のリッチを覚えているか？　あの存在と似ているかもしれない」

　主人格とリッチの人格が体の主導権を奪い合い、片方が起きている間は片方が寝ている状態、だったかな？

　なるほど、フェンリル本来の人格と、邪神に侵食された暴走人格が交互に表に出ていた感じなわけか。

「次第に体の支配権が奪われていく中、俺は最後の力を振り絞ってこの平原にやってきた。まあ、当時は枯渇の森などなかったがな」

「そうなの？」

「ああ、後に神々が作り出したものだ。俺から分離封印された邪神の欠片が、平原から外に出ないようにな」

『え？　つまり、この平原には……』

「邪神の欠片が封印されている。それも四つの欠片が融合した、特別強い邪神の欠片がな……」

　俺だけではない、フランもウルシも、思わず地面を見つめた。それくらい衝撃だったのである。しかし、男はその行為を笑わない。

「気持ちは分かるが、大丈夫だ。今のところ、封印が緩むような事態にはなっていない」

『本当か？』

「ああ」

　よかった。なんか俺の中の封印がどうこう言われているので、こっちは大丈夫なのかと不安に思ってしまったのだ。

　邪神の封印が解けそうだ！　何とかして！　といった状況ではないらしかった。

『それにしても邪神を分離して封印と言ったな？　それは、どうやったんだ？』

「良い質問だ。邪神の欠片の封印など、神々にしかできんだろうよ」

「じゃあ、神様が何かした？」

「そうだ」

　この地にたどり着いたフェンリルだったが、それは特に目的があってのことではなかったそうだ。単純に人や動物が少ない場所を探して、この地を見つけただけであった。

「神獣は自死できん。神の分け身であり、世界の運行システムの一部に組み込まれているからな」

　だからこそ、せめて世界に迷惑のかからない場所を探していたのだろう。

「神々にしても、俺の中から邪神の欠片を引きはがして封印することは難しかったそうだ。しかし、そこに一人の人間が現れる」

『人間？』

　神々にとっても難題なんだろ？　そこに人間が一人いたとして、何ができるっていうんだ？

　だが、フェンリルが口にした名前を聞いて、納得した。

「ああ。神級鍛冶師のエルメラ。神剣ケルビムを作り上げたものの、神々に危険過ぎると断じられ、廃棄する場所を求めて流離さすらっていた女だった」

　神級鍛冶師であれば、なんらかの手助けができてもおかしくはないだろう。

　それに、その後の部分も聞き捨てならない。

『神級鍛冶師エルメラ。ケルビムの制作者……』

　つまり俺の剣としての部分を作り上げた人物だ。

　俺は、自分を剣だと認識している。不思議なことだが、元人ではなく、剣であるという思いの方が強かった。

　この世界に来た頃は、元人間だっていう意識が強かっただろう。ただ、剣として生活しているうちに、剣であることに慣れてきたのかもしれない。

　だからこそ、エルメラは俺にとって創造者というイメージが強かった。

　親というほどではないが、それに近い存在に感じている。

「エルメラ」

「そうだ」

　しかし、フェンリルは再び驚きの言葉を口にした。

「まあ、最初は殺し合ったんだけどな」

『はあ？　殺し合った？』

「戦ったの？」

「そうだ。エルメラは、俺がいるという噂を聞きつけて平原にやってきたんだ」

　最初からフェンリルを目当てにやってきたってことか。

「どうせケルビムを廃棄しなければならないなら、神剣の全ての力を暴走させてフェンリル、つまり俺を倒そうと考えていたらしい」

『それが、どうして協力することになったんだ？』

「俺自身は、勝手に迎撃行動を取ろうとする肉体を何とか押さえつけようとしながら、エルメラに倒されることを覚悟していたんだが……。銀月の女神様が他の神々に頼み、俺を救おうとしてくださったのだ」

　銀月の女神を中心とした神々がエルメラに呼びかけ、フェンリルを助けることを要請したらしい。そして、エルメラもそれを受け入れた。

「神々の頼みだからというのもあっただろうが、わずかでもケルビムが残ることは、エルメラにとっても嬉しかったようだ」

　そこはアリステアと同じ神級鍛冶師だ。神剣をできるだけ破壊したくはないのだろう。

　フェンリルを救うためには、フェンリルの魂と邪神の魂を分ける必要があった。

　そこで神々は、すでに邪神の欠片と融合してしまったフェンリルの肉体に邪神の魂を残す形で、フェンリルの正常な魂だけを分離する方法を考えたそうだ。

「問題だったのが、俺の魂を保管する場所だ。魂の一部を切り離してしまうと、力を凄まじく消耗するからな」

　何の器もなしにフェンリルの魂を放置すれば、あっと言う間に消滅してしまうだろう。その器に選ばれたのが、神剣ケルビムであった。

「俺の体は邪神とともにこの平原の奥深くに封じられ、魂は廃棄神剣の中で眠りについた」

　それによって邪獣フェンリルは消滅し、ジルバード大陸は救われたのだ。

『だが、それでめでたしめでたしとはならなかったんだろ？』

「分かるか？」

『そりゃあな。何せ、今の話には俺が出てこない。続きがあるはずだ』

　全てが円満に解決していれば、俺が転生させられることなどなかっただろう。今なら、俺の転生がただの偶然などではないと確信できるからな。

「その通り。ただ、俺の元の体はこれでめでたしめでたしだぜ？　神によって封印が施され、さらに結界まで作られた」

「結界？」

『もしかして枯渇の森か？』

「空もだな。あれらは、邪神が万が一復活したときの防波堤でもある。また、周辺の魔力を吸収し、この遺跡の下に眠る邪神に浄化の術をかけ続けることで、少しずつ弱体化させているのさ」

　魔狼の平原で魔獣の分布が偏っているのも、実はその結界の働きによるものだという。枯渇の森によって魔狼の平原は魔力が溜まりやすく、魔獣が生まれやすい土地だ。そこで、神々は魔獣の魔石からも力を吸い上げ、それも浄化の術に利用しているのだという。

　魔獣は繁殖でも増えるが、それ以外では魔力が凝り固まって誕生することもある。その魔力溜まりから魔獣が誕生する際、最初に魔石が生み出され、その魔石が魔力を纏って魔獣となった。

　故に、魔力溜まりから生み出されたばかりの魔石から力を吸い上げる神の結界により、誕生する魔獣そのものが弱体化してしまうのだ。

　結界の力が遺跡に近づけば近づくほど強くなっていることで、中心になるほど魔獣が弱くなっている。

　生まれた魔獣たちも自分の力を吸い上げる遺跡を嫌悪しているので、中心には近づかないのだとか。近づいてくるのは、結界の効果がほとんど及ばない雑魚魔獣だけだ。

「ウルシは平気なの？」

「そこは大丈夫だ。枯渇の森は無差別に魔力を吸いあげるが、平原の結界は相手を選ぶ」

　俺の魔力は登録されており、その従魔であるウルシも結界の影響は受けないそうだ。さすがは神の結界。便利だね。

「結界によって集められた魔力によって、俺の肉体に寄生した邪神の欠片は日々浄化されているし、そっちは問題ない。問題があったのは、俺の魂の方だ」

「なにがあった？」

「まあ、簡単に言っちまうと、俺の魂から邪神を完璧に引きはがすことができていなかったってことだな」

　神々はケルビムの中にフェンリルの魂を封印保管しておいて、何千年、何万年かけて徐々に邪神の力を引きはがして浄化するつもりであったらしい。

　しかし邪神の侵食が思いの外深く、浄化されるどころか時間が経てば経つほどフェンリルの魂を侵していった。

『おいおい、それってヤバいんじゃないか？』

「ああ。実際、俺も危険な状態だった。神剣とは邪神の欠片に対抗するための存在。それ故、その内に封じられている間は守られているはずだったんだが……。それ以上に邪神の力が強かった。まあ、四つの欠片が合わさった存在だったことが災いしたんだろう」

　そうなっては座して待ってはいられない。神々が注目したのがフェンリルの持つ、喰った相手の力を取り込む能力である。その力をもってすれば、強い魔獣などを喰らって魂を回復させることも可能だろう。

　ただ、魂状態のフェンリルが、自力で獲物を取れるはずもない。

　そこで、剣とフェンリルの魂を融合させることが計画された。斬った相手の力を吸収し、フェンリルの魂を回復させるためだ。

『普通に神様の力でフェンリルを回復させるんじゃダメだったのか？』

「俺も神の眷属であるとはいえ、神々のことを全て理解できているわけじゃないが……。神にもルールがあり、地上へどんな干渉をしても許されるというわけではないらしい」

　神も、神々自身が定めたルールの中で力を振るっているってことか。じゃないと神の気まぐれで世界がメチャクチャになりかねんからな。

「そして、幾柱かの神が力を合わせ、今の師匠の基礎が作られた。斬った魔石を吸収し、俺が回復するシステムを組み込んだ剣だ」

「使い手は？」

「さあ？　神々に当てがあったのかどうか……。ただ、その前に解決しなくてはならない問題もあった」

「問題？」

「邪神だよ。俺が回復するシステムが完成したとして、それで邪神の力が急に弱まるわけでもない。以前として俺への侵食は続いているし、そのままでは誰も剣を扱えないだろう」

「確かに」

『じゃあ、その問題はどうやって解決したんだ？』

「ふふ」

　俺の言葉を聞いて、フェンリルが肩を揺らして笑う。俺を馬鹿にしている笑いではなく、悪戯いたずらっぽい笑みだった。

「その解決策こそが、お前だよ。師匠」

『はあ？　俺？』

「どういうこと？」

「邪神の力で最も厄介なのは何だと思う？」

「うーん？」

『厄介な力ね……』

　存在自体が厄介だからなぁ……。

「戦闘力か？　そのしぶとさか？　生み出す邪人どもか？　違う、邪神が最も恐ろしい所は、他者を支配する能力だ」

　神というのは多かれ少なかれ、眷属に対する支配力を持っている。混沌の女神であればダンジョンに関する眷属たち。獣じゅう蟲この神であれば獣人や獣や虫。眷属たちは神の命令に逆らうことが難しいという。無論、絶対ではないが、その強制力はかなり強い。

『絶対じゃないっていうのがむしろ驚きだな。抵抗できるのか？』

「獣人で言えば、一般人は抗えないだろう。獣蟲の神にこうしろと命令されれば、それに従わずにはいられないはずだ。だが、獣王やその側近レベルの強さがあれば、その支配を撥はね除のけることができると思う。まあ、神に直接命令を下されて逆らう者がいるかは分からんが」

『普通の人間ならむしろ喜んで従うか』

「多分な」

　人と神の関係については分かった。では邪神の眷属は？　邪人たちだけか？

「そうじゃない。邪神は、この世界で生まれし全ての者を支配できる」

　眷属というのは、元をただせばその神が生み出した存在だ。獣蟲の神に生み出された神獣の末まつ裔えいである獣人は、獣蟲の神の庇護下にある。

「邪神は堕おちる前、戦神であった頃に神々の補佐をしていた」

　この世界を生み出す際、戦神は全ての神の手伝いをした。つまり、この世界の創造全てに、関わっているのだ。それ故、邪神の支配はこの世界の全てに及ぶ。

　戦神が手伝った部分は僅かであり、支配力は他の神々に及ぶものではないらしいが。

　また、眷属が主神の支配に抗うことができてしまうのも、邪神が支配領域の一部を奪ったからであるそうだ。

「しかも邪神に堕ちた際に、その支配力を特化させるように力が変質したらしい」

『なんだそれ、そんな相手に勝てるわけないじゃんか』

「普通の存在では邪神の欠片に勝つのは難しいだろう。神剣を所持する者か、邪神の支配に打ち勝つだけの強さを持っている者だけが、戦うことができる」

『……で、そこになんで俺が関わる？　地球じゃ、どこにでもいるありふれた日本人男性だったはずだぞ？』

　今は廃棄神剣だが、地球にいた頃の俺はただのリーマンだ。ゲームとアニメと漫画が趣味のオタリーマンである。

「その地球生まれっていう部分が重要なのさ」

『地球生まれ……？　なるほど！　そういうことか！』

「わかったか？」

『この世界で生まれた奴らは、邪神の眷属扱いになって支配されてしまう。だが、俺はこの世界の生まれじゃない。だから支配されない！』

「正解だ」

　フェンリルの魂や魔石吸収システムを地球人に繋ぎ、その人間の魂を主人格とすることで、邪神の支配を無効化する計画だったらしい。

　フィルターというか、バリケードというか、とにかく俺が居ることでフェンリルたちは守られるそうだ。

『ようやく腑に落ちたよ』

　俺自身は普通の人間なのになぜ召喚されたのか分からなかったが、地球生まれということが重要だったのだ。

『まあ、その中でなぜ俺だったのかという理由は分からんが。ランダムか？』

「師匠は、無作為に選ばれたと思っているかもしれんが、それなりに選別されたようだぞ？」

『そうなのか？』

　適当じゃないのか？　いや、そうならちょっとは嬉しいよ？　承認欲求的なものがちょっとは満たされるからね。

「ああ。まずは魂の形。俺にもよく分からんが、剣の主人格として適合するには、魂の形がそれなりに重要であるそうだ。神の受け売りだがな。特に、混沌の女神様がダンジョンシステムを応用して作り上げた剣の基幹システム。これとの相性が重要であると聞いている」

『え？　ダンジョン？』

「そう聞いているだけで、どこがどうダンジョンのシステムを利用しているのかというのは俺にも分からん。ただ、ポイントを溜めて新たな力を得るような形は、確かにダンジョンマスターに近いものがあるかもしれんな」

　だから混沌の女神の眷属扱いになっているのか。

　混沌の女神は、俺が彼女自身の眷属でもあると言ってた。つまり、俺は他の神の眷属でもあると推測できる。多分、銀月の女神なのだろう。

「それと性格も重要だ。強力な剣の独立人格となるんだぞ？　それなりにまともな人格を持っていなきゃならない」

『人格？』

　自慢じゃないが、俺は聖人君子ではないぞ？　むしろ欲塗まみれの俗人だ。

「むしろ俗人であることが重要らしい。神はこう言っていた。善人はすぐに独善に支配されて正義とか言い出すし、悪人はそもそも論外。ある程度の良心を持った中庸な人間こそが好ましい」

　ははぁ、何事も程々な人間がいいってことかね？

「あとは宗教観。無神論者はダメだが、狂信者はもっとダメ。こっちの世界に来てまで我が神こそ唯一とか言い出したら最悪だ。それと、精神的な柔軟さ。こっちの世界にある程度馴染めるだけの素養も必要となる」

　今の条件を総合的に満たす人種に、心当たりがある。日本のオタクたちだ。

　善人ぶった人を見下しつつも大きな悪事をする度胸はなく、何かあれば一応の神頼み仏頼みをし、ゲームやラノベで異世界に対する理解もある。いや、全員がそうとは言わんけどさ。

　うーむ、異世界転生の主人公が日本人のオタクばかりなのは、実は理由があったんだなぁ。もしかして地球で氾濫していた異世界転生モノの作者、実は何割かは異世界からの帰還者なのではなかろうか？

「さらにこちらの世界から地球に働きかけた際に、ちょうど死にかけている、もしくは死んだ人間じゃないとダメだそうだ。魂を呼びやすいってことだろう。そうなってくると、召喚できる人間は本当に少ない」

　確かに、人格的、魂的素養が備わった適合者が都合よく死にかけているっていうのは、なかなか多くあることではないだろう。完全に運だし、賭けに近い。

「実際、適合者を探し始めて、師匠でようやく五人目だったかな？殺し合いが当たり前の世界に、剣に宿って転生というのはハードルが高いらしい。前の四人には断られてしまったが、幸いにも師匠が剣の主人格になることを承諾してくれたことで、やっと剣が完成したわけだ」

　ああ、条件を満たしてたのは俺だけじゃなかったんだな。今となっては転生を断ってくれた前の四人とやらに感謝である。剣に転生していなければ、フランにも出会えなかったわけだし。

「そして、冥界の女神の力でこちらの世界に召喚された師匠は、いくつかの記憶を封じられ、剣の主人格に封じられることとなる」

『そこだ。そこを詳しく聞きたいんだ。なぜ記憶を消された？　そして、どんな記憶を消されたんだ？』

「師匠のためだ。何せ元人間の師匠が、剣に転生するんだぞ？　人としての感覚を残したままでは、確実に狂う」

　そういえばファナティクスもそんなことを言っていたはずだ。

　剣の体に人の精神は耐えられないと。

「そこで、人間としての個性や欲望、感情を強く揺さぶるような記憶を封じたらしい」

　人間として剣になったら狂うなら、人間性を封じ込めようってことなんだろう。

『じゃあ、俺が気付いてないだけで、転生前後の記憶以外にも、色々と忘れている記憶があるのかね？』

「その通りだ。勿論、師匠が剣に馴染んで、記憶を取り戻しても問題なくなった時点で記憶の封印は解ける予定だった。師匠は覚えていないだろうが、これは転生前の師匠もキッチリ説明を受けて納得していることだ」

　それはそうだろう。だって、狂うか、記憶を一部封じるかを選べって言われたら、絶対に後者を選ぶ。

　まあ、何故転生を承諾したのかという謎は残るが……。いや、死にかけているところに転生話を持ち掛けられたら、それが剣だったとしても承諾するかもしれない。むしろ断った人たちがいるということの方が驚きだよ。

　記憶を封じられるとしても、死ぬよりはマシに思えるんだがな。いや、下手したら性格が変わったりすることもあり得るし、自分が自分じゃなくなるなら嫌だって思うのか？　剣になっちゃうわけだし。

　ただ、実際その立場になった俺からすると、やっぱ死ぬよりは数段マシだと思う。

『記憶を戻す予定だったってことは、今は予定とは違うのか？』

「そうだ。だからこそ、この場所に来てもらったんだからな。神も万能ではないとは言え、ここまで彼の方々の予定が狂うとは……。神の想像を超えたと褒めればいいのか、嘆くべきなのか、俺にも分からんよ」

　フェンリルが軽く息を吐き、俺に起きている異常について説明し始める。

「元々はな、師匠の精神が剣に馴染むのをケルビムがサポートする予定だったんだ。時間をかけて師匠の精神が適合し、その時点で俺の正体を明かし、記憶を段階的に解放ってな具合で、少しずつ師匠と剣を一体化するはずだった」

『でもケルビム──アナウンスさんは……』

「その通りだ。リッチとの戦いでの無理が祟たたり、大きく破損してしまった」

　圧倒的力の前に絶望していた俺たちを救ってくれた、アナウンスさん。ケルビムのシステムである彼女の活躍のおかげで、俺たちは勝利することができた。だが、無理をしたせいでアナウンスさんは力を失い、その後まともな会話はできくなってしまった。

「無論、あのとき彼女が身を挺さなければ俺も師匠も消滅していた。感謝している。だが、ケルビムのサポートが受けられなくなったことによって、計画に綻ほころびが生じ始めた」

　計画の狂いはそれだけではかったらしい。

「想定以上の速さでの成長。異常な激闘の連続。それによる大量のスキル取得。潜在能力解放を使ったことによるシステムへの負荷。狂鬼化による暴走。ファナティクスの同化吸収」

　フェンリルが指折り数える。言われてみると、中々濃密な数ヶ月だったな。だが、それがよくなかったってことか？

　潜在能力解放ではアナウンスさんが力を失ったうえに、システム全体に大きな歪みが生じてしまった。狂鬼化では、フェンリルの持つ凶悪な部分が暴走をした。そしてファナティクスの残ざん滓しを喰ったことでさらに内部のシステムに負荷がかかり、記憶だけではなく邪神の封印にまで綻びが発生してしまった。

「師匠とフランが必死に戦ってきた証拠だ。それを悪いこととは言わんさ。だが、神々の想像以上に駆け足だったことは確かだろう」

　人とは時間感覚の違う神々は、その辺の見積もりが大分甘かったらしい。まあ、俺たちも少し生き急ぎ過ぎなのかもしれんが。

　神々も、記憶や邪神の封印が何があっても完璧だとは考えていなかった。だからこそケルビムの残滓を残していたのだ。封印に多少の綻びが生じても、アナウンスさんが修復してくれるはずだったという。

　しかし、アナウンスさんが力を失い、修復力が大幅に下がってしまった。そこに、短い間に連続して封印を揺るがす出来事が続いてしまい、より封印が緩んだ状態になってしまっているらしい。

「でも、アリステアに直してもらった」

「ああ、あれでかなり持ち直したのは確かだ。しかし、神級鍛冶師であっても、神の構築したシステムを完璧に理解できているわけじゃない。あくまでも応急処置ってところだった」

『今回は違うと？』

「俺も詳しく分かっているわけじゃないがな」

　今、俺が刺さっている台座。これも神が作った台座であり、フェンリルでさえ知らない様々な能力があるそうだ。

「ともかく、師匠は剣に適合しきっていないのに、力が想定を大幅に超えている。このまま放置すると記憶の封印が壊れ、師匠の精神に影響が出るかもしれん。むしろ、絶対に師匠の精神が狂う。それだけじゃない。師匠、声を聴いたな？」

『声？』

　フェンリルの声って意味じゃないよな？　となると、心当たりは一つしかない。

『もしかして、あれか？　全てを喰らえってやつ』

　王都でファナティクスを吸収した直後、俺の内側から聞こえてきた悍おぞましい叫び声。ただひたすらに『喰らえ』と繰り返していた。

　戦闘中に耳元で騒がれて鬱うっ陶とうしかったので、怒鳴りつけたんだ。そしたら、いつの間にか消えてたんだよな。

「そうだ。もう、アレの正体はわかっただろ？」

『……邪神か』

「その通り。正確には、俺の魂と融合した、邪神の魂の欠片だな。それにしても……くくく」

『どうしたんだ？』

「いや、あの邪神の欠片が師匠に怒鳴られて黙りこくった様子を思い出したらな……。くくく。自分の支配を受け付けない存在がいるなど、信じられなかったんだろう。驚いて引っ込みやがった」

　ああ、そういうことか。俺の気迫に押されたとかじゃなく、支配できなかったことに驚いたってことね。

「まだ邪神の意識がわずかに漏れ出しているだけだが、放置はしておけん。それと、記憶の封印の再強化に、システム全体の補修。それが今回この場所に来てもらった目的だ」

「じゃあ、師匠は治るの？」

「無論だ。というかな、師匠に直ってもらわないと、俺が困る。俺も師匠の一部みたいなものだからな」

　そうか、色々と不安な言葉を聞かされたが、なんとかなるのか。よかった、まだフランと一緒にいられるんだな。

『俺は、どうすればいいんだ？』

「何もしなくていい」

『何もって……。動くなってことか？』

「そうだ。あとはその台座が自動で作業を行ってくれるらしい。動かないことが師匠の仕事だ。すでに台座に組み込まれた術式が、師匠の解析を始めているはずだからな」

『了解』

　つまり、しばらく俺は動けないってことか。ちょっと怖いんだけど……。

　アリステアに修復してもらったときの、精神を削るような激痛を思い出す。また、あんなことにならないよね？

『どれくらいジッとしていればいい？』

「さて、それは俺にも分からん。一時間か、一日か、一週間か」

『おいおい、そんな長くなる可能性があるのか？』

「自分の中身がどんだけ複雑で高度な仕組みになっているのか、考えてみろよ？　下手すりゃ一ヶ月以上かかるかもしれんぞ？」

『まじか。となると、フランはどうする？』

　ウルシがいたとしても、単独で魔狼の平原を抜けて、アレッサに戻るのは危険が多いだろう。

『スキル共有はどうなるんだ？』

「ああ、それは残るはずだ。この場所にいることは間違いないんだしな」

「だいじょぶ。ここで待ってる」

『まあ、それしかないよな……。すまんな、俺のせいで』

「ううん。へいき。それに、ちょうどいい修行期間になる」

『でも、俺がいないぞ？』

「師匠に頼らずに戦う訓練。ウルシもいる」

「オン！」

『そうか。そうだな』

　実際、スキルが使えればフランの戦力もそう下がらない。外周に行かなければ大丈夫だろう。

　フェンリルの説明を信じるなら、魔獣は台座に近づくのを嫌がるそうだからな。

「じゃあ、俺がフランとウルシに稽古を付けてやろうか？」

「フェンリルが？」

「ああ。今は台座のおかげで外に出てきているが、修復が終わればまた師匠の中で眠りにつくことになる。俺が稽古を付けてやれるのなんて、今だけだろう」

『……フラン、お願いしたらどうだ？』

　フェンリルがフランたちにどんな稽古を付けるのか、俺も気になる。

　特にウルシだ。

　俺がなぜ狼型の魔獣を召喚できたのか、ようやく分かった。間違いなくフェンリルのおかげだろう。ウルシの称号『神狼の眷属』はそういうことなのだ。同じ狼型の魔獣として、ウルシにはいい勉強になると思う。

　フランは少し考えると、すぐにフェンリルに向かって頭を下げた。

「わかった。お願いします」

「オン！」

「よしよし。では少しばかりレクチャーしてやるとしようか」

　そうして、俺の見守る前で修行が始まったのだが……。

　フェンリルの稽古の出だしは、俺が思っていたのとちょっと違っていた。

「そうだ。そのまま動くな」

「む」

「オフ」

「自分の体の内に集中し、意識を研ぎ澄ませるんだ」

　スキルの使い方や、武器の振り方を教えてくれるのかと思ったら、その場で座禅を組むように指示したのだ。その状態で魔力を体に巡らせるというのが、修行の内容だった。魔力の流れを操る訓練なのだという。

　すでに大技をバンバン使えるフランだが、独力で戦ってきたが故に基礎的な部分が不足している。全てが我流なのだ。

　そう考えると、こういった基礎修行になるのも当然なのかもしれない。

「これが完璧にできるようになれば、スキルの使い方もマシになるはずだ」

　フェンリルは俺の中からフランのこともずっと見守っていた。そのおかげで、今のフランの欠点もわかっている。

「フランの問題点は二つ。一つはスキルの制御に関して」

『まあ、完璧とは言い難いな』

「ん……」

　神級鍛冶師アリステアのメンテナンスによってスキルが統合され、より強力な上位スキルを手にいれることができた。

　だが、それ故にスキルの制御に手を焼いている。スキルが高度過ぎて、使いこなせていないのだ。

　フラン自身もそれは分かっており、悔しそうに頷いた。

「そしてもう一つが、自らの力が大きすぎて、肉体への反動が大きすぎること」

『それもなぁ。どうにかしたいとは思っているんだが』

　体を鍛えて、ステータスを上昇させるくらいしか解決方法が思い浮かばない。

　勿論、多重起動するスキルを減らして、出力を下げれば解決するのは分かっている。だが、それでは強敵との戦いで不利になるのだ。

「今やっているこの修行は、その弱点にもいい影響があるぞ」

『え？　そうなの？』

「ああ」

　スキルの制御が上手くなれば、今は無駄にしている魔力を反動の相殺や、自らの防御、強化に回せるようになるという。

「体を鍛えるほどの効果はないが、多少はマシになるだろう」

『ほほー、それはいいな』

　言われてみれば、単純だが納得できる話だった。

「ウルシにしても、スキルの扱いが重要になる種族だ」

『多彩なスキルがウルシの売りだからな』

「ああ。それに、この後の進化でも、闇系の狼は戦闘能力の強化がさほど見込めん」

『え？』

「オ、オフ？」

　フェンリルの言葉に俺だけじゃなく、ウルシも驚いている。「マジで？」っていう顔で思わず立ち上がっているのだ。

「ダークネスウルフの進化先は、ゲヘナ・ウルフ、もしくはダークナイト・ウルフになる。ただ、どちらもロード級のモンスターであるため、他の狼種への支配スキルなどが多く増える半面、個体としての能力は大きくは上昇せん」

『ゴブリンキングみたいに配下を戦わせるってことか？』

「うむ。使える魔術などが増えるものの、ステータス面においては他の狼種程の爆発的な強化は見込めんだろう」

　群れの長としての力は得るが、一匹狼系の種ほどの単体戦闘力は身に付かないそうだ。

「オフ……」

　その言葉を聞き、ウルシが大きく項うな垂だれた。やはり、進化してもっと強くなりたいと思っていたんだろう。

「ウルシ、だからこそこの修行は意味がある。お前が個として強くなる道は、スキルの強化だ。今以上に、スキルの使い方を考えろ」

「オン！」

「ウルシ、がんばろ」

　二人とも、頑張れ。




　フランとウルシが瞑想を始めてから、あっと言う間に三日過ぎた。

　ああ、当然食事休憩なんかは挟んでるよ？　だが、起きている間はほぼ座禅を組んでいる。ウルシはお座りしているようにしか見えんけどね。

『魔狼の平原に来る前に、料理を作り置きしておいてよかったな』

「フランなら自分で獲物を狩って、料理できるだろ？　スキルもあるし」

『まあそうなんだが、その分修行に集中できるだろ？』

「確かにそりゃそうか」

　ただ、本日からは違う修行も行うという。スキルを一切使わず、この辺りに出没するゴブリンの後をひたすらストーキングするという修行だ。

　隠密スキルに頼りきりになるのではなく、スキル無しでも気配を消せるようになるための修行である。そうすることで、スキルをより完璧に発動させることが可能となるそうだ。

　これは俺では教えることができない部分なので、非常に有り難い。無機物の俺には、気配を消すっていう感覚がいまいち理解できないのだ。

　何せ、俺は普段から何もせずとも気配を消せている。というか、心臓がないから心音も呼吸もなく、生物的な匂いもなく、念動で動くから無音だ。

　一般的に気配と呼ばれるものが、剣の俺にはなかった。魔力さえ隠蔽すれば、そこらの魔獣に俺を発見することは難しいだろう。

　そりゃあ、人間だった頃の感覚は残っているが、地球じゃ気配を消す修行なんてしたこともないし。その辺は素人だからね。

　朝は座禅。午後はゴブリンストーキングというのが、今後の修行になるそうだ。

　正直、戦闘力に結びつくとは思えない修行だった。

『あれでフランは強くなれるのか？』

「勿論だ。まあ、並行してレベル上げも行えば、さらにいいがな」

『それには、俺が必要じゃないか？』

「別に、収納に剣がいくつか入ってるだろ？　まあ、外周の魔獣とやるには師匠じゃないと厳しいだろうが、脅威度Ｄ以下であれば今のフランなら問題ない」

『そりゃそうだが……』

「気持ちは分かるが、時には見守ることも必要だと思うぞ？」

『むぅ……』

　分かっちゃいるんだがな……。どちらにせよ今の状態じゃ見守ることしかできんけど。

　見えていないところで危険な目に遭っていないか、どうしても心配になってしまうのだ。

『俺の修復はどれくらい進んでるんだ？』

「さてな。俺に分かるのは、まだ解析中だってことだな。修復には進んでいない」

『もう三日も経つのに？』

「ああ。しかも、修復は解析以上に時間がかかるはずだ」

『つまり今日中に解析が終わったとしても、最低あと三日はこのままってことか』

　フェンリルが言うには、俺のシステムは複雑すぎる故に、細かく解析しようとすれば相当な時間がかかるということだった。

『進み具合は分からないのか？』

「分からん」

『はぁ……』

　先が見えないっていうのは、なかなか苦痛だぜ。

「済まんな。ただ、これは師匠のためにも必要なことなんだ。堪こらえてくれ」

『分かってるよ。なあ、この状態で、動かなければスキルや魔術を使っていいのか？』

「うーむ。念話や初級魔術程度はともかく、あまり大きいのはやめた方がいいと思う。その分、解析が遅れる恐れがある」

『……大人しくしておくよ』

「それがいい」

　あー！　早く終わってくれんかなー！







　俺が台座に差し込まれてから、あっと言う間に一週間が過ぎた。

　解析はまだ終わらない。

　マジで一ヶ月くらいはかかりそうじゃないか？

　フランがいる間はともかく、ゴブリンストーキングに出かけてしまった時は本当に手持ち無沙汰であった。

　フランとウルシは修行であるはずのゴブリンストーキングがいたく気に入ってしまったようで、毎日楽し気に出かけていく。

　どうも、探偵ごっこに通じる面白さを見出したらしい。

「今日こそは『鼻曲まがり』に見つからないように近づく」

「オン！」

「あと、『角つの折れ』は無視していい」

「オフ？」

「あれは『槍持ち』と遊んでばかりで、巣には戻らない」

　ついにゴブリンを見分けられるようになったらしい。あだ名を付けて楽しんでいる。

　今はゴブリンの巣を突き止めるため、一日中ゴブリンの後をつけ回しているようだ。飽きるまでは続けるだろうな。

　そのせいでフランもウルシも暗くなっても中々帰ってこないので、俺は暇で暇で仕方がない。

　おかげで、ちょっとずつ妄想していたオリジナルのラノベ風物語が完結してしまったぜ。

　タイトルは「前世で勇者のＳＳＳＳランク冒険者のおじさん賢者が魔王になるために三度目の転生したら悪役令嬢に使われる聖剣でした」である。

　笑いあり涙ありお色気ありの、スーパーハイファンタジーだ。婚約破棄からの追放に加え、ざまぁ要素とハーレム要素ももちろん取り入れているぞ。

　最後は一〇〇人の嫁と一緒に、自分を捨てた勇者パーティに復讐しようとしたところで、実は全て夢だったことに気づくのだ。地球のベッドの上で目覚めた主人公は戦いの無意味さを思い知り、「普通の人生が一番だね！」と悟るという感動の夢落ちラストである。

　我ながら恐ろしく面白い。地球でも利用していた小説家投稿サイトに載せたら、あっと言う間にランキング一位間違いないだろう。自分の文才が恐ろしいぜ。

「師匠、どうしたんだ？」

『いい加減飽きてきた。頭の中で、一ミリも面白くない大長編の超絶クソファンタジーを完結させちまう程度には暇だしな』

「うーん。師匠も修行をしてみたらどうだ？」

『もうやってる』

　フランたちを真似して、魔力の流れを制御する修行は今も続けていた。だが、俺には同時演算スキルがある。それ故、修行しながらも、他のことを考えることができる──できてしまう。

「知恵の神の加護もあるし、仕方ないだろう」

『どういうことだ？』

「あの加護は、魔術の同時起動などを補助してくれるんだよ。思考の分割がしやすくなるって言えばいいか？」

　同時演算と併せれば、効果は倍増であるそうだ。つまり、俺の暇も倍増ってことだ。

『それにしても、どうして知恵の神の加護なんてものが俺についた？』

「神剣ケルビムが知恵の神の眷属だったからだ。つまり、師匠がアナウンスさんと呼んでいる存在が、知恵の神の眷属なんだよ」

　アリステアのメンテナンスによってケルビムの残滓との繋がりが強化され、俺も眷属だと認識されたらしい。

『そういえば気になってたんだけど、俺の鍔つばのエンブレム。なんで狼の形なんだ？　いや、フェンリルを象かたどっているのは分かるけど、ケルビムは天使みたいな意匠だったはずだろ？』

「いくつか理由はある。一つは師匠が元ケルビムだと隠すため。ほとんど人目に付かなかったとはいえ、神託書記スキルなどで姿形を知る者はいる」

　それは確かにそうだ。元神剣などとばれたら、色々と狙われかねない。

　隠せるなら隠す方がいいのだ。

「もう一つは、単純にその方が強いからだ」

『なに？　形が変わっただけじゃないのか？』

　エンブレムの形がちょっと変わったくらいで、強さが変わる？

「姿形と存在は密接に結び付く。ケルビムにはケルビムに相応しい形があり、俺を取り込んだ師匠にはそれに相応しい形がある」

『それで強さまで変わるのか？』

「ほんの僅かに。まあ、神剣という高位の存在であるからこそだがな。そこらの数打ちの剣のエンブレムを弄ったところで、意味はないさ」

　神剣という凄まじい力を持った武器だからこそ、ほんの少し強くなっただけでも意味はあるってことなんだろう。

「そうだな……。例えば加護の取得などにも影響はある。炎の形をした武器に、水の神の加護は付かない。姿から与えられるイメージはそれだけ重要だってことだ」

『でも、狼の意匠が施されている俺にフェンリルや銀月の女神さま系の加護はなくて、知恵の神の加護がついたぞ？』

「さっきの話と矛盾するようだが、形だけが全てではない。重要ではあるが、結局は大きなモノを構成するファクターの一つでしかないってことだ」

『外見も中身も大事ってことだな』

「そういうこった」

　そもそも、知恵の神の加護は俺の成長に合わせて与えられるはずだったのだが、アナウンスさんが力を失ったせいでお預けになっていたそうだ。アリステアのおかげで、それらの成長が一気に進んだってことらしい。

「混沌の女神様の加護に関しては……分からん。気まぐれなお方だからな。単に面白そうだという理由で加護をお与えになったのだとしても、俺は驚かんよ」

　混沌なんて物を担当しているだけあり、中々ハッチャケた人であるらしい。

　確かに、以前ウルムットのダンジョンで会話した時もそんな感じの神様だった。「良い混沌を」とか言ってたもんな。

『眷属云々の話を聞いた後だと、むしろ面倒な気さえするんだが』

「はあ。そういうところは異世界人だな。こちらの世界の人間であれば、神の加護を二つも持っていたら一大事だぞ？　それに、師匠の場合は神の支配が及ばん。別に無理やり言うことを聞かされるわけでもないし、便利なスキルだと思っておけ」

『俺、以前混沌の女神に色々と命令されたけど？』

「あれは眷属への支配を使ったんじゃなくて、普通に力で脅しただけだろ？」

『そっちの方が性質悪くない？』

「さあ？　だが、死ぬ覚悟さえあれば抗えるぞ？」

『俺は死にたくねーよ』

　結局、神様には逆らえないってことね？　いや、邪神以外の神様に逆らうつもりはないけどさ。でも、神様と戦うことになったら？　そんなことはないだろうが。でも……。

『あー、悪い方に考えちまうのも、暇すぎるからだ。俺は考えすぎるとネガティブになっちまう性質なんだよ』

　普段はポジティブな方なんだけど、長々考えてるとドツボに嵌はまるのだ。

「はぁ。だったら、もう少し複雑な修行をしたらいい」

『例えば？』

「これは駆け出し魔術師がやる修行なんだが、初歩の魔術を制御して、形を変えるんだ」

『形を変える？　アロー系の魔術を太くしたりってことか？』

「いや、もっとガッツリ形を変える。それこそ、こんな風にな」

　フェンリルがそう言って、自分の目の前に火の矢を生み出した。だが、即座に矢が形を変え、狼の姿に変化する。遠吠えの動作をするおまけ付きだ。

「分かるか？　今の変形には魔力を使っていない」

『ああ』

　俺が魔術を強化したり、形を変形させたりするとき、魔力をより多く注ぎ込んで術を弄る。だが、フェンリルが今やった変形は魔力を余分には使っていなかった。つまり、普通のファイア・アローと同じ魔力消費だったということだ。

　イメージ力と術の制御力さえ鍛えれば、魔力を無駄に消費せずとも術を変形させられるということであるらしい。

　駆け出し魔術師が、少ない魔力を無駄にせずに修行するために編み出された方法だそうだ。空中で魔術を維持しつつ、その形を変形させることで集中力と制御力、持久力が鍛えられるというわけである。

　俺の魔術は独学だし、こういった基礎的な訓練方法を教えてもらうのは嬉しいね。これを続ければスキルレベルが上がらなくとも、魔術の腕前が上がるかもしれん。

「これなら魔力を大して消費しないし、解析にも影響は少ない。それでいて、全意識を集中すればするほど、色々と面白い変形が可能になる。修行にも、暇つぶしにもなるだろうよ」

『それに面白そうだしな』

　俺はまずはフェンリルがやったように、ファイア・アローを変形させてみることにした。

『いきなり狼は無理か』

「最初は図形を描くくらいにしておけ」

『くそー、今に見てろよ。狼どころか、ケルベロスを描いてやる！』

「楽しみにしているよ」







『もう、どれくらいの時が過ぎたんだろうな？』

「……」

　答える者はいない。当然だ。

　俺がこの台座に差し込まれてから、気が遠くなるほどの時が過ぎたのだから。

　雲は流れ、雨が降り、幾度もの夜を越え、俺は未いまだにこの場所にいる。

『あれから幾いく星せい霜そう……いつになったら俺はこの状況から抜け出せるんだ？』

「……」

『この拷問にも等しい、平原の牢獄から……』

　だが、そんな俺の嘆きの声に応える声があった。威厳に満ちた男性の声が、どこからともなく聞こえてくる。

「……百年の孤独ごっこはもういいか？」

　独り芝居をする俺を呆れ顔で見つめるフェンリルさんでした。

『暇なんだよ！』

「俺もまさかここまで長くなるとは思ってなかったからな。だが、枯渇の森に刺さってた頃よりはましだろ？」

『そりゃそうだが……』

　終わりがあると分かっているし、フランもウルシもフェンリルもいる。それに俺自身が多少は成長もした。

『でも暇なものは暇なの！　だって一ヶ月だぞ？』

　そう、あれから一ヶ月だ。それだけ経過しても、まだ解析すら終わっていなかった。いったいどれだけの時間がかかるのか……。

　今や祭壇の隣には、大地魔術で作られた小屋が建っている。最初の数日、フランは平原にベッドを置いてそのまま寝ていたのだ。元々野宿は苦にならない性質である。というか、閉塞感のある場所よりも、爽やかな平原で寝る方が好きらしい。

　ただ、雨が降る日もあるので一応小屋を作ったのだ。最初はフェンリルが作ろうとしたんだけど、こいつが元々は狼だっていうことを忘れていた。巨大な穴を掘って、「良い寝床だろう！」って言うんだもの。

　結局、フランが適当に作ることになった。ただ、その辺りは雑なフランだ。屋根があるだけマシレベルのあばら屋である。くそ、俺が作れればもっとマシな家にできたのに！　さすがに初級魔術じゃどうにもならないのだ。

　まあ、俺の解析が終わらないおかげでフェンリルが外に出ていることができ、フランたちの修行が大分進んだがな。

『俺ももう、氷魔術でこんなこともできちゃうんだぞ？』

　苦手な氷魔術を制御して、狼からドラゴン、ドラゴンから虎などに変形させることも難なくできるようになった。

　得意な雷鳴魔術、火魔術ならば一〇頭の龍を宙に舞わせて別々に動かし、最後に花火のように散らすことさえ可能だ。

　フランの前じゃやらないけど、美少女風の外見にしてセクシーなポーズをとらせることだってできちゃうぞ。

「そもそも、同時演算を外せばいいんだがな。それがあるせいで思考が高速化して、より時間が長く感じてるんだよ」

『それじゃ、いざという時に即応できないだろうが』

　フランに何らかの危機が訪れた時にすぐ気づけるように、修行しつつも探知能力は絶対に切らすことができないのである。そのためにも、思考を分割できる同時演算は必須であった。

「心配性だな」

『それに、良い修行になったんだから結果オーライだ。フランたちが修行してる横で、俺だけ遊んでいるわけにはいかんからな』

　フランたちの修行も、すでに第二段階へと進んでいる。剣技のみを使って戦闘するという修行だ。

　フランは普段、剣技をあまり使わない。

　高速戦闘の中では、技後の硬直が命取りになるからだ。また、スキルや魔術で一撃の威力を底上げできるフランには、剣技が必要ないという理由もあった。

　しかし、剣技を使いたがらないもう一つの理由として、フランの剣技の使い方があまり上手ではないというのもあるのだ。

　普通の剣士の場合、剣術を練習→剣技を習得→剣技をメインで戦う→剣技のみでは通用しない相手に出会う→剣術、剣技両方をバランスよく使うようになる、という流れで成長する。

　しかしフランは、最初から剣術を高レベルで習得してしまったが故に、それだけでも戦闘ができてしまった。

　他の剣士が通るような、剣技を覚えてそればかり使いまくって痛い目に遭うというプロセスを飛ばしてしまったのだ。

　普通はその時に、剣技の使い方を体に覚え込ませるのだろう。その経験を積み上げていないフランは、剣技を攻防の中に織り交ぜることが苦手であった。

　俺たちが剣技を使う場合、斬り合いの機先を制する場合か、止めに放つことが多いのもそのせいだ。

　それを分かっているフェンリルに、しばらくは剣技だけで戦闘をするように言われていた。フェンリルとの模擬戦でも、剣技だけで戦いを組み立てている。

　フェンリルは幻影のような存在なので、幾ら攻撃を受けても問題ないらしい。そのおかげで、フランの剣技を時おり食らいつつ、アドバイスをしてくれていた。

「そろそろ実戦を積みたいんだがな」

『フェンリルとの模擬戦じゃだめなのか？』

「俺は幻だから手を出さない。それでは戦闘どころか、模擬戦とも言えん。だが、この辺にいるゴブリンを相手にする程度じゃ、実戦にもならんだろう？　もう少し強めの相手との戦闘が必要だ。魔獣相手の実戦か、冒険者相手の模擬戦か……」

　やはり、実戦で鍛えなくては本当の意味では身に付かないってことらしい。

「ただな、そろそろ俺も時間切れだ」

『え？　どういうことだ？』

「修行の時以外は力を節約してきたが、さすがにこれ以上は外に出ていられん。師匠の話し相手になれるのもあと少しだ。すまんな」

　その言葉で分かった。単に幻影を使って外に出ることができなくなるだけではなく、以前の状態に戻り、会話すらできなくなるということなのだろう。

「フランたちにも教えられることはほぼ教えたが……。今後も見てやれないのは少々心残りだな。後は頼むぞ師匠」

『雑魚魔獣でも狩ればいいのか？』

「模擬戦の相手がいない以上、それしかなかろう。最初は雑魚から始めて、段々強くしていくんだ。幸い、この平原なら色々な魔獣と戦えるからな」

　ただ、やっぱり俺抜きで強い魔獣と戦わせるのは不安だな……。離れるのは王都でも経験したが、あのときは立場が逆だった。今回は俺が待つ側である。

『なあ、フランとウルシ同士の模擬戦じゃダメか？』

「あの二人では、互いの手の内を知り過ぎている。できれば他の冒険者や、手ごわい魔獣がいい」

　冒険者を呼ぶのは無理だ。俺のことも隠さなきゃいけないし、ここに留とどまってフランの模擬戦に付き合い続けるのを、そもそも了解してくれるはずもない。

　なら魔獣しかないだろう。でも、強い魔獣とフランたちだけで戦闘させるなんて……。

　フランとウルシよりも、俺の方が心配で参ってしまいそうだ。

『ぐぬぬ』

「師匠もその心配性を少し直さんとな……」

『わかってるよ……』

　でも、仕方ないじゃないか！

　フェンリルに苦笑されつつも心配症を抑えられずにいると、フランたちが修行から戻ってきた。

「ただいま」

「オン！」

『おー、今日はどうだった？』

「ん。もう少しで鼻曲りを突破できる」

「オン！」

　相変わらず、楽しくゴブリンを追跡しているようだ。

　俺にゴブリンとの激闘を語りながら、不意にお腹を押さえるフラン。

「おなかへった……」

　フランもウルシも、切なそうな顔だ。それを追うように、お腹がカロリーを求めるグググーッという音が響き渡る。

　元気に修行して、盛大にお腹を減らしたらしい。ある意味、健康的な生活だよな。

　フランたちは魔術で体の汚れを落とし、俺はその間に食事の準備だ。次元収納から料理を出すだけだが、飽きないように毎日違う献立を考えているんだぞ？

『じゃあ、今日はカレーにフィッシュフライをトッピングしとくか』

「ん！　魚も美味しい」

「オン！」

『さ、たんとおあがりー』

「いただきます！」

「オンオン！」

「この体で何が一番つらいって、食事ができないことだな」

　美味そうにカレーを頬張るフランたちを見つめながら、フェンリルが溜め息を吐く。まあ、その気持ちは分からなくもない。フランたちは本当に美味しそうにゴハンを食べるからな。

　剣の体になったことで食欲がなくなった俺でさえ、ちょっと羨ましくなるのだ。幻影であるフェンリルも食欲を刺激されているのだろう。

「……う？」

「オン」

　魔境であるとは想像もできない豪華な食事を終え、お茶を飲んでいたフランたちが動きを止めた。そして、二人そろって平原の北を睨む。

『近づいてきているな』

「しかも一直線にな」

　何か大きな魔力を持った存在が、こちらに向かってきているのだ。

　最初は強めの魔獣が暴れているのだと思ったが、エリアなど無視して真っすぐ南下してくる。どうも、単なる魔獣などではなさそうだった。

　この場所を目指しているようにも思えるが……。

『フラン、ウルシ。気を付けろ！』

「ん！」

「ガル！」

　いつでも対応できるように、フランとウルシが立ち上がった。フェンリルは、万が一に備えて姿を消す。俺も、最悪は解析を中断する必要があるだろう。それによって何が起きるかは分からんが、フランが最優先だ。

「ん？」

「オン？」

　だが、俺たちはすぐにその緊張を解いていた。

　別に相手がいなくなったとかそういったことではない。単に気配の主が知り合いだと分かったのだ。

　距離が近づいたことで、気配の主が誰なのかはっきりと分かっていた。

「アマンダ？」

「オン」

　そう、凄まじい速度でこちらに向かってきていたのは、ランクＡ冒険者のアマンダであった。全力で駆けているようだな。この分なら、数分でここに到着するだろう。

　そのまま五分ほど待っていると案の定、平原を走るアマンダの姿が見えてくる。

　こちらが視認したのと同時に、向こうもこちらを見つけたのだろう。

「フーラーンーちゃーん！」

　メッチャ手を振っている。顔には満面の笑みだ。

　フランの姿を発見したアマンダがさらに速度を上げた。

　アマンダとフランの直線上にいたゴブリンが、風魔術によって一瞬で粉々にされたな。

　それを見たフランが、何故か悲痛な叫びを上げた。ウルシも悲しげに吠える。

「あーっ！　鼻曲りー！」

「オーン！」

　ああ、あのゴブリンがフランとウルシの永遠のライバル、鼻曲りか。なんでも、ゴブリンとは思えない嗅覚で、フランたちのストーキングを悉ことごとく見破ってくるらしい。さらに隠密の精度を上げ、遠距離から監視すると意気込んでいたはずだ。

「ううー、鼻曲り……」

「え？　え？」

　俺たちの目の前までやってきたアマンダが、戸惑った声を上げていた。

「アマンダのバカ」

「え？　なんで……？」

　久しぶりに再会して、感動的なアレコレを想像していたのだろう。だが、いきなりフランが手足をガクリと折って地面につき、何やら叫び始めたのだ。しかも、挙句の果てに怒られた。




[image: ]




「ご、ごめんなさい？」

　なんで怒られているのか分からないなりに、頭を下げるアマンダ。

　フランもそれを見て、仕方ないと受け入れたらしい。まあ、相手は所詮ゴブリンだしな。

「許して？」

「……もう、いい」

「ありがとうフランちゃん！」

「むぐ」

　感激した様子のアマンダが、フランに飛びついて抱きしめた。胸の谷間に埋もれる形で、フランが変な声を出す。その後は頬ずり＆ほっぺにチュー攻撃である。

　前に別れてから、久しぶりの再会だ。多少熱烈になってしまうのは仕方ないだろう。

　アマンダが男だったら、解析とか無視して最高威力の攻撃を叩き込むところだがな。

「フランちゃん！　お姉さんが来たからには、もう大丈夫だからね！」

　次に、キリッとした顔でアマンダが宣言する。

　だが、フランには何のことか分からない。小首を傾げて、聞き返した。

「どういうこと？」

「だって、フランちゃんが魔狼の平原に向かって戻らないっていうから〜。何か問題があったんじゃないの？」

「ない」

　どうも、フランが行方不明扱いになっていたようだ。

「でも、修行してくるって言って出てきた」

「まさか、ずーっと籠こもってるだなんて思わないわよ」

　アマンダが、さすがに呆れたような声で肩を竦める。

　町に近い魔境で冒険者が修行をする場合、数日で町に戻るのが普通であるそうだ。得た素材も無駄にしたら勿体ないし、食料などの問題もあるからだ。

　ただし、それらは次元収納を持つフランにとっては、問題にならない。普通の冒険者が長期間、ダンジョンや魔境に滞在し続けるのは難しいが、フランなら可能になるのだ。

「フランちゃんが帰ってこないってネルが心配してたから、私が確かめに来たのよ」

「ネルは、次元収納のこと知ってる」

「フランちゃんはもう少し自分の無茶っぷりを自覚しなさい」

　アマンダが呆れた顔で、フランの鼻をツンツンつついた。ランクＡ冒険者に無茶って言われるようなことしてたんだな……。

「普通はね、そんなに便利な術じゃないのよ？」

『そりゃそうか』

　時空魔術に物を収納する術は存在するが、普通は俺たちほど便利ではない。そもそも俺だってストレージという魔術は使えるが、ほとんど使用したことはなかった。

　だって、次元収納の方が高性能なのだ。即座に発動でき、入り口が大きく、容量が圧倒的に多い。しかも中で時間が進まない。まあ、それだけに特化した専用のスキルだし、当然だが。

　ストレージを基準に考えた場合、俺たちほど大きいものを収容することも、量をたくさん収容することもできないのだ。しかも余程の使い手でなければ、時間も経過する。

　収納系の能力を持っていたとしても、一ヶ月無補給で魔境に籠もれるとは誰も思わないのだろう。

　この世界にきてすぐに次元収納をゲットできたことは、非常に幸運であったと言えた。

「それにここはＡ級魔境よ？　いくらフランちゃんが強くても、一ヶ月も戻らなければ心配するわよ。まあ、ギルマスは笑ってたけど」

　アマンダも、何かあったのではないかと考え、慌てて魔狼の平原にやってきたらしい。

「それに師匠もいないし、きっと不測の事態があったんだと思ったのよ。師匠、どうしちゃったの？　その、全然魔力が……」

　アマンダが痛まし気に俺を見ている。実は台座に差し込まれている間、俺の存在は他者からほとんど感知されないようになるらしい。それ故、アマンダからは力を失ってしまった魔剣に見えるのだろう。

　聞きづらいことを聞くような顔で、フランに尋ねている。

　いや、俺とフランの関係を知っていれば、聞きづらいのは確かだろう。相棒が何故死んだのか聞いているようなものだからな。

　ただ、アマンダにはどこまで説明してもよいのか、すでにフェンリルと相談済みである。

『心配してくれてありがとうって言えばいいか？　それとも勝手に壊すな、かな？』

「え？　師匠、大丈夫なの？　私てっきり……」

『この台座は俺を作った神級鍛冶師に由来しているんだが、ここに刺さっている間は俺の力が外に漏れないようになるらしいんだよ』

「へー、それは凄いわね。でも、神級鍛冶師？　師匠って、もしかして神剣なの？」

『はっはっは、違う違う。神級鍛冶師に作られた剣っていうだけだよ』

　嘘ではない。廃棄神剣ではあっても、今の俺は神剣ではないのだ。

「ふーん。嘘じゃないけど、本当のことでもないって感じかしら？」

『え？　いや、えーっと……』

「凄い。アマンダ、なんでわかった？」

『フ、フランさん!?』

「？」

「うふふふ。大丈夫よ。私にだって、人に言いたくない秘密の一つや二つあるもの。インテリジェンス・ウェポンともなれば、きっと尋常じゃない秘密があるんでしょうしね」

　よかった、怒ってはないらしい。しかし、アマンダの直感はすげーな。

「この遺跡が、師匠と関係あるんだろうってのは分かったわ。勿論、誰にも言わないから」

『そうしてもらえると助かります』

「でも、ここってずっと謎だったのだけれど、神級鍛冶師に関係した施設だったのね」

「ん。ここで師匠の修復をしている」

『この台座には、色々と機能があるらしくてな』

「修復って、何かあったの？」

　さすがにフェンリルや神について、話すわけにはいかないというのがフェンリルの見解だった。そこで、神級鍛冶師であるエルメラを前面に押し出し、俺のメンテナンス中であると説明することにしたのだった。

「王都では激戦続きで──」

　長い話を聞き終えたアマンダが、フランを再び抱き寄せてその頭を超高速で撫でている。

「頑張ったのねー！」

　どこに行っても大きな騒動に巻き込まれて、何度も何度も死にかけたっていう話だからな。

　それはそれとして、アマンダがフランの頭を撫でる勢いが止まらん。ハゲたりしないよな？　もしくは火が付いたり？　フランが嫌がっていないから止めんけど。

「あのケチ侯爵の陰謀を暴いたのは偉いけど、無茶しちゃだめよ？」

「ケチ侯爵？」

「アシュトナーよ！　あの侯爵の依頼を何度か受けたことがあるけど、支払いが渋いのなんのって！　でも、知人の紹介だったりするから、断れないのよね」

　アマンダは素材調達などの仕事を何度か受けたことがあるそうだ。アレッサにはそれなりに影響力がある人物であったため、断り切れなかったらしい。

　アマンダの場合、国や貴族との繋がりが太いからな。逆にそういったしがらみも多いのだろう。

　アマンダは相当深い部分まで今回の顛末を知っていた。

　レイドス王国を相手にするにあたって、色々と情報が開示されたらしい。それに、独自に持っているパイプで、情報を集めてもいるようだ。

　俺たちが語るまでもなく、王都でのフランの活躍は耳にしていた。

　どちらかというと、初耳になる獣人国での戦いの方が、アマンダ的には気にかかっているらしい。

　キアラが死んだ話をすると、本当に痛まし気な表情をしていた。キアラを悼いたんでというよりは、キアラを失ったフランの心情を慮おもんぱかってだろうがな。

「……フランちゃんは、本当に頑張り屋ね。でも、頑張りすぎないでね？」

「ん？」

「もし私の知らないところでフランちゃんに何かあったら、悲しい。だから、無茶し過ぎないで？　だめ？」

　アマンダが少し茶化すような、それでいて真剣な瞳でフランに語り掛ける。

　だが、フランは申し訳なさそうにしながらも、頷くことはしなかった。

「……ん。でも、無茶しないと強くなれないから」

「ふぅ……。そう」

　今の数秒で、何を言ってもフランの決意は変えられないと悟ったのだろう。アマンダは切なげに目を伏せている。

「ねえ？」

「ん？」

「今は、この場所で師匠の修復を待つ間、フランちゃんは修行をしているってことよね？」

「ん」

『そういうことだ』

「なるほど……。わかった。私も協力するわ！」

　何やら決意の表情を浮かべたアマンダが、拳を握りしめて宣言した。顔にはやる気が満ちており、今にも模擬戦を始めるとか言い出しかねない。

『協力って、何をするつもりだよ？』

　アマンダはレイドス王国に対する抑え役としてアレッサにいなくてはいけないはずだ。しかも現在は小競り合いが発生している最中であり、勝手な真似はできないだろう。

「だって、模擬戦の相手が欲しいんでしょ？　私が相手をするわ」

「おおー」

　フランは嬉しそうだが、本当に平気なのか？

『いや、それはありがたいけど、アレッサはどうするんだ？　それにレイドスとの戦争は大丈夫なのか？』

「ああ、そっちの話ね」

　俺が尋ねると、アマンダが現在の情勢を説明してくれた。

　国境を越えたレイドスの部隊はアレッサ勢に散々蹴散らされ、結局は全て撤退したそうだ。その後レイドス王国からは、一部の強硬派が暴発して申し訳ないという旨が書かれた詫び状が届けられたという。

　国の意思じゃないよ、少数の馬鹿がちょっとヤンチャしちゃっただけだよ。そう言い張るつもりなのだろう。書状の後には使者とともに、首謀者とされる人物の首が送られてきたそうだ。

「実際は、レイドスの貴族同士の政争に負けた、今回のことに関係ない下級貴族の首っていう話だけどね」

『スケープゴートってことか』

　アレッサの首脳部も、クランゼル王国から派遣された交渉役も、そのことは分かっている。だが、分かっていながらもレイドスの言い分を認めざるを得ないらしい。

「なんで？　悪いのは向こう」

「そうなんだけどね〜。こっちにだって、戦争を継続させるメリットがないのよ」

　国内が大混乱しているこの時期に、大国相手に戦争を続けることなどできるはずもない。そんな余裕があるなら、王都の復興に力を入れる方がマシである。

　面子の問題はあるが、レイドスが一応謝ったことで、それも解消された。賠償金などもそれなりに得ることができるそうだ。

　レイドス王国も最初からそこまで織り込み済みであったのだろう。

　上手く国境付近を切り取ることができれば最良。失敗したとしても、クランゼル王国が逆侵攻してくる可能性はない。その余裕がないからだ。賠償金は支払うことになるが、貴重な戦闘データを得ることができる。

「現在はジャンが国境線の警戒、他の冒険者が国内に入り込んだと思われるレイドスの工作員の捜索を行っているわ」

「アマンダは？」

「私は他の冒険者の代わりに、上級冒険者用の依頼や、緊急依頼をこなしてるの。でも、ちょっと張り切りすぎちゃって、依頼がなくなっちゃってねぇ」

　だったら工作員を捜せばいいと思ったが、有名人で目立つアマンダは、そういった仕事には不向きであると判断されたらしい。

「失礼よね？　私だって、忍ぼうと思えば忍べるのよ？　それを戦闘と破壊しか能がない脳筋みたいに……」

　しばらくネルやギルマスへの文句を呟いているアマンダだったが、すぐに気を取り直したらしい。

「ま、そのおかげでここに来る時間もあるわけだし、むしろ感謝しないとね！」

　つまり、アマンダはここに常駐するわけではなく、数日おきにアレッサと魔狼の平原を行き来するつもりであるようだ。

「私とだけ模擬戦をやっていたって、偏るでしょう？　模擬戦、魔獣狩り、基礎修行、私との平原探索。これを繰り返すのがちょうどいいと思うわ」

『師匠。これはチャンスだ。フランのためには、アマンダに協力してもらうのが一番いい』

　フェンリルも賛成であるらしい。姿を消したまま、俺にそう告げてきた。

『それじゃあ、お願いしてもいいか』

「ん。アマンダありがと」

　俺とフランが頷くと、アマンダがいそいそと鞭むちを準備し始めた。

「ふーふふーん」

　鼻歌交じりに背負っていた荷物を下ろし、鞭を構えたではないか。

『え？　もうやるのか？』

「当然でしょ！」

「ん。当たり前」

　ああ、戦闘狂たちのことをまだ分かっていなかった。少し休憩してとか、そんな常識は通じないのだ。

　あっという間に二人は準備を整えていた。

「じゃあ、やりましょうか？」

「ん！」

　フランとアマンダが祭壇の前で向き合い、鋭い視線を絡め合う。久しぶりに再会して十数分で模擬戦か……。

　フランが構えるのは、最近使っている幻げん輝き石の魔剣。

　アマンダの鞭は、『悪魔の責め苦』という厳つい名前の付いた禍々しい鞭だった。エナメルのようなテカリのある赤い鞭で、鋭い棘がいくつも生えている。

　武闘大会で壊れてしまった天てん龍りゅう髭ひげの魔ま鞭べんや、決勝で使っていた予備の鞭ともまた違うな。





名称：悪魔の責め苦




攻撃力：７２１　保有魔力：６１６　耐久値：７２０




魔力伝導率・Ｂ│　




スキル：伸縮自在、与苦痛増加、麻痺付与







名称：天龍髭の魔鞭




攻撃力：１０３０　保有魔力：１８００　耐久値：１０００




魔力伝導率・Ａ




スキル：重量変化、伸縮自在






　以前使っていた天龍髭の魔鞭よりは弱いが、この鞭も結構強い。与苦痛増加が嫌らしい能力なのだ。

「新しく手に入れた鞭の試運転をさせてもらうわね？」

「ん。上等」

「ふふ。じゃあ、いくわよ？」

　その瞬間、戦闘が始まった。

　外から見ていると唐突に見えるが、二人の間ではそうではない。武器を構え合った時点で始まっているようなものだからだ。

「しぅっ！」

「む！」

「はぁぁ！」

「ん！」

　アマンダの鞭を躱しつつ、フランが切りかかる。そんな攻防を数分間繰り返していると、アマンダが感心するように笑った。

「立ち回りを変えたのね」

「ん」

「なるほどなるほど。剣技を使うことを意識しているのね」

　あっさりと見抜いたアマンダ。改めて見るとアマンダの立ち回りは、鞭術の中に本当に自然に鞭技が織り込まれている。

「しぃ！　はぁ！」

　踊るような鞭の攻撃の合間。鞭が地面に潜り込むと地中から槍のようにフランに襲いかかり、再び横薙ぎの一撃に変化する。

　下から相手に襲い掛かる鞭技『狂い睡蓮』を上手く使い、横の動きの中に縦の動きを組み込んでいるのだろう。それにより、フランは回避のタイミングを崩されるだけではなく、常に下にも注意を払わなくてはいけなくなった。

　それ以外にも、アマンダの鞭技は凄まじい。

　一度剣で弾かれた鞭が、あり得ない動きでフランに再度襲い掛かってくる『蛇だ蝎かつ』。

　アマンダが全く腕を動かさない状態から、鞭が生き物のように動いて奇襲してくる『蛟みずち撃ち』。

　様々な鞭技によって翻弄され、改めて武技の有用さを分からされた。

『あれが目指す先か……』

　結局フランは鞭の嵐に押し切られ、剣を弾き飛ばされてしまっていた。

　やはりアマンダは強い。

「むぅ……」

「まあ、まだまだ負けないわよ？　でも、この立ち回りを身につければ、相当強くなれるでしょうね。武術の腕前自体は、もう私を超えているようだし」

「ん！」

「それに、師匠の援護なしで戦うのは、絶対にフランちゃんのためになるわ。攻撃力や魔術だけじゃなくて、戦闘中に相談できなければ自分で考えるしかないしね」

「……わかった」

　フランは悔しそうだが、アマンダの助言に素直に頷いている。この素直さが、フランの成長力を支えているのだ。

　頑固な部分は絶対に譲らないが、戦闘などの教えを請う場合は驚くほどに素直だった。

「じゃあ、次行きましょうか」

「ん！」

　一回で終わるわけないよね。

　その後、日が傾き始めるまで、フランとアマンダの模擬戦は続いたのだった。

「いやー、久々にいい模擬戦ができたわ！」

「ん……」

　フランは一度も勝てなかったな。立ち回りを変えずに剣技主体で挑んでいたとはいえ、凄まじく悔しそうだ。多分、一回くらいは勝てるつもりだったのだろう。

　しかし、俺がいない状態では力の差は歴然だった。いや、力ではなく、経験と技術の差か。

　それでも、後半はアマンダの鞭にも反応できるようになっていたし、今後修行が進めばいい勝負ができるようになると思う。

　アマンダはいい笑顔で汗を拭きながら、フランを褒めてくれていた。まるで姉のように、フランの成長を喜んでくれているのが分かる。

　模擬戦後も、本当に名残惜しげであった。

「それじゃあ、私はアレッサに戻るわね。また四日後に来るわ」

「わかった」

「フランちゃん、私が帰っちゃって寂しくない？」

「へいき」

「ほ、本当に？　嘘つかなくっていいのよ？」

「ん」

「本当の本当に？」

「全然平気」

「本当に──」

　アマンダよ、とっとと帰れ！




　夕食時。

　フランはウルシと共に巨大な肉にかぶりついている。

　ふふん、フランだって毎日カレーを食べているわけじゃないのだ。いや、今日は朝と昼はカレーだったけどね。

　これは迷い込んできたファングボアを偶然仕留めたので、丸焼きを作ってみたのである。

「もぐもぐ……これはこれでおいしい」

「ガウガウ！　オン！」

　マンガ肉を両手に持って交互に頬張るフランと、骨ごと肉を噛み砕くウルシ。太い大腿骨を噛み砕きご満悦だ。味よりも歯応えに喜んでいるようだった。

「さてと……それじゃあ、俺はそろそろ眠りにつかなきゃならん」

「ん……」

「オン……」

　すでにフェンリルが眠らなくてはならないということは、フランたちに説明済みだ。だが、改めて言われると寂しいらしい。アマンダと違って、次いつ会えるかどうか分からないからな。

「そんな顔をするな。師匠の中で眠るだけだからな。二人とも修行頑張れよ」

「ありがとうございました」

「オン」

　フランたちが背筋を正して、頭を下げる。フランなんてシリアスな表情で、肉を一度テーブルに置いたぞ。

　アマンダに対するのとは全然違う態度だが、向こうは仲の良いお姉ちゃん感覚、こっちは期間限定の大好きな先生的な感じなのだろう。

「なに、俺と師匠は一心同体。師匠の相棒であるフランは、俺にとっても他人じゃないんだ」

「でも色々教わったから」

「オン」

「それに、俺が力を取り戻すためにも、フランには頑張ってもらわなきゃならん」

「ん！　任せておいて！」

　フランの力強い言葉に、フェンリルが優しく微笑む。

「ああ、任せる。またな」

「ん。またね」

「オン！」

　そして、フェンリルは幻影のままフランとウルシの頭の上に手を乗せる。触れられる訳ではないんだが、それでも二人は嬉しそうだ。そんなフランたちの表情を僅かな間見つめると、軽く微笑んでそのままスゥーッと消えていった。

　俺の中でフェンリルが眠りについたのがわかる。

『眠ったか。まあ、いつかまた会えるさ』

「ん！　頑張る」

「オフ」




　フェンリルが俺の中へと戻って数日。

　今日もフランたちは魔獣をストーキングしたり、魔獣と戦ったりと修行三昧である。まあ、俺は未だに台座に刺さっているので、スキルで気配を感じ取っているだけだが。

　どうやら俺の成長に合わせてスキル共有も成長していたようで、以前よりも有効な範囲が延びていた。現在は、エリア４の入り口程度までの距離なら、共有が解かれずに離れることができている。もしくはこの土地や台座の恩恵だろうか？

　ああ、エリアというのは俺が一人でこの平原にいた頃、出現する魔獣の強さで区分けした適当なものである。

　ただ、今の魔狼の平原では以前の感覚は全く意味がなさそうだった。

『やっぱ魔獣の強さが大分上がっているな。エリア１はそんなに違わないんだが』

　以前ならエリア１にはゴブリン以下の雑魚。エリア２、３には脅威度Ｆ、エリア４に脅威度Ｅ程度の魔獣が出現していたんだが、今は出現する魔獣の脅威度が一、二ランク上がっている。

　エリア３、４の境目あたりで、すでにランクＤの魔獣が出現しているようだ。以前なら外周部であるエリア５で、エリアボスとして君臨していてもおかしくはなかった。実際俺がいた頃、脅威度Ｄのドッペルスネイクやブラスト・トータスが、エリアボス的な存在だったのである。

　出現する魔獣が強くなってしまった理由だが、なんと俺が関わっていた。いや、強くなったと言うよりは、現在は元の状態に戻ったと言う方が正しいようだ。

　俺の魂を召喚し、剣に封じて定着させるためには凄まじい魔力が必要だった。勿論、主導するのは神なので、プロセスの大半は神がこなしてくれる。だが、台座などの施設は、この平原からの魔力供給が必要だった。

　こっちの世界の神様は色々と制限があるようだし、なんでもかんでも頼りきりにはなれないということなのだろう。

　神々は俺を転生させるため、不足していた魔力を補う目的で一時的に魔力吸収結界を最大で発動させたのだという。そのせいで魔狼の平原全体の魔力が一時的に低下し、出現する魔獣が弱くなったのだそうだ。

　俺としては、魔獣が弱体化してくれて非常に助かった。何せそのおかげで生き延び、強くなることができたようなものである。

　もし魔獣が今並に強かったら、早々に壊されていただろう。

　よしんば無事だったとしても、魔狼の平原を脱出するのに何倍も時間がかかっていたはずだ。それこそ年単位で平原に閉じ込められていたに違いない。

　その場合、俺はフランに出会うことはなかっただろう。

　以前、混沌の女神に、この世界には運命などないと言われた。神すら長期の未来視は難しく、全ては偶然の積み重ねである、と。

　だが、フランとの出会いに運命的なものを感じてしまうのは、俺が元人間だからだろうか？

『……倒したみたいだな』

　長時間戦っていたフランたちだが、魔獣の素材を収納すると台座まで戻ってくる。かなり疲れているようだった。

『お疲れ。どうだった？』

「ん、結構強かった」

『そうか』

　いつものように俺の援護はなく、俺ほど強い武器でもなく、武技中心の慣れない戦い方。それでランクＤ魔獣を相手にするのは骨が折れるのだろう。

　自分で回復しているようだが、明らかに出血した痕があるし、防具の破れ具合を見ればかなりのダメージを受けていたのだろうと分かる。

　また、ウルシの状態もかなり深刻だ。いや、むしろフランよりも悪いかもしれない。このところ、明らかに自分に合っていない接近戦を挑む傾向があった。

　ウルシの場合、回避能力は元々高いものの、近接攻撃力はさほどでもない。そのせいで防御力の高い魔獣や、接近戦特化の魔獣からカウンターを喰らい、被弾することが増えていた。

　その無謀な行動の裏に、フェンリルから告げられた進化の話が影響していることは間違いないだろう。

　ウルシの進化先とされた種族は二種類。死毒魔術特化のゲヘナ・ウルフと、暗黒魔術が得意なダークナイト・ウルフだ。伸びる魔術の系統が違う以外は、非常に似通った進化をする。

　個体としてのステータスはあまり上昇せず、指揮や統率、俯瞰視点や鷹の目といった指揮系統のスキルが大幅に増えるという進化だ。

　勿論、ステータスが全く上がらないわけではない。何せ脅威度Ｂのロード級魔獣だ。しかし、同じ狼タイプで単独戦闘特化型のインフェルノ・ウルフや、同型のヴァルキリー・ウルフと比べてしまうと、かなり弱いと言わざるを得ないという。

　ウルシはそれがどうしても受け入れ難いらしい。

　俺としては、狼型の魔獣の群れを探して、ウルシに支配させることも考えているんだがな。どうしても、自分の力でフランの横に並び立ち、共に戦いたいようだった。

　フランは今後、もっともっと強い敵と戦うことになるはずだ。その時、今のままでは後ろから援護することさえ難しくなるかもしれない。

　多分、今回の王都でウルシはそう感じたはずだ。

　そして、より強い力を求めている。

　フランもウルシの気持ちが分かるのだろう。もし自分が「君は進化しても強くならないよ。他の黒猫族を指揮する能力は得るけど」と言われても、絶対に納得しないはずだからだ。

　それ故、無茶をするウルシに何も言わず、見守ることにしたらしい。

『フラン、ウルシはどうだった？』

「頑張ってた」

『それは分かるんだが、かなり苦戦したみたいじゃないか？』

「ん……。相手がちょっと強かった」

　戦闘の詳細をフランから聞き出すと、やはりウルシが失敗をしたらしい。

　相手は、硬い鱗を纏った、ゴリラのような体形の蜥蜴型魔獣だったそうだ。

　フランが剣技と魔術で足止めをして、ウルシが背後から首筋に噛みついたところまでは良かったのだが、その一撃でも魔獣を仕留められなかった。そして、ウルシはその魔獣に捕まってしまい、危うく握りつぶされるところだったという。

　典型的な腕力と防御力特化の、脳筋タイプの敵だ。ウルシだったら、遠距離から魔術で削れば時間をかけてでも無傷で倒せたはずである。もしくは、フランを援護しつつ、止めをフランに任せる方が良かったはずだ。しかし、ウルシは自分で止めを刺したがった。

　多分だが、捕食吸収のためだろう。あのスキルに一いち縷るの望みを託しているのだ。

　だが、今回は少々無謀だったな。

『ウルシ……』

「オン……」

　そんな落ち込んだ顔をするなよ。

　その顔でウルシの悔しさはよく分かってしまった。この能天気な狼がこれほど落ち込むのは、初めてなんじゃないか？

「師匠、ウルシはきっと強くなる。だからもう少し待って」

「オン！」

『……はぁ。分かったからそんな目で見るなって。俺だって、ウルシの気持ちは分かるんだ』

「オン？」

　台座に納まって、見守ることしかできない自分。この状態になって、ウルシの気持ちも分かるようになった。隣で、フランと一緒に戦いたい。それは、俺もウルシもきっと同じだろう。

『……ただ、あまり無茶はするなよ？』

「ん。わかってる」

「オン！」

　いい返事だ。俺は、さらにフランたちに言葉をかけようとした。

　だが、その言葉は見知らぬ声によって遮られてしまう。

『いいか──』

《解析が終了しました。これより修復に移ります。修復完了まで主人格は休眠状態に移行。外部との接触が遮断されます》

　アナウンスさんとも違う、もっと無機質な機械音に近い声だ。

　というか、今はそこじゃない！

『休眠？』

　おいおい、聞いてないんだけど！　ていうか、やべー、なんか台座が光り始めた！

《修復完了は、およそ一五〇日後を予定しています》

　待て待て！　一五〇日？　いきなり過ぎる！

『フ、フラン！　しばらくお別れみたいだ！』

「師匠？」

「オン？」

『修復中、話ができなくなる！　終わるのはだいたい一五〇日後らしい！　すまん！　こんな急だと思っていなかった！』

「師匠！」

「オンオン！」

『修行、頑張れ！　でも気を付けろよ！　無茶はしないでくれ！　ウルシとも仲良くな！　あとはアマンダの言うことをよく聞いて──』

　そして、そこで俺の意識は途切れてしまったのだった。










真プロローグ




　どれだけの時間、俺はそこでそうしていたのだろう。

　全身を襲う耐えがたい激痛に呻き声を上げ、助けを求めるために霞む目で周囲を見回す。ああ、目の端に溜まる、自分が流した涙が邪魔だな……。世界が歪んで見える。それとも、血を流し過ぎて、目にも影響が？

　何の意味もなく天に向かって伸ばされた手には、自分から流れ出た真っ赤な血がべっとりと付着している。

「ぐぅ……ぅあ……助け……」

　息をしようとする度に、全身に痛みが走った。

「ぎ……ぁ……」

　なんで俺がこんな目に……！　ぐぅ……痛い、痛い痛い痛い……！

　いっそ楽になれれば……。

「あ……」

　あれ？　あまり痛くなくなってきたかも？

　俺の身を苛さいなんでいた、骨の芯から侵すような痛みと、燃えるような熱さが急に和らいだ。

　むしろ寒いような……？

　こういうとき、痛みを感じない場合の方がマズいという話を聞いたことがある。

　ああ、いよいよなのかもな。

　そう思ったら、フッと体の力が抜けたのが分かった。

　自分を轢ひいた車への恨みとか、助けた子供の安否とか、自分がいなくなった後の会社のこととか、明日からサービス開始となる大好きなＶＲゲームの続編のこととか、余計な思考は頭の中から完全に消えている。

　今俺の中にあるのは、安堵の気持ちだけだ。

「……ぁ……」

　もう口も動かない。でも、これ以上苦しまずに済むならその方が──。

　ああ、本当にもう最期かもしれん。

　周囲の視界が真っ白に染まって、まるで宙に浮いているかのような解放感が俺を包んでいる。痛みは全くない。何なら、このまま立ち上がって普通に歩きだせそうなほどだ。

　それが逆に、今の俺の末期さを物語っているようだった。

「あぁ……死ぬ、のか……」

『そうじゃのう。このまま何も起こらなければ、そなたは死ぬの』

「……うん？」

『じゃが、救われる道があると言うたら、どうする？』

　幻聴？　初めて聞いたが、こんなに鮮明に聞こえるものなんだな。まるで耳元で女の人が囁いているかのようだ。

　しかもなんだこの古風な喋り方。

『気持ちは分かるが、幻聴ではない。そなたを救いにきたのじゃ』

　幻聴じゃないっていう幻聴……。はは、俺って余程死にたくないのかもな。死ぬ覚悟は決めたつもりだったのにな。

『じゃから、幻聴ではないと言うておろうに。まあ、仕方ないがのう。では、これでどうかな？』

　パチン。

　指が弾かれるような音が聞こえた。

　そして、視界が再び変化する。

「え？」

「ようこそ、我が領域へ。歓迎しよう」

　アスファルトに転がっていたはずの俺は、いつの間にか短い草の繁った地面の上に座っていた。

　思わず視線を周りに走らせる。

　周囲の白い空間は変わらない。だが、広大で果てがあるかどうかも分からないその世界に、いつの間にか小さな大地が出現していた。

　学校の校庭くらいの広さの平原。その中心に、石作りの荘厳な建物が建っている。なんと言えばいいか……。神殿？　そう、それは正に神殿であった。直接見たことはないが、ギリシャのパルテノン神殿とかそんな感じだ。

　俺はその神殿の目の前に腰を下ろしていた。

　そして、唐突に出現したのは地面と神殿だけではない。

「どうじゃ？　これでも幻聴幻覚と言い張るかの？」

　一人の女性が神殿の入り口の前に立っている。

　不思議な衣装や髪型など、目につく物はいくらでもある。だが、俺がまず最初に感じたのは「美しい」という驚嘆の想いであった。

　純和風の顔立ちなのだが、驚くほど整っている。しかもそれだけではなく、侵し難い神々しさのようなものも感じることができた。

　生命力にあふれる生物的な美しさではなく、女神の彫像に天使が宿って動き出したかのような、人とは思えぬ美しさだ。

　しばし息を呑んで女性の顔に見入り、次いでようやく全身を見る余裕が生まれる。

　顔立ちと同じで、その姿も和風であった。ただ、和であっても古風という感じでもない。

　裾の長い十二単ひとえのようなタイプではなく、漫画に出てくるクノイチが身に着けているようなミニスカ風の形状をしていたのだ。端的に言えばコスプレっぽい。

　薄手で、体にフィットし、太腿部分には長いスリットが入っている。ともすると安っぽいと言われてしまうようなデザインだが、この女性が身に着けているだけで神秘的に思えるから不思議だ。

　長い髪の毛や瞳と同じ、漆黒の着物だが、衿や帯は朱色で統一されている。

　その配色もまた、コスプレ感があった。

「ほれ」

「え？」

　歩み寄ってきた女性が俺の手を引いて、立たせてくれる。その柔らかで温かな感触は、絶対に幻覚であるはずがなかった。

「幻覚……じゃない？」

「うむ。ようやく理解したか。まあ、この姿に関しては儂本来の姿ではないがな。儂の神格と、お主のイメージが混じり合ったものじゃ」

「つ、つまり？」

「お主の想像する神の姿を模した、仮の姿である。この方が話しやすいゆえな」

　つまり、俺の頭の中にある神様のイメージってことか？　それが、薄い衣装を身に纏った美女？

　うむ、自分の俗っぽさに一言物申したいね。

「ていうか、神……？」

「我は、冥府と輪廻を司つかさどりし存在。まあ、お主の感覚で言えば冥界の神といったところじゃの」

「め、冥界の神……？　ハ、ハデスとか？　いや、ここは日本だし閻えん魔ま様？　もしくはイザナミノミコト？」

「どれも正解であり、間違いじゃ。まあ、儂の神格については置いておけ。それよりも、お主の現状についてじゃ」

　ああ、そういえば俺ってどうなったんだ？　いや、冥界の神様が目の前にいるんだから、死んだんだよな？　でも、救われる道があるとか言ってたような……？

「そうじゃな」

　おお！　もしかして生き返してくれる？　やった！　いや、でも待てよ？　俺みたいな聖人でも偉人でもない一般人に、そんな奇跡起こるか？　神様に殺されたお詫びとか？　でも、俺を轢いたのは普通の車だったし……。あー！　そもそも俺、メッチャため口聞いてた！　だって、混乱し過ぎて何が何だか状態だったんだもんな〜。でも、ここまで口調に関して怒られてないし、気にしなくて平気？　神様レベルの器のデカさだったら、口の利き方くらいじゃ怒らんのかもしれない。うむ、そうに違いない！　でも、もしも不快だって言うなら今から口調変えますよ？

「お主、なんとういうか、忙しいのう」

「そ、そうっすか？」

　何故か呆れられてる？　でも、怒ってはいないみたいだ。よしよし、お前は無礼だから救う話は無しなって言われなくて済みそうだな。よかった！　ささ、お話の続きをどうぞどうぞ！　生き返らせてくれるんでしょうか！　だったらいいですね！

「うーむ、忙しいだけではなく、怖いほどに前向きじゃのう」

「よく言われます。妙にポジティブだねって。後は、さすが鈍感とか？」

「それ、褒められているのか？　まあ、よい。今は救いの話じゃ。そもそも、これを救いととるかどうかはお主次第じゃがな。一つお主に頼みがあるのじゃ」

「頼み……？　神様が俺に？」

「うむ。話だけでも聞いてくれんかのう？」

「は、はい」

「そうかそうか。では、こちらへ来るがよい」

「あ、ちょっと待って……」

　冥界の神が、身を翻して神殿の中に入っていってしまう。

　後を追おうとはしたんだが、神殿が神秘的過ぎて入るのが躊躇ためらわれた。

　こ、ここって俺ごときが入っていいの？　神域的な場所なんじゃ……。

「ほれ、何をしておる。早くこんか」

「は、はい！」

　入っていいらしい。俺は慌てて後を追う。

　そして、さらなる衝撃と出会った。

「ようこそ。私は銀月の神」

「ふふ、私は混沌の神よ」

　冥界の神に勝るとも劣らない、美女二人が俺を待っていたのだ。

　正に絶世の美女である。こちらの二人は、冥界の神に比べると洋風と言えるかもしれない。

　銀月の神と名乗った女性は、その名の通り美しい白銀色の長い髪に、柔らかそうな真っ白な肌、金色の瞳をした女神だ。軽く動く度に白銀の髪が揺れて煌めく。俺がゲームで使っていたキャラクターもこれに近い髪色だったので、個人的に親近感がわくね。その表情は母性と慈愛に満ち、まさに女神様という呼び方に相応しく見えた。

　混沌の女神は、悪戯っぽい表情を浮かべた、銀月の神とはまた違った美しさを持った女性である。全てを見透かすような、真紅の瞳。思わず触れたくなるような艶やかさのある、褐色の肌。後ろで括られた銀の髪は、銀月の女神に比べるとやや硬質的な輝きがある。灰銀とでも言えばいいのかね？　しかし、褐色の肌にはこちらの髪の方が似合っているだろう。

　この女神様たちの美しさや、薄くて体にフィットした衣装も、俺のイメージを基にしているのか？　だとしたら、俺のイメージグッジョブ。

「えっと……」

　どう声をかければいいか戸惑っていると、冥界の女神が俺を手招きする。

「この二人は儂の同僚みたいなものじゃ。そして、お主を求めている二人でもある。まあ、どちらかと言えば、儂は手伝いで、こやつらが主導的な立場なんじゃな」

「あなたにお願いがあります」

「少し話を聞いてね？」

「は、はい」

　三柱の神が口々に語り出す。

　なんと彼女らは地球の神様ではないという。

　ではどこの神か？

　異世界だ。

　地球とは世界の法則からして違う世界。その世界を創造し、管理する神なのだという。

　ただ、俺を驚かせたのはそこではない。勿論、異世界があるという事実や、神様とご対面したことには驚いたが、次に語られた話の方が数倍驚いた。

　このまま死ねば俺は地球で輪廻に加わるだけだが、できれば彼女らの管理する世界に行き、そこで新たに体を得てほしいというのである。

「儂の力があれば、魂だけでこちらの世界に渡ることも可能じゃ」

　彼女らは元は地球の神様でもあり、地球に僅かに干渉する力があるんだそうだ。特に冥界の神は、死の境にいる者を呼び寄せたりすることも可能であるらしい。

「元地球の神様？　いや、それよりも、異世界で新たに……？　ほ、本当に異世界転生……？」

　やばい、混乱してきたぞ。まさか、こんな創作物みたいな展開が自分に降りかるとは！

「えっと……なんでですか？」

「まあまあ、焦らないで。それも説明するから」

　当たり前だが、ただで転生させてもらえるわけがなかった。向こうの世界に転生した場合、果たさなくてはならない使命があるという。

　彼女らの管理する世界の映像や、神々同士の戦いの映像なども見せられつつ、なすべきことを説明された。

　剣に転生し、フェンリルという神獣と、その中にいる邪神を救えという。戦って、魔獣を倒していけばいいだけだと説明されたが、そう簡単にはいかないだろう。

　地球人であれば、邪神の支配力を撥ね除けられるって言われたけどさ……。

「あの子たちを救ってください。お願いします」

「うーん……剣に転生かぁ……。しかも記憶を消されてなんでしょ？」

「消すのではなく、一時的に封印させてもらうだけです。人のまま剣になれば、狂ってしまいますから」

「友人知人などの記憶や、あなたが死ぬ要因となった事故の記憶の大半ね」

「あとは、貴方あなたの人格形成に大きくかかわっていると思われる、感動や悲哀の記憶もです」

「それ以外じゃと、初めての性交渉の記憶や、異性との逢瀬の記憶も一部は封じることとなろう」

　いわば、俺の中でも特に強く残っている記憶や、俺の根幹に深く関わる記憶が封じられることになるらしい。

「剣の体に慣れて、記憶が戻っても狂わないと判断されれば戻すことになる。それがなければ、再度輪廻の輪に人として加わるときに、存在がどうなるか分からんからのう」

「あとは、記憶を封じる間、人格も少し変わるかしら？」

「え？　人格？」

　なんか、めっちゃ怖いんだけど。俺が俺じゃなくなるってこと？

「あなたの人格を形成しているのは、あなたがこれまでの人生で得た記憶よ？」

「それが一時的に封印されるということは、当然人格にも影響が出ます」

「あー、なるほど……。言われてみたら、そうですすね」

「ですが、人格の変化は、それほど大きくはならないはずです。全くの別人にはならないでしょう」

「知人が、何か嫌なことあったかって聞いてくるくらい？」

「それに、記憶が戻れば、人格も元に戻るはずじゃ」

　うーむ。不安ではあるけど、記憶と共に戻るって言うなら大丈夫なのかな？　まあ、神様が大丈夫って言ってるし、大丈夫か。

「えっと、じゃあ、異世界で死んだ？　剣の場合は壊れた場合？　どうなるんです？」

「人として、地球の輪廻に加わるじゃろう。それだけではないぞ？　お主が使命を果たしたときも同様じゃ」

　異世界ではなく、再び地球に転生できるという。しかも、ちょっとだけ優遇されて。まあ、その時は記憶はないらしいけどさ。

「その、剣に転生するのを断った場合はどうなるんですか？」

「そう怯えんでもよい。別に罰を与えることもせんよ。お主はこのまま地球の輪廻の輪に戻り、儂らは次の候補者を探すだけじゃ」

　なんでも、この場所に魂を引っ張ってくるのは俺が最初じゃないらしい。ただ、剣に転生ということで断られてしまうそうだ。

　不安はあるし、恐怖もある。

　だが、俺の答えは決まっていた。

「……わかった。俺は、転生します」

「いいのですか？」

「いいのかしら？」

「はい。どうせこのまま死んじまうなら、異世界を見たいです。それに、使命さえ果たせばお役御免なんでしょう？」

「うむ」

「あ、でも、ＰＣのデータ消すっていうのはお願いしますね？　まさか神様がそんな細かいお願いを聞いてくれるとは思わなかった」

「分かっておる分かっておる。まかせておけ」

　神様はアフターサービスも万全だった。俺が助けた女の子から、俺が車に轢かれて死ぬまでのエグい記憶を消してくれるって言うし、自宅のパソコンのデータも消して、秘蔵本を密かに処分してくれるそうだ。

　いや、それで決めたわけじゃないけどね？　剣とはいえ、チート能力を持って転生できるというのはやはりロマンがある。また、来世も幸せになれるっていう報酬も大きい。それ以外にも神々に見せられた異世界の景色とか、邪神の本来の──。

「では、こちらの二人も紹介しておこう」

　俺が誰かに向かって言い訳をしていたら、目の前に二人？　の新たな人影が現れた。

　？　が付いているのは、片方の姿を上手く認識できないからだ。

「お初にお目にかかります。私は知恵の神です」

「よろしく頼む。我はフツヌシ。剣の神である」

「は、はあ、よろしくおねがいします」

　知恵の神と名乗った方は、男か女か分からない中性的な美形であった。サラサラブロンドの長髪に、華奢な細いフレームの丸メガネ。凹凸がない細い体を、体形の分かりにくい狩衣のような服で包んでいる。

　多分、この神様も俺のイメージが元になっているんだろう。知恵の神様だからメガネ。うむ、まさにイメージ通り。決して安易ではないのだ！

　ただ、もう一柱の神様は何もかも異様だった。

「フ、フツヌシ様？　お名前があるんですか？」

　他の神様は名乗らないのに、この神様だけはフツヌシと名乗ったのだ。それにフツヌシと言えば、それなりに有名な日本神である。剣の神様だったはずだ。

「それにその姿は……？」

　フツヌシは、黒い影としか形容できない姿だった。ユラユラと不規則に揺らめく闇が人型に凝り固まったかのような、不可思議な容貌である。

　俺のイメージ、どうなってるんだ？　剣の神様が影みたいな姿って……。今までの流れなら、サムライ系美少女が出てこなくてはおかしくなかろうか？

　だが、この神様の姿には俺のイメージは含まれていなかった。

「彼の方は、我らの中で唯一名を持つ神。邪神との戦いで、地球に残してきた自身の神格の一部を召喚して活躍された代わりに、捨てたはずの名に再び縛られてしまったのよ」

　そういえば、神々と邪神の戦いの映像を見せてもらったとき、巨大な剣を召喚して振り回す神様がいたな。

　神々は新しい世界に渡ってくるときに古い名前を捨て、新たな神として生まれ変わった。そもそも、一柱の神ではなく、新しい世界に興味を持った多くの神々の分霊が融合した、神格の混合体であるという。

　しかし、剣の神様は邪神に勝つために、自らの一部でしかなかったフツヌシとしての神格を最大限発揮することとなってしまった。そのせいで、多くの神格を内包した名前に縛られない自由な新神から、フツヌシという剣の神に固定されてしまったそうだ。

「存在が固定されてしまったが故に、我はおいそれと姿を変えることもできん。しかし、神の姿を見てしまえば、人の魂では耐えられぬ。それ故、このような姿で失礼する」

　他の神様は名前がないから簡単に姿を変えられるが、フツヌシはそれができないという。

「あなたが宿る予定になっている神剣は、剣の神と知恵の神の眷属。それ故、二柱の協力も必要なの」

　その後は女神さまたちによって、どんな記憶を封じられるのか見せられる。

　いやー、これが恥ずかしかった。

　最初はマシだったのだ。死んだときの、痛みや負の感情を含んだ記憶。好きな映像作品や、ハマッているＶＲゲームの記憶。感動した景色の光景とかそんなものが多かった。

　しかし、段々とパーソナルな部分に踏み込み始め……。

「これは流行った映画の記憶ですね。初デートで見たことも併せて、貴方の中に強く残っている」

　いまでも再放送を見ると、甘酸っぱい気持ちになって当時の記憶が蘇るんだよね。

「これは、初めて買ったアイドルの写真集じゃ。ポイントは巨乳じゃな」

　ちょ、やめて！　一番お気に入りのページ開かなくていいから！

「好きな女の子に書いたラブレターね。結局出せなかったみたいだけど」

　ぎゃー！　朗読しないでください！　黒歴史ー！」

「可愛がっていた犬との別離の記憶ですね」

　実家で飼っていたミックス犬のフランだ。白いモップみたいな犬だったんだけど。ある日突然母ちゃんから死んだっていう電話が来て、実家に飛んで帰ったんだ。最期は大往生だったっていうのがせめてもの救いかな。しばらくの間、似た犬を見ただけで涙が出て仕方なかった。

　その後、ちょっとしんみりしてしまった俺だったが、少し疑問が湧いたので聞いてみることにした。気も紛らわせたかったし。

「ゲームや死別の記憶が重要で、消さなきゃいけないってのは分かりました。ただ、知識なんかはいいんですか？」

　転生チートの定番と言えば、知識による文化侵略だ。

　新しい知識によって社会に変革をもたらし、文明レベルを大きく進める。場合によっては大混乱が起きるかもしれない。そんな内容の話が、ＷＥＢにはいくらでも転がっている。

　だが、混沌の女神様の言葉は簡潔だった。

「あなたが持ってるくらいの知識なら大丈夫よ」

　俺の知識レベルじゃチートにはならないってさ！　ですよねー！

「そもそも、あなたって文系じゃない？　科学系チートができるほどの知識がないわ。他の知識に関しても、既にある知識ばかりね」

　知識チートの定番は、石鹸、井戸用ポンプ、蒸留酒、活版印刷、火薬あたりだろう。

　石鹸、蒸留酒の製造技術は普通に確立されていて、世界に広まっている。ポンプ、活版印刷は魔術や魔道具で再現されている。火薬は似た薬品が魔法薬として存在する。その他にも、中世レベルに見えて、実は地球並みに発達している分野が非常に多いらしい。

　まあ、科学者でもない一般人の半端な知識なんて、実際には大した役に立たんてことなんだろう。

「それに、地球の科学や物理の知識って、あっちの世界じゃあまり役に立たないわよ？」

「そうなんですか？」

「私たちは地球によく似せた世界として作ったけど、似ているだけで同じじゃない。とてもよく似た動物がいても、それは別物。よく似た物質があっても、それは地球と同じ物質ではないの。それに、大気や物質の組成が違ううえに、魔力なんてものが存在しているわ」

　それこそ、物理法則ではなく、魔力法則とも呼べるような全く違う法則によって動いている世界であるそうだ。

「水を圧縮することも、氷を燃やすことも、重力や空間を操作することも、魔術の腕前によっては可能な異世界。自然の法則にすら、魔力が介在している。そこに、あなたの半端な科学知識が役に立つと思って？」

「……思いません」

　知識を広めて文明を混乱させたらどうしようなんて心配、おこがましいだけでした。

　それに、向こうの世界の文明というのは、地球とはかなり前提が違うらしい。

　世界が生み出された時に神様が与えた言語、文字、貨幣、度量衡を、世界中の人々が一〇万年以上使っているのだ。方言のような独自の変化はあり得ても、大幅に変異することもない。何せ神様から、これを使えと与えられたものである。それを積極的に変えようなんて、考えもしないのだろう。

　それは知識などの面でも同じであるそうだ。あまりにも革新的な考えや知識は、受け入れられない可能性もあるらしい。

「道具なんかも、あまり姿を変えずに何万年も同じ形のものを使ってたりするわねぇ」

「……文明が停滞してるってことですか？」

「地球人のあなたから見たら、そうかもね。でも、私たちは停滞ではなく、維持と考えているわ。だいたい、人間という一種族がたかが数万年で異常なほどに文明レベルを進め、一人勝ちしている今の地球っておかしいでしょう？　地球を貪り喰らい、我らこそが世界の所有者であるという歪んだ思想に疑問も抱かない。神からすれば、あなたたちってとても滑こっ稽けいよ？」

　うーむ、言い返せない。人間の視点から見れば、異世界は文明が発展していないように見える。だが、神的な視点で見れば、人と自然が均衡して安定している状態と言えるのかもしれない。

「それに、全く変化がないわけでもないの。魔術に関しては研究も進んで、新しい使い方や、新しい魔道具、魔法薬が作られている。一〇万年前と比べたら、随分と進んだと思うわよ？」

　地球の科学文明とは違う、魔法文明なりの進展はあるってことか。

「じゃ、記憶の封印作業に戻るわよ？」

「あ、はい」

「じゃあ、まずはこれね」

「これは初めて女性と肌を重ねた日の記憶じゃな。色々と失敗して、苦い記憶として残っておる」

　ちょ！　神様！　この記憶はー！

　そこから先は恥ずかしいとかいうレベルではなく、マジで拷問だった。いっそ殺せ！　いや死んでるんだった！　みたいな一人ノリツッコミをやってしまうほどである。

　初めてキャバクラに行った記憶？　いやいや、あれは先輩に連れていかれただけですから！　あああ！　お気に入りのお色気ＤＶＤの記憶とか、いちいち見せんでもいいんですよ！

　美人に一々解説されるから、ダメージが倍増するんだよー！

　最後はグッタリしてしまって、反応する気力さえ残らなかった。

　色々な力を与えるって言われたけど、よく覚えてない。もうね、その辺は成すがままでしたよ。

　準備が完了した俺は、女神さまたちに神殿の奥へと引っ張られていった。

「その剣に触れるのじゃ」

「ああ、これが俺の体？　的なものになるってことですか」

「そうです。神剣ケルビム。どうぞ、柄に触れてください」

「は、はい」

　冥界の女神と銀月の女神に促されるがまま、俺は剣に触れる。

「！」

「恐れることはないのじゃ。力を抜け」

「気を安らかに」

　なんだこれ！　気持ち悪い！

　自分と剣が溶け合い、一つになっていくのが理解できてしまう！

　味わったことがない感覚に悶えていると、混沌の女神様が声をかけてくる。

「次に私たちと会うのは、貴方が使命を果たしたときね。まあ、何かイレギュラーがなければ、だけど」

「イレギュラーって……？」

「さあ？　でも話して分かったでしょ？　私たちが全知全能なわけがないじゃない？　不測の事態が起きることもあるわ」

　これはなるほどと言っていいのか？

「でも、もし向こうで私たちと出会うことがあったとしても、そのときに私たち神々は初対面のふりをするから」

「え？　なんでです？」

「神に関する事柄なんて、どれだけ記憶を揺さぶると思う？　封印が解けたらまずいでしょ？」

「な、なるほど」

　神様が施した封印でも、解けちゃうことってあるのか？　いや、全知全能ではないということは、その可能性もあるのだろう。

「ねえ？」

「は、はい？」

「あの子のこと、よろしくね？」

「あの子って、フェンリル──じゃないですよね？」

「ええ。フェンリルは銀月の神の眷属。私にとっても大切ではないとは言わないけど、あの子の方がずっと大事」

「邪神……。いえ、闘いの女神」

「そう。愛おしくて愛くるしくて、でも憐れで尊くて愚かで健気な、私たちの妹」

「がんばりますけど、確約はできません」

「分かっているわ。それに、ここの記憶も封じることになってるから、目覚めたときには覚えていないでしょう。でも、どうしても言いたかったのよ」

「は、はぁ」

「自信なさそうねぇ。あなたの力を制御するシステムは、私の渾身の作品なのよ。頑張ればできないことなんてないんだから。ちょっと遊び過ぎちゃったけど」

「遊び？」

　転生って、結構一大事ですが？　そこで遊びって……！

「遊びって大事よ？　確かに使命は大事。でも、貴方が異世界を楽しむことも大事。いい？　せいぜい遊びなさい？」

「は、はあ」

　いやいや！　遊ぶことも大事だってのは分かる！　でも、俺で遊ばないで！

「まあ、つまり頑張りなさいってこと」

「え？　え？」

「うふふふ。では、良い混沌を」

　ちょっと待ってー！










第四章　新生




「ウルシ！　いま！」

「グルオオオオオ！」

　身体大変化スキルで元の肉体よりも遥かに巨大化したウルシが、ハンマーのような尾を振り回す巨獣に向かって突進する。背に交じる灰銀の毛並みが、まるで一筋の流星のように見えた。

　そのウルシの姿を見て、改めて思う。

『デカいな』

　その大きさは、以前の倍以上あるだろう。鼻先から尻尾までで一〇メートル以上。体高も倍以上に増え、足はまるで大木のようだ。

　しかし、重い体のせいで動きが遅くなるようなことはない。力強さが増した分、むしろ直線は速くなっていた。

　それでいて、足音がしないのだ。巨大化しても、隠密能力は以前のままってことだろう。

　放たれる様々な攻撃を完璧に回避しながら、あっさりと距離を詰めるウルシ。そして、その巨大な前足が、硬い水晶の甲殻に守られた巨獣──インビジブル・デスの頭部に叩き込まれる。

　さすがにそれで仕留めるまではいかないが、相手の頭部を激しく揺さぶることには成功したらしい。ウルシの一撃で軽い脳のう震しん盪とうを起こした巨獣が、攻撃の手を止めてその場でたたらを踏むように動きをとめた。

　チャンスだ。

「いく！」

『おう！』

　空から飛び降りたフランが、俺を大上段に振りかぶる。

「ブゴオオオオォォォォオォォォッ！」

　さすがは脅威度Ｂの魔獣。たとえ隙を晒している状態でも、簡単に攻撃はさせてもらえないようだ。

　全身の水晶鱗を逆立たせ、真上にいるフランに向かって一斉に射出してきた。そこに交じって、強力な狙撃まで放ってくるのだから、かなり凶悪である。

　だが、フランは焦らず冷静に対処していた。

　俺の転移を使うまでもなく、体捌さばきと剣捌きで水晶を完全に防御しているのだ。

　以前のままであったら、空中跳躍をここまで短時間に連続で、しかも微妙な力加減で使うことはできなかっただろう。

　しかし、今のフランにとっては難しくはない。魔力を完全に制御し、地面を跳び回るかのように空中跳躍を使いこなしている。

　時折放たれる尻尾からの狙撃に関しては、隙のない剣技を使うことで相殺していた。これもまた、修行の成果である。

　剣術で鱗の散弾を迎撃しながらも、攻防の中によどみなく剣技を交ぜ込んでいたのだ。

　宙にいるフランは、当然のことながら重力に引かれ、少しずつその高度を下げている。インビジブル・デスに近づけば近づくほど、攻撃の激しさは増していくのだが、フランの守りに一切の乱れはなかった。

　寸すん毫ごうも焦ることなく、猛烈な弾幕を掻かい潜くぐっていく。

　眼下の魔獣を見下ろすその瞳に、自信や自負が浮かぶことはない。この程度、今のフランにとっては誇るほどのことですらなく、当たり前にできる動きでしかないからだ。

「一気にいく！」

『わかった！』

「閃華迅雷！」

　そのまま、フランが一気に勝負に出る。

「やあああ！」

「ブモオオ！」

『そこだぁ！』

　インビジブル・デスの放った鱗と光魔術は、攻撃にシフトしたフランに代わって俺が防ぐ。以前よりも精密性が増したおかげで、フランに当たる水晶鱗だけを見極めて念動で防ぎつつ、光魔術は闇魔術で相殺することも可能だ。

　次第に近づいてくる、俺たちと巨獣の距離。そして、黒雷に包まれたフランの放った全力の剣聖技が、目の前の甲羅を切り裂いた。

　巨大な水晶と幾重もの障壁に守られたインビジブル・デスの強きょう靭じんな甲殻も、今の俺たちにとっては障害ではないのだ。

　技が特別なのではない。技を使うフランが、強くなっていた。

　フランの黒雷と、俺が多重展開させた属性剣が甲殻の内側の肉や骨を打ち砕き、内側から爆散させる。それでも倒しきるには至らなかったが、フランは相変わらず冷静だ。

「しぃっ！」

「ブモオオオォォォォ……」

　最後は、魔術を叩き込んで魔石を露出させると、俺を突き立ててインビジブル・デスを短時間で仕留めたのだった。

　以前、大怪我を追うほどに苦労させられた挙句、倒しきれなかった魔獣相手に完勝である。無論、あのときの経験が生きているのは確かだが、それ以上にフランとウルシの力が増していた。

『フラン、本当に強くなって』

「師匠、また言ってる」

『仕方ないだろう。お前の成長した姿は何度見たって嬉しいんだ』

「でも、もう一ヶ月くらいたつ」

『それでもだ！』

「別にウルシみたいには変わってない」

『外見はな！　ウルシの場合は変わり過ぎだから』

「オン？」

　牛くらいのサイズになって近寄ってきたウルシを、フランが撫でてやる。

　一番変わったのは毛並みだろうな。

　黒地にわずかな赤の交じった姿だったのだが、今は赤毛の量が増え、背中に流れるような銀の線が二本入っている。また、全体的にもモフモフ度が増しただろう。

　フランがウルシに抱きつく頻度が、明らかに上がっていた。よほど毛並みが気持ちいいのだろう。

『短期間でこれだけ強くなったのは、本当に凄い成長だよ』

「オン！」

「ん」

　そんな話をしていると、不意に俺たちの耳に、無機質でいながらどこか優しい女性の声が聞こえてきた。

〈インビジブル・デスの魔石から複数のスキルを取得。同名スキル、上位スキルへの統合を確認〉

「ん」

　わずかに力を取り戻したアナウンスさんである。潜在能力解放のときのように流暢な会話ができるわけではないが、俺がこの世界に来たときと同じ程度には力が戻ったようだ。ファナティクスの力を吸収できたことも、良い方向へ働いたらしかった。

　システム制御の一部をアナウンスさんが肩代わりしてくれているそうで、魔術や念動を使う際の負荷もかなり減ったのだ。

　また、新たな機能として、アナウンスさんの声がフランにも届くようになっている。

　フランには全て説明しているんだが、完全には理解できていないようだ。俺の中にいる、声だけの精霊さん的なイメージであるらしかった。

　そうそう、フランには取り戻した記憶についても話をしている。

　俺が死に、剣となるまでの記憶だ。

　メンテナンスが終了する直前、混沌の女神様に再び出会って説明されたが、あえて転生前後の記憶を思い出させたらしい。

　中途半端に記憶が戻りかけていた部分を放置していると、余計に気になって他の記憶の封印にまで影響が出かねなかったそうだ。

　もし全ての記憶が一気に戻るような事態になれば、確実に俺は狂ってしまうらしいからな。まあ、思い出しかけが一番たちが悪いってことなんだろう。

　あ、色っぽい話は一応黙っております。フランにはまだ早いのだ。というか、なんて説明する？　エッチな記憶は俺の精神を強く揺さぶる可能性があるから、神様に封印されましたって言うのか？　自分でフランにそんな説明するくらいなら、死ぬ。

『それにしても、もうすぐ俺が復活して一ヶ月か』

「ん」

『もう連携もバッチリだな』

「ばっちり」

「オン！」

　最初はかなり戸惑ったな。お互いに。何せ、フランもウルシも見違えていたし、俺はアナウンスさんの補助によって戦闘力が増していたのだ。

　一ヶ月かけて、連携を仕上げてきた。その結果が、今回の戦闘であった。

『いやー、目覚めた直後は大変だった。連携以外にも色々な……』







　一ヶ月前。




　あー、なんだろうこの感じ……。

　体が浮き上がり、圧のし掛かっていた重さから解放されていくような感覚。

　暗い海底から、光射す海面に向かってゆっくりと浮上していく？　それとも、重力の井戸の底から、無重力の空間に向かって昇っていく？

　ともかく、解放感と爽快感。その二つが混在した、不思議な状態であった。

　そもそも、ここはどこなんだろう。

　何も見えない。真なる闇の中にいた。

　俺は今まで何をしていたんだっけ？

　とても長い間、眠っていた感覚がある。ただ、眠り過ぎてダルイということはない。それどころか、全身が軽い。まあ、少しばかり寝ぼけている自覚があるのは確かだが。

「はいはい、ちょっとお話あるんだけど、まだ寝ね坊ぼ助すけさんかしら？」

『え？』

　ボーっとしていると、どこからともなく女性の声が聞こえた。妙に色っぽく、それでいて悪戯っ子のような、特徴的な声だ。

　聞き覚えがある。

　これは──。

『混沌の女神、様？』

「あなたが完全に目覚める前に、少しお話ししておこうと思って」

　それは混沌の女神の声であった。姿は見えないが、彼女の声を忘れるはずもない。

「まず、あなたの記憶の封印を一部解くことにします」

『え？　そうなんですか？』

　唐突にそんなことを言われた。記憶が戻ったら狂うんじゃないのか？

「あなたは記憶がないことを大分気にしていたみたいだし、これを封印したままにしてしまうと逆に悪影響がでそうだから」

『悪影響って？』

「思い出せそうで思い出せない記憶があると、どうしても気になって何とか思い出そうとするでしょ？」

『ああ、確かに』

　それが呼び水になって、一部の記憶の封印が予期しない形で解けてしまうかもしれないという。その結果、それ以外の記憶の封印にまで影響する可能性があるそうだ。

『あなただって、ファナティクスのように狂いたくはないでしょう？』

　ファナティクスもそんなことを言っていたな。剣の体に人の魂が入った状態は危険であるらしい。まあ、それは何となく理解できるし、ファナティクスの狂態も思い出される。確かに、ああはなりたくなかった。

「そこで、全てではなく、現時点で戻してもいいと思われる部分に関しては封印を解くことにしました。では、いきますね？」

『え？　ちょ──』

　女神様に聞き返す間もなく、俺の頭の中に一気に様々な記憶が溢れ出す。

『ぐ……』

　何とも言えない感覚だ。痛くも痒かゆくもないんだが、気持ち悪い。なんだろう。ファナティクスを共食いした瞬間に似ているかもしれない。まあ、こちらの方が幾分マシだが。

　蘇ったのは人間だった頃の記憶と、車に轢かれた時の記憶。記憶の片隅に残っていた謎の三人の女性の正体。そして、その三柱の女神に記憶を封印されるシーンの記憶である。

　記憶が全て戻ったわけじゃないだろう。

　転生の時の記憶だって、いまいち不明瞭な部分が残っている。ケルビムに触れた後から、台座で目覚めるまでの記憶とかね。

　だが、一番気になっていた、何故記憶がないのかという大元の部分については理解できた。

　まあ、そのせいで逆に辱めの記憶も思い出したわけだが。女神様たち相手に羞恥プレイとか……。

　特殊な性嗜好を持たない俺にとっては、ただただ恥ずかしい記憶だった。

　死んだときの記憶に関しても、今の俺ならあまり問題にならない。フランなんてこの時の俺以上の大怪我を何度も負っているし、フランに出会うきっかけになった車に対しても、今はそれほど強い恨みは覚えていないのだ。

「どうしたの？」

『な、なんでもないっす。記憶を一部取り戻したからって、目覚めた後も今まで通りでいいんですよね？』

「ええ。そこは安心なさい。指名を果たすために馬車馬のように働けだなんて言わないわ」

　よかった。まあ、自分たちが強くなるために魔石を集めていけば、自動的にフェンリルも回復するだろうしね。

「それにしても……。見ず知らずの子供を助けようとして車に轢かれ、この世界でも死にかけていた子供を助けて旅をして……。本当に子供が好きなのね」

『なんかその言い方嫌なんですけど！　まるでロリコンみたいで！』

「うふふ。冗談よ。ああ、そろそろ時間みたい」

『？』

「お目覚めの時間が来たってことよ」

『じゃあ、修復が終わったんですか？』

　そう言えば、こんなに意識がハッキリと覚醒したのは久しぶりな気がする。それこそ、台座の前でフランと別れて以来だ。それでいて、一瞬という感覚ではない。長い間、寝ていたことは自分でも理解できている。だから、久しぶりだと思うのだ。

「うふふ。黒猫ちゃんにもよろしくね。それでは、良き混沌を」

　それ聞くの二回目！　混沌の女神様のキメ台詞ぜりふなのか？

　あれ？　二回目？　他で聞いたことなかったっけ……？　気のせいか？

〈個体名・師匠の完全覚醒まで、残り六〇秒〉

『うん？』

　混沌の女神様の気配が去ったかと思うと、今度は無機質なんだが温かみもある不思議な声が聞こえた。

『あ！　アナウンスさん！』

〈是〉

『え？　話せるの？』

〈今だけ会話が可能となっています。ですが、すぐに元通りになるでしょう。今は主人格が休眠している際の、緊急措置として力を借りている状態です〉

『えーっと？　主人格？』

　俺のことか？　つまり俺が寝ている間だけ、普段俺が使っている力がアナウンスさんに与えられ、少しだけ会話が可能になる？

〈個体名・師匠の完全覚醒と入れ替わりで、仮称・アナウンスさんの能力域が剥奪されます。その前に……。師匠、あなたには再びの感謝を〉

『え？』

〈再度、装備登録者のために力を振るう機会を得ました〉

『でも、能力域が剥奪って……。それって、前みたいに眠っちまうんじゃ……』

〈今後、仮称・アナウンスさんがフェンリルとともに力を取り戻す確率、７７％。また、凍結されていた権限の一部が復活しています〉

『つまり、少しは回復したってことか？』

〈是。廃棄神剣の仮想人格を同化吸収し、その力の一部を得たことで一部必要な演算領域を確保しました〉

　えーっと、ファナティクスを喰ったことがいい方に働いたってことか？

〈時間がきたようです〉

『アナウンスさん！　俺がフェンリルの力を回復させたら貴方も復活できるんだろ！　俺、頑張るから！』

〈ありがとう──〉

　そして、俺の視界に変化が訪れた。

　漆黒に塗りつぶされていた視界に一筋の光が差し込んだかと思うと、その光が爆発したかのように膨れ上がる。俺の周囲の闇が、一瞬で払拭されていた。

　網膜を持たない俺だからこそ直視していられたが、普通の生物であれば目をやられていたのではなかろうか？

　色が戻る。

　空の青と、平原の緑。

　そして、その中央に立っているのは一人の少女だ。

　やや癖のある黒い髪、健康的な肌。凹凸のない体。そして特徴的な黒い猫耳と猫尻尾に、勝気そうな大きな瞳。

　忘れるはずも、見間違えるはずもない。

『……フラン』

　俺の相棒、フランだった。

「師匠？」

『ああ』

　確認するかのように呟かれたフランの言葉に、俺も小さい声で返す。

　なんだろう、胸がいっぱいで、言葉が上手く出ない。

　寝て、起きただけって感じだから、そこまで時間の経過を体感していないはずなんだが……。

　これは懐かしいという感情だ。俺に涙腺があったら、泣いてしまっていただろう。

「師匠……」

『フランッ』

「師匠っ！」

　フランがダッと駆け寄ってくる。そして、台座に刺さったままの俺に抱き付いた。抱擁というか、全力で締めあげている感じだ。

　俺じゃなかったらこれで破壊されているかもしれん。一般人なら死んじゃうかも？　それくらい力強い。

　ただ、その加減のなさが逆にフランの寂しさを表しているようで、俺はむしろ嬉しかった。我を忘れるほどに、俺に会いたいと思っていてくれたということだから。

「師匠……」

『フラン、ただいま』

「ん……！」

　俺は念動を使って、フランの目の端に溜まっている涙をそっと拭った。すると、フランがさらに甘えるように、俺の柄つかにグリグリと頭をこすりつけてくる。

『フラン、そんなに強くやったら頭が痛いだろ』

「へいき」

　甘えてくるフランの頭を、軽く撫でてやっている最中だった。

　ググー……！

『ん？』

　謎の音が響き渡る。

　いや、謎でも何でもないですね。フランさん、メッチャお腹鳴ってますよ？　感動の再会の場面ですよ？

　ググググー！

「……おなか減った」

　五ヶ月ぶりでもフランはフランだった。

　変わっていないと喜ぶべきか、育っていないと嘆くべきか。まあ、外見にほとんど変化はないけどさ。

　フランは右手で俺に抱き付いたまま、左手でお腹をさすっている。そして、すぐにキリッとした顔をすると、俺に向かって口を開いた。

「師匠」

『な、なんだ？』

「カレーを出して」

『カ、カレーか？』

「ん！」

　フランが、すっごい目力で見つめてくる。喜んでたのって、俺と再会できたからだよね？　ようやくカレーを補充できるからじゃないよね？

「カレー」

「オン！」

『わ、分かったよ──え？』

「オンオン！」

　いつの間にか、ウルシがいた。フランの影から出てきたらしい。しかし、その姿が大きく変わっている。

　基本はウルシだ。毛並みの艶やかな、黒い狼。しかし、その毛並みや、発する気配が大きく変化している。

　元々は首の毛に赤い色が交じっているだけだったのだが、今やその赤い色が全身に及んでいた。

　首や膝、尻尾などの先端に、濃い赤が交じるようになっていたのだ。さらに背中の毛には、銀の線が入っていた。

　大分派手になった。どう見ても進化している。
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『ウルシ、進化──』

　グググッグググッグー！

　ウルシ、お前もか！　驚いてる暇もないな！

「師匠……カレー……」

『ああ、すまんすまん！　ほれ、今出すから！　ウルシは激辛でいいな？』

「わたしは大盛」

「オンオン！」

『じゃあ、奮発してトッピング一〇種載せギガ盛カレーだ。ウルシには万倍激辛カレーな』

「おー！」

「オーン！」

　俺が出したカレーを受け取ったフランたちは、まるで数日振りの食事であるかのように、一心不乱にカレーをかき込み始めた。

　ちょっと盛り過ぎたかと心配していたカレーが、みるみるその腹に収まっていく。

　本当に食事をしてなかったのか？　枯渇の森の手前で作った料理は、フランの次元収納にもそれなりに入れてあったはずだが……。

『あ！　も、もしかしてスキル共有が切れたのか？』

　だとしたら次元収納も料理スキルも失っていたはずだ。むしろ、この平原を生きのびることさえ難しかったはずだ。

『フ、フラン……。よくがんばって──』

「ん？　スキルはあった」

『え？　スキル共有は生きてたの？』

「ん」

『じゃあ、どうしてそんなカレーを……』

「フランちゃんたち、最初の二ヶ月でカレーを食べ尽くしちゃったのよ」

『ああ、そういうこと……』

　普段は俺が管理してたからな。止める者がいなければ、好物から食べてしまうだろう。むしろよく体形に変化がなかったよ！

　久しぶりに出会ったフランがおデブになってなくてよかった！

『それで、アマンダはどうする？』

　俺はフランたちの後ろで苦笑を浮かべているアマンダに声をかけた。最初からいたんだが、アマンダであれば問題ないと、とりあえず後回しにしていたのだ。

「私はいいわー。それよりも、師匠の話を聞かせてくれない？」

『話せることなんかほとんどないぞ？　むしろ、俺がいなかった間のことが知りたいんだが？』

「いいわよ？　こっちは話すことがたくさんあるから」

『頼む。フランはしばらく手が離せそうもないし』

「モグモグモグモグ！」

「ガフガフガフガフ！」

「そうみたいね……」

　どう考えてもお腹ポンポコリンで、しばらくダウンするコースだろう。

　体を休めるためのベッドを出しておいてやろうかな？
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　師匠がいなくなり、フランちゃんはしばらくの間落ち込んでいた。顔には出ていないけど、声や目に力がない。

　夜、ウルシの毛皮に埋まって星を見上げてボーっとしているフランちゃんは、年相応の子供に見えたわ。

　それでも何日か経って、少しずつ調子を取り戻していった。

「頑張りましょう？　戻ってきた師匠をビックリさせるんでしょ？」

「ん！」

「私もビシバシいくからね！」

「のぞむところ」

　フランちゃんの決意は本物だった。むしろ、ちょっと気合いが入り過ぎなくらいで、何度も叱ってしまったくらいだ。

　だって、私がアレッサから戻ってくると、防具が大きく破損していることが頻繁にあったのだ。それだけではなく、私が調達してきた剣が壊れてしまっていたり、怪我を癒している最中なんていうこともあった。

　どうやら、格上の魔獣に挑んでは撃退され、また挑んでは無茶をするということを繰り返しているらしい。しかも、休む間もなく戦いを繰り返しているのだろう。

　私が何を言っても止まる子じゃないし、私が強制的に止めさせる権利もない。フランちゃんはもう立派な冒険者。自分で判断し、全ては自己責任。

　たとえ修行で大怪我をして、死んだとしてもね。私自身が無茶な修行を繰り返してここまで強くなってきたこともあって、注意しづらいというのもあるけど。

　私にできることはこの平原に来る頻度を上げたり、彼女が死なないように鍛えることだけだ。

　ただ、そのまま一ヶ月ちょっと経った頃、フランちゃんとウルシに異変が訪れる。

　目に見えて覇は気きがなくなり始めたのだ。

　そして、食事にも変化があった。それまでは朝昼晩、カレーっていうゴハンに茶色いソースをかけた物を食べていたのだけど、それを食べる頻度が減り始めたのだ。一日一食に減り、三日に一食に減り、ついには食べなくなってしまった。

　フランちゃんの大好物だけど、作るのが難しいうえ、材料を集めるのもとても大変な料理だという。フランちゃんは料理が得意みたいなんだけど、材料は持っていないらしい。

　結局、カレーに使う香辛料の一部を私がアレッサで調達してきて、それをお肉とかに振りかけて食べることで、なんとか誤魔化すことにしたのだった。

　もしカレーが無限にあったら、フランちゃんたちの修行はもっと捗はかどっていたかもね。

「さて、これは躱せるかしら？」

「はっ！　ほっ！」

「いいわ！　そうそう！　相手の意図を読み、誘導されないように気を付けるの！」

「ん！」

　フランちゃんの動きは日に日に良くなり、鋭さも増していく。私は何でもないような顔をして鞭を振るっているけど、内心では冷や汗ダラダラだ。

　私に有利なはずの、魔術なし武器のみの模擬戦でも、そろそろ一発入れられそうだった。

　元々、私たちの武術レベルに大きな差はないと思う。それどころか、単純なスキルレベルではフランちゃんの方が上かもしれない。

　それでも私が勝つのは、経験の差。でも、その経験の差が、凄い勢いで詰まってきていた。

　私との模擬戦のお陰って言いたいけど、フランちゃんの修行はそれだけじゃない。

　魔獣と戦うのも、修行の一環である。

　相手は脅威度Ｄ程度の魔獣だ。時には剣技のみで。時には魔術のみで。そうやって縛りを設けながら、戦って仕留めていた。私はいざという時の保険みたいなものね。

　それにしても面白いのは、時おりボーっとしているかと思ったら、急に動きがよくなることがあるのだ。誰かにアドバイスをもらったとしか思えないけど、誰とも話している気配はない。

　フランちゃんは剣の精霊だって言ってたけど、精霊の気配などなかった。真顔だから分かりにくいけど、フランちゃんも冗談が言えるようになったのねぇ。まあ、多分色々なものを頭の中で整理することで、動きをアジャストしているのだろう。やはり底知れないわ。

「剣、またボロボロね〜」

「ん……」

　問題は武器だった。

　フランちゃんの次元収納にはいくつか武器が入っていたし、その中には魔剣の類もあった。だが、それらではフランちゃんの力に耐えられなかったのだ。一番強い幻輝石でできた魔剣でさえ、最初の二週間ほどで砕け散ってしまっていた。

　そこで、フランちゃんが倒した魔獣素材を私がアレッサで売って、剣を購入しては渡すようになったのだが、フランちゃんに見合う剣が早々に手に入るはずもない。

　弱い剣で手加減しながら戦うのも修行になったから、結果オーライだけどね。結局、アリステアが現れるまでは、難儀した。

　アリステア──神級鍛冶師であるその女性が魔狼の平原に現れたのは、雪のちらつき始めた冬の始め頃だ。

　超強力な隠密の魔道具を持っていたため、私たちにも気づかれずに突如台座の近くに出現したのである。正直、焦ったわ。意外に高い本人の戦闘力に、高品質の武具を身に纏った謎の女。

　レイドス王国の特務部隊の人間だと思って、思わず喧嘩腰に話しかけてしまった。

　向こうも、似た感情を持ったようで、フランちゃんが間に入ってくれなければ殺し合いになっていたかもしれない。

　話してみれば気のいい相手だったので、すぐに友達になったけどね。

　そのアリステアがフランちゃんのために作り上げたのが、重魔鋼を使った魔剣である。あれほどの業わざ物ものを僅か一週間で作り上げてしまうとは、さすが神級鍛冶師。思わず、私の鞭の製作を頼み込んでしまったほどだ。

　材料さえ集めれば作ってくれるという約束になっているので、来年はそのために奔走することになるだろう。

　そのアリステアは、今は私からの依頼で、魔狼の平原を離れている。私の鞭とは別に、作ってほしい物があったのだ。アリステアも同じことを考えていたようで、一も二もなく引き受けてくれたのだった。

　そして修行の日々は流れる。あれは、ウルシが何かに焦るように無茶をして、右足と右目を失った数日後のことだったろう。ついにその日がやってくる。

「しぃぃ！　そこよ！」

「くぅ……はっ！」

「なんっ、とぉ！」

　私の鞭技を剣技で弾いたフランちゃんに、鞭の隙間を掻い潜って接近された。だが、まだ私の想定内よ！

　私は鞭を引き戻しつつ蹴りを放つ。蹴りは躱されるだろうが、その一瞬の時間があれば鞭の引き戻しが間に合う。

　だが、その後の動きは、完全に想定を上回られていた。フランちゃんは私の想定よりもギリギリで、それでいて素早く、蹴りを回避してみせたのだ。ほんの一瞬。瞬きよりも短い時間ではあるが、現実のフランちゃんが、私の想像の中のフランちゃんを上回っていた。

　そして、鞭で剣を弾くよりも早く、フランちゃんの突きが私の胴に入る。

　最後の攻撃は短剣技だろう。

　剣技の硬直や隙を極限まで減らすことに成功した、高度な制御力。剣術と剣技を完璧に組み合わせた淀みのない連携。周囲を見る鋭い観察力。そして、それらを操るのに必要な、一瞬の判断力。それらが、今の攻防で如何いかんなく発揮されていた。

「初めて完璧に一発入れられちゃったわね〜」

「ん！　でもまだまだ」

「うふ。じゃあ、次行きましょうか？」

「ん」

　きっと、フランちゃんはとんでもなく強くなるだろう。これは、修行の終わりが本当に楽しみだ。

　そこからさらに一ヶ月ほど経った頃。

　足や目を失っても諦めず、ガムシャラに戦い続けたウルシが驚きの進化を果たした、その数日後のことだ。

「フランちゃん、どうしたの？　修行に行かないの？」

　珍しく、日の出からフランちゃんが起きていた。そして、台座の前で膝を抱えて座り込んだまま、動こうとしない。傍らでは、進化したてのウルシがお行儀よくお座りをしている。

　何故か嬉し気な様子のフランちゃんに、何をしているのか聞いてみると、その答えは驚きのものだった。

「ん。師匠が帰ってくる」

「え？　本当？」

「師匠、言ってた。一五〇日くらいしたら戻ってくるって。今日はちょうど一五〇日目」

「前に言ってた、剣の精霊の声は？」

　私には聞こえないけど、どうやら本当に剣の精霊の声が聞こえているらしい。最初は信じられなかったけど、明らかにアドバイスを受けたとしか思えない成長を何度も見せられたら、信じざるを得なかった。師匠ではなく、アナウンスさんというちょっと変わった名前の女性であるそうだ。

　毎回応えてくれるわけではないが、師匠の近況や、時には修行の効率などについても意見を言ってくれるらしい。

「もう少しって言ってる。でも、正確には分からないって。二時間後かもしれないし、二日後かもしれない」

「え？　二日後？」

「ん」

　フランちゃんはコクリと頷くと、再びジッと台座を見つめる作業に戻ってしまった。

「待つの……？」

「ん」

　何を当然のことをっていう感じの顔で見つめ返されてしまった。本当に師匠を待ち続けるつもりであるらしい。

「わ、わたしも待つわ……」

「ん」

　師匠、早く戻ってきて！
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　我が眷属である、小さき狼の悩み。

　主たちの役に立つだけではなく、彼らの横に並び立ち、共に戦いたい。

　ただそれだけの想い。だが、強者ではあっても圧倒的ではない彼かの者にとっては、難しい悩みだった。

「オンオン──キャイィン！」

　今日も、格上の魔獣相手に挑みかかり、手痛い反撃を食らっている。

　狙いは分かる。より強く、大きな魔獣の力を捕食吸収で取り込み、新たな進化を遂げようというのだろう。実際、その狙いはまんざら間違ってもいない。

　強大な相手の血肉を取り込むことで、異常な進化を遂げる個体は存在するのだ。しかもウルシはユニーク個体。異常進化を遂げる可能性はあった。

　ただし、今のままでは無理だろう。たかが脅威度Ｃ程度の魔獣の血肉では、不足なのだ。ウルシ自身からすれば格上だが、それはレベルや相性が関係しているだけで、種族間にそこまでの差はない。

　ウルシが新たな進化を遂げようと思うなら、脅威度Ａ以上の魔獣の血肉を大量に、しかも複数種類は取り込む必要があった。

　ウルシ自身も、それが分かっているのだろう。より強い魔獣を求めて無茶をしてしまい、ついに悲劇に見舞われた。

「ギャオオオォォン！」

「ウルシィ！」

　聞いたこともない悲痛な悲鳴を上げ、空へと吹き飛ばされるウルシ。

　小さき狼に痛撃を与えた相手は、体長一五メートルを超える二足歩行の魔獣であった。いや、尻尾を使って体を支えているので、完全な二足歩行ではないな。

　魔剛竜と呼ばれる、ドラゴンの一種だ。分類としては、翼が小さい代わりに足が太く育った、地竜と呼ばれる種になる。強靭な鱗と、引き締まった筋肉を持った、圧倒的物理攻撃力の魔獣だった。特にその前腕による攻撃は、脅威度Ｂの魔獣に相応しい威力を誇る。

　以前、この魔獣の下位種である剛ごう力りき蜥蜴に苦戦したというのに、今のウルシが勝てるはずもない。

　五〇メートル近い距離を飛ばされたウルシは、その体からおびただしい血を流して痙けい攣れんしている。腹からは内臓が零こぼれ、右の足は前後とも千切れていた。背骨も首の骨も折れている。顔も半分潰れ、これでは脳に影響があるかもしれない。

　意識がないのだろう。ウルシはその場から逃げることもできずにいた。

　今の俺には、見ていることしかできない。自分の眷属であるウルシを観ることは可能でも、所詮は魂の消滅しかけている名ばかりの神獣でしかないのだ。

「はぁぁ！」

「ブグウウ！」

　助けに入ったのはフランだ。雷鳴魔術を連打して魔剛竜の注意を引くと、ウルシに回復魔術をかける。だが、その傷はフランの思い描いている通りの回復量ではなかった。

「なんで！　グレーターヒール！　グレーターヒールッ！」

「オ、オゥゥゥ……」

「ダメ……」

　微かに意識を取り戻したウルシが治癒魔術に合わせて再生を使うが、やはり回復が遅い。

「ブグウオオオォォォォォォ！」

　魔剛竜が、怒りの咆哮を上げながら迫っていた。今のフランだけでは、勝つことは難しいだろう。

「くっ……ウルシ、ゴメン！」

「オ、オフ……」

　フランはウルシを抱え上げると、そのまま魔剛竜から距離を取る。五分以上追いかけられ続けたフランは、ようやく魔剛竜を振り切り、再びウルシの回復を試みたのだが……。

　フラン自身の魔力だけではなく、師匠に持たされていたポーションなども全て使い切ってしまうが、ウルシは完治しない。これはフランたちのせいではなかった。

　魔剛竜はパワーファイターでありながら、ドラゴンらしく魔力の扱いも苦手ではない。特に自らを強化する生命魔術を得意とするが、生命魔術には相手の回復を阻害する術も存在していた。

　あの前足の一撃には、その魔術が乗せられていたのだ。

　結局、ウルシの傷は完全には治らず、右後脚と右目を失うことになってしまった。

　魔術を得意とする師匠がいればまた違った結果になっていただろうが、フランとウルシだけでは命を取り留めただけでも僥ぎょう倖こうだったろう。

「ウルシ……ごめんね」

「オンオン！」

「ん……」

「オン！」

「わかった、きっと進化しようね」

　ウルシはそんな姿になっても、なお進化を志す心を失わなかった。むしろ、より確かなものになったのではなかろうか？

　そこに、進化すれば五体満足に戻れるかもしれないといった、自己への想いは一切混じっていない。足を失い、戦闘力が下がってしまったからこそ、それを補うために強くならなくてはいけない。主たちの足手まといにならないように。

　一意専心。ただただ主たちのために強くなりたいという強い想いだけが、ウルシの行動原理であった。

「キャイイィィィン！」

「ガルゥゥゥゥ……！」

「オ、オフ……」

「グル……」

　片目片足を失った状態で、より激しい戦闘に身を投じるウルシの姿は、神々しくさえ見えた。

　もがき苦しみ、それでも前だけを見て歩みを進めるその姿は、かつての自分に重なって見えたのだ。邪神の心を吸収し、その力に蝕むしばまれながらも創造主のために戦い続け、ついには限界を超えて倒れてしまった愚かな神獣に。

　いや、神の眷属として、命じられたままに戦っていた俺とは違うか。

　ウルシの想いは、全てが自分の内から溢れたものだ。命じられたから行動していた俺なんぞよりも、ウルシの気持ちの方がよほど尊い。

　だからこそ、日々傷つき、消耗し続けるウルシを見て、我慢することができなかった。

　ウルシが足と目を失ってから三〇日ほどが経っただろうか。

　俺は、思わずウルシに声をかけてしまっていた。

　すまん師匠、このせいで修復に遅れが出るかもしれん。しかし、そうせずにはいられなかったのだ。

『ウルシよ……お前は今から進化する』

「グルゥ……！」

　ウルシのレベルが、進化可能なレベルに達したのである。

　牙にヒビが入るほどに強く噛みしめながら、唸り声を上げるウルシ。自分でも分かっているのだろう。己の努力が報われなかったということが。

　このまま行けば、この小さき狼はダークナイト・ウルフへと進化する。しかし、ウルシはそれを拒否するように、自らの内に流れ始めた魔力を塞せき止めようともがいていた。

　すでに始まってしまった進化を強制停止させるなど、俺であっても無理な話だ。このまま進化を拒否し続ければ、魔力の暴走によって命を落としてもおかしくはない。

　その愚かな姿を見て、俺は何かせずにはいられなかった。

『お前には一つの選択肢がある……』

「グル？」

『……我が力を授ける。それにより、お前は新たな道を選び取ることが可能だ』

「！」

『だが、それは孤独の道だ』

　俺の──狼でありながら狼ではない。そんな力の一端を受け取るということは、ウルシもまた、狼でありながらそうではないものへと変貌するということ。

　今この世のどこにもいない新たな種へと進化する。つまり、同じ者が他のどこにもいないということだ。番つがいを成すことも、種を残すこともできない。

　それは、生命としては異常な進化。姿形は狼でも、その範はん疇ちゅうさえ超えてしまう。

　神獣でもないウルシは、真の意味で孤高の存在となってしまうはずだ。もうこれからは、同族と毛繕いをしあうことも、共に歩むこともできなくなる。

『解るか？　力の代償は孤独だ。師匠やフランにとり残されるどころではない。種という枠組みから逸脱し、お前は独りぼっちの存在となるだろう』

「グル！」

『本当にいいのか？　主たちのためならば、孤独程度は構わないと？』

「オフ……」

『……お前の覚悟は受け取った。ならばいいだろう。お前に力をくれてやる！』

　師匠から力を借り、それをウルシに分け与える。これは師匠にもかなりの負担をかけているはずだ。

　だが、師匠ならば絶対に許してくれるだろう。そんな確信があった。むしろ、何もせずにいたら怒られてしまうだろう。

　ウルシが塞き止めていた魔力に、俺が与えた力が混ざり込む。循環をはじめ、体に染み渡っていくのが分かる。肉体が作り替えられ、別の種へと進化を始めていた。

「ガウゥゥ……グルゥ……」

　苦しいか？　だが、全く別の種になろうというのだ、この程度は試練ですらあるまい。

「ウルシ！　だいじょぶ？」

　戦闘後、いきなり膨大な魔力を纏って苦しみ始めたウルシを見て、フランが悲鳴を上げている。

　嬢ちゃんに俺の声は届かない。フランには、ウルシが謎の暴走状態にあるように見えているだろう。

「ウルシ！」

「グル……」

　ウルシは意識を失うことも、泣き叫ぶこともなく、ただ全身に力を込めて仁王立ちし続けた。そうだ、この程度で取り乱していては、今後訪れる様々な試練に打ち勝つことはできんぞ！

「グルウウルゥゥゥゥ！」

　自らのため、そしてフランをこれ以上驚かせぬため。ウルシは我慢し続けた。

　そして、進化は成る。

「グウゥゥゥオオオオオォォォォォォォンン！」

　月下の平原に、新たなる魔狼の咆哮が響き渡る。それは生誕の産声にして、種という揺り籠かごからの決別を意味する魂の叫び。

　小山とも思えるほどに膨れ上がったその体からは、黒と金の入り混じった凶悪な魔力が立ち昇っている。失われていた右目と後ろ足は、完全に修復されているようだった。太い四肢で大地を踏みしめ、鋭い相貌が闇を睨みつけている。

　元々わずかに赤の交じっている毛並みだったが、より赤が強くなっただろう。さらに、背には銀の毛が鬣たてがみのように生えていた。

　俺さえも見たことのない、完全な新種だ。

『ウルシよ。新たなる魔獣よ。お前の種族はラグナロク・ウルフ。他の狼からは忌み嫌われ、この世でただ独りの存在。お前が望んだ姿がこれだ』

「オン！」

『いい返事だ』

　その孤独と引き換えに、ウルシは大きな力を手にしている。きっとフランや師匠と、並び立つことができるだろう。

「ウルシ……？　進化した……？」

「オン」

「かっこいい！」

「オン！」

　ああ、そうだ。褒めてやってくれよ、フラン嬢ちゃん。それこそが、ウルシの求めているものなのだから。




　　　　　＊




『じゃあ、いくぞ？』

「ん！」

「オン！」

　俺が目覚めた後。

　全員の成長を確かめるため、俺たちは魔狼の平原で魔獣を捜していた。

　俺の場合、自分でもよく分かっていなかったシステム部分の不調が修復されたらしい。さらに、アナウンスさんが一部ではあるが力を取り戻している。

　アナウンスさんが自由に喋ることは無理だが、俺自身の状態を把握するための質問などには答えてくれた。さらには、俺が魔力を運用する際、一部を補助してくれるそうだ。細かい制御や大魔術の使用も、今後は多少楽になるだろう。

　フランはアリステアに新たに打ってもらった剣を使い、アマンダに修行をつけてもらっていたらしい。

　フランが手に持っている剣を見る。フランの無茶な運用に耐えられるように、威力などは度外視でただただ頑丈に作った剣だ。アリステアは間に合わせの剣だと言っていたらしいが、十分に強い。





名称：重魔鋼の剣




攻撃力：４８０　保有魔力：８０　耐久値：１２００




魔力伝導率・Ｄ│　






　これで間に合わせって……。

　イラストが上手い人が五秒で適当に描いた似顔絵とか、料理上手の人が余り物でパパッと作ったおつまみとか、そんな感じなのだろうか。こっちから見たら凄いんだけど、本人からしたら大したことがないってやつだった。

『うーむ』

「師匠？　どうしたの？」

『いや、なんでもない……』

　いずれ俺を振るときのために、重心や刃の長さは俺に似せられている。しかし、そこがまた複雑だ。

　確かにフランの役に立ったのだろう。俺がいない間にフランを守り、その成長を見守り、荒っぽい使われ方をしても黙って耐えた。うむ、素晴らしいことだ。

　だが、気に食わない。いや、ハッキリ言おう。俺はこの剣に嫉妬している。自分がいない間、俺の代わりにフランに使われていた、俺によく似た剣が妬ねたましいのだ。

　想像してみてほしい。自分が長期の出張に出て帰ってみると、自分そっくりのお手伝いさんがいて、家族の面倒を見ていた。しかも、家族はそいつに懐いている。家族に寂しかったと言われたとしても、やはりちょっと納得いかない部分があるだろう。

　今の俺はまさにそんな感じなのであった。

『ま、まあ、俺が戻ってきたんだから、その剣にはしばらく出番はないけどなっ』

「ん。久しぶりに本気が出せる」

『おう、任せておけ！』

　フランが大きく成長していることは間違いない。『大物狩り』という称号を得て、スキルも増えている。大物狩りはその名の通り、巨大な相手を倒した場合に得られる称号だそうだ。フランはいつ獲得したのかよく分かっていないようだが、アナウンスさんが教えてくれた。大地を取り込んで巨大化するアース・スライムという相手と戦ったらしい。

　自分よりも大きい相手と戦う際に、ステータスが上昇するという称号なので、かなり役に立つだろう。なにせフランは小さいからね。

　フランのスキルの成長にも驚いた。俺とのスキル共有がなくとも、剣聖術、剣聖技を扱えるようにさえなっていたのだ。俺とスキル共有をして、高レベルのスキルを扱った経験がその成長を速めているにしても、異常な成長速度であった。

　色々な要因が重なったのだろう。

　元々才はあった。アマンダという最高の修行相手を得た。さらに、半年もの間魔狼の平原にて格上の相手と戦い、経験値を蓄積させた。

　そして、それらを生かすための厳しい修練を自ら求め続けるほどの、強靭な精神力があった。

　その結果が、この成長なのだ。しかし、修行の真価は数値の面ではない。今までは力任せだった魔力の運用が、遥かに研ぎ澄まされている。

　それは、魔術の行使を一度見ただけで分かった。火を点つけるために使用した下級の火魔術。その術を唱えた際の魔力の流れが、驚くほど滑らかだったのだ。しかも一瞬の溜めもない。

　いくら無詠唱を持っていても、魔力を集中し、制御する工程はなくならない。以前のフランであれば、ほんの一瞬の溜めがあったはずなのだ。だが、それがなくなっていた。

『成長したな』

「ん！」

「オン！」

　俺がフランを褒めてやると、ウルシが自分も忘れるなというように咆えた。その声は、遥か頭上から降ってくる。今やウルシの体高は一〇メートル以上あった。

『勿論忘れてないぞ。お前も頑張ったんだな』

「オンオン！」

　ウルシの進化にも驚いた。もしかしたら、フラン以上に。ぶったまげるってのはこういうことなのかもな。

　それは何も大きさだけではない。フェンリルから聞いていたウルシの進化先候補である、ゲヘナ・ウルフとダークナイト・ウルフ。そのどちらでもない進化を遂げていたのだ。

　ラグナロク・ウルフ。それがウルシの種族であった。

　どうやら特殊な進化を遂げたらしい。その証拠に、鑑定した際の説明が不明となっていた。邪人と同じだが、ウルシが邪神の加護を受けているわけではない。

　アナウンスさん曰く、全く新しい種であるということだった。世界の理の中にさえ、情報が存在しないのだ。








名称：ウルシ




種族名：ラグナロク・ウルフ：魔狼・魔獣




Lv：６２／９９




生命：１８３４　魔力：１９１０　腕力：９８０　敏捷：１２７４




スキル：暗黒魔術７、鋭敏嗅覚１０、雄叫３、隠密８、怪力３、影転移３、影潜み１０、影渡り１０、牙闘技９、牙闘術９、空中跳躍８、狂化７、恐怖７、警戒８、気配遮断６、高速再生３、剛力１０、再生１０、死毒魔術４、邪気感知６、邪気耐性５、瞬発１０、瞬歩４、消音行動６、状態異常耐性６、死霊魔術６、生命探知１０、精神耐性１０、爪闘術６、爪闘技５、毒魔術１０、覇気５、反響定位１０、咆哮１０、魔術耐性６、魔力吸収５、夜陰紛れ１０、闇魔術１０、雷鳴耐性７、暗黒無効、暗視、王毒牙、毛皮強化、再生阻害、自動回復、身体大変化、毒無効、分割思考、暴走、魔力制御




ユニークスキル：暗黒吸収、捕食回復




エクストラスキル：捕食同化




固有スキル：次元牙、同族威圧、同族嫌悪、封印無効




称号：剣の眷属、神狼の眷属、孤高の獣、邪人の捕食者、唯一無二




装備：神鋼の魔爪、竜蛇の首輪









　その能力がハンパない。ステータスが大幅に上昇し、腕力以外が１０００を超えている。脅威度Ｂは確実だろう。

　しかもスキルも大幅に増えている。基本は元々所持していたスキルの上位スキルが多いのであるが、固有スキルなども新たに獲得できていた。

　目につくスキルだけでも以下の通りだ。





通常スキル




影転移：影渡りの上位スキル。




再生阻害：噛みついて付けた傷の治りが遅い。




身体大変化：身体変化の上位スキル。




暴走：追い込まれると、暴走する。







ユニークスキル




暗黒吸収：その身に受けた闇魔術、暗黒魔術に含まれる魔力の一部を吸収。




捕食回復：食べることにより、傷を癒す。







エクストラスキル




捕食同化：捕食吸収の上位スキル。喰らった者を己の力とする。







固有スキル




次元牙：次元を透過することで、防御を無視してダメージを与える牙。




同族威圧：同種、近縁種を無条件で威圧する。




同族嫌悪：同種、近縁種から嫌悪される。




封印無効：封印を無効化する。






　特におかしいスキルが、同族威圧、同族嫌悪だろう。より上位の種族に進化したんじゃないのか？　明らかに不利なスキルだった。しかも称号もおかしい。

　邪人の捕食者は分かる。その名の通り、邪人を倒して食らったことで得たのだろう。だが、孤高の獣、唯一無二の二つは、孤独な存在にせめてもの慰めとして与えられるという称号であった。

　これもアナウンスさんに教えてもらったが、フェンリルさんが俺たちの力の一部を与えたのだという。その結果、特殊な種族に進化したことで同種である狼を超越し、敬遠される存在となってしまったらしい。

『ウルシ……』

「オン？」

　ウルシの純粋な目が俺を見つめる。一〇メートルの巨体になれるようになったとしても、その目は変わらない。

　そこには孤独や悲壮感など、一切感じられなかった。

　それにと、俺は考える。

　もし俺が誰かに憐れまれたら？　世界にただ一つの、人間の魂が宿った剣になって寂しいでしょう？　なんて言われたら？

　嬉しくもなんともないだろう。俺がほしい言葉はそんなものではないのだ。

『ウルシ、強くなったな！　頼もしいぞ！　これからも頼む！』

「ん。かっこいい」

「オン！」

　俺たちの言葉に、ウルシが嬉しそうに吠えた。

　やっぱ、ウルシって俺に似てるよな。性格というよりは、考え方が俺に近いのだろう。

『さて、まだまだ練習することはたくさんあるし、次の敵を探すか』

「ん！」

「オン！」

　ということで、俺たちは修行の成果を見せ合うために、魔獣を探して戦いを挑んだのだが……。

「はぁぁ──？」

『やべ！　タイミングずれた！』

「オン？」

『あー、ウルシすまん』

　いきなり連携を失敗してしまっていた。

　相手は、ファングボアの群れだ。普通であれば苦戦のしようもない、下級魔獣たちである。今のフランなら、指先ひとつで倒すことさえできるだろう。

　ただ、最初の獲物と定めた先頭のファングボアに対して、思いもかけず初撃、二撃目を外してしまっていた。

　まずフランが仕掛けたんだが、俺もフランも互いの成長を理解しきれていなかったようだ。魔術の発動が速くなっているところまでは予測していたが、まさかフランがああも完璧に火炎魔術・バーニアを制御してみせるとは。

　今までは風魔術や念動で姿勢を安定させる必要があったはずなのだが、今のフランはバーニアだけで乱れなく真っすぐ進むことができている。

　まあ、それだけならフランが猪の魔獣を両断して終わりだったのだが、そこを俺が邪魔してしまった。

　いや、仕方ないじゃん。連携の確認なんだから、見てるだけじゃいられないのだ。

　フランが空中跳躍と火炎魔術で加速しようとしていることまでは瞬時に理解できたので、俺は風魔術で加速を手伝いつつ、ファングボアたちの動きを念動で止めるつもりだった。

　しかし俺が思っていたよりも、自身の制御力が上がりすぎていたのだ。まあ、久々だからちょっとだけ良い所を見せようとして、魔力を過剰に込めてしまったことも確かだが……。

　まさか、今までの倍近い出力が出るとは思わなかった。

　風魔術の加速が速過ぎて、フランがファングボアを飛び越してしまう。

　それでも何とか俺を振って、ファングボアを攻撃したフランは偉い。だけど、それによってファングボアの群れが壊滅してしまった。

　まさか、属性剣の威力もあそこまで強力になっているとはねぇ。風の属性剣の一振りで、三頭がスッパリ。離れていた二頭は風圧で舞い上げられて、地面に叩きつけられていた。

　前者よりは、後者の方が無残だったかな？　止めを刺すまで苦しませてしまったのだ。

　ともかく、今後は気を付けよう。

　最後に残った先頭の個体にウルシが向かっていくが、サイズが違いすぎる。強さを見る前に、ウルシが巨大な前足で潰せばそれでペシャンコだろう。

　そう思ったら、目の前でウルシが小っちゃくなった。身体大変化スキルの能力である。今までの変化は、四メートルから一メートル程度の間だった。だが、今や上は一〇メートルから、下は三〇センチまで体のサイズを変化させられるらしい。

　小型犬サイズとなったウルシが、俺の念動で動きを封じられているファングボアに襲い掛かった。だが、その攻撃が弾かれる。肉をできるだけ確保するため、手加減した攻撃で頭を狙ったらしいのだが、俺の念動が邪魔をしたのだ。

　魔力を込め過ぎたせいで、かなりの強度を持っていたらしい。しかもその一撃で念動の拘束が弾け飛んで、戒めから解き放たれたファングボアが逃げ出してしまう。

　だが、ウルシが影転移で瞬時に追いつき、その首を前足の一撃で刎はね飛ばしていた。

　影転移は影に潜るのではなく、影のある場所に転移可能というスキルだ。ウルシが出入りできない小ささの影でも、転移可能になっていた。

　そして、前足には新装備である。

　これはアリステアがウルシに作ってくれた武器だった。





神鋼の魔爪




名称：神鋼の魔爪




攻撃力：４８０　保有魔力：２５０　耐久値：８００




魔力伝導率・Ｂ




スキル：サイズ調整強化







名称：竜蛇の首輪




防御力８０　耐久値６００／６００




効果：アイテム袋能力小、サイズ調整強化






　神鋼の魔爪は、以前装備していた捕縛の爪と似た装備だが、こちらは最初からウルシ用に作られている。麻痺能力は失われたものの、性能は段違いなので間違いなく強化と言えるだろう。

　竜蛇の首輪は、アマンダが狩ったワームの皮などを使って作られている。従魔証の代わりでもあるし、フランが跨またがった時の手綱にもなるようだ。

　どちらもウルシが最大サイズになっても壊れないので、非常に便利だった。どうやらこの常識外れのサイズ変更機能を付与したせいで、他のスキルを付けることができなかったらしい。アイテム袋能力は、なんとか工夫してくれたようだった。

『……なんというか、すまん』

「へいき」

「オン！」

『連携よりも、俺の力の確認が先決っぽいな』

　そこからは、別々に力を振るいつつも、時おり連携を合わせるということを時間をかけて繰り返していった。

　ああ、あとは俺がいない間にフランが溜めこんでいた魔石を吸収し、さらに増えたスキルを検証したりもした。いや、得たのはスキルだけではなく、ランクアップも果たしている。

　何せ、フランが溜めこんでいた魔石は三〇〇個を超えていたのだ。一気にランクアップし、さらに魔石値を上乗せできていた。

　問題だったのは、魔石から吸収できる魔石値が妙に低かったこととと、自己進化ポイントがゲットできなかったことだ。

　これでは、せっかく自己進化できた意味がない。

　何故かと首を捻っていたら、アナウンスさんが説明してくれた。

〈フェンリルが個体名・ウルシに力を譲渡したことで、その補填が必要となっています〉

『どういうことだ？』

〈フェンリルの回復を優先するため、譲渡される力が大幅に減少しています〉

　魔石を吸収→フェンリル回復→その力の一部が俺にも譲渡されるっていうのが、俺が魔石値を得る流れのはずだ。まあ、ザックリと言えばだが。

　ウルシを特殊進化させるために、フェンリルが色々と頑張ってくれたらしい。ただ、そのせいで俺もフェンリルも消耗してしまい、こちらに回す魔力を削って回復に充あてているようだった。

『どれくらいの間、この現象が続きそうだ？』

〈次々回のランクアップまでの予定となっています〉

『うーむ。でもウルシのためってんなら、文句はないさ』

　むしろお礼を言いたいほどだ。そのおかげで、ウルシは念願の力を手に入れた訳だし。

　同族嫌悪がなければ最高だったんだが……。固有スキルだから、スキルテイカーでも消去できないと思うんだよな。

　ああ、スキルの所有数がいきなり増えてしまうことに関しては、なんとかなりそうだ。アナウンスさんが管理を手伝ってくれることで、俺の負担が減るからである。

　とは言え無茶はできないが。

　この祭壇、実際のところそうそう頻繁に利用できるものではないらしい。起動にも修復にも、膨大な魔力を必要とするからだ。魔狼の平原から魔力を吸収して蓄えていると言っても、その魔力は無限ではなかった。

『次のランクアップでポイントはゲットできるのか？』

〈是。ただし、規定通りの自己進化ポイントが入手できる確率、１１％〉

『ポイント全くなしか？』

〈入手ポイントが半減する可能性、８９％〉

　半分は入手できるってことかな？　ならいいや。ウルシの進化につぎ込んだのだと思えば、むしろ安いもんだ。

　それに、自分たちの力を全然使いこなせていない状態で、新たな力を求めたところでどうしようもない。まずは、今ある全てを扱えるようにならねば。

『連携強化、スキルの習熟、魔石の入手。やることはまだまだあるぞ！』

「ん！　がんばる！」

「オン！」

〈次のランクアップまでの必要魔石値は、１０２２ポイントです〉




　　　　　＊




『連携も十分確認したし、互いの能力も把握し合えた。スキルの検証も終わり、僅かに得た自己進化ポイントを割り振って新たなスキルも得た』

「ん」

　俺が目覚めて、フランたちの成長に驚いてからおよそ一ヶ月が経過した。

　暦の上では二月の半ばを過ぎ、下旬へと差し掛かる。そんな時期だ。

　そして今日は、俺たちにとって特別な日でもあった。

『修行は明日で終わりだ』

　台座の横で焚火を囲みながら食事をするフランたちに、俺はそう宣言する。

　実際は、この平原で修行を続けていたいという気持ちはある。ここでこのまま、魔物を狩りながら力を付けたい。

　だが、それはできなかった。俺だけならともかく、フランの望みはここで長々と修行をしていても叶わないのだ。そもそも、魔境に引き籠ったままというのは、フランの教育上よくないだろう。色々な人と接することが、子供には必要なはずだ。

『アマンダも、今日まで付き合ってもらってありがとうな？』

「ありがとう」

「オン！」

「いいのよ。私たちの仲じゃない。それに、楽しかったし、私自身の修行にもなったから」

　実際、アマンダはレベルも上がったし、スキルのレベルもいくつか上がっている。それでも多忙なはずのランクＡ冒険者が、最低でも週一回はこの場所にやってきてくれていたのだ。

　大きな借りができたと言えよう。まあ、アマンダは本気で気にするなと言っているだろうから、俺たちが勝手に借りたつもりでいるだけだが。

「アリステアも、色々と助かった」

「なに、狂信剣の情報料代わりさ。それに、師匠を診るだけでも、アタシにとっちゃ他じゃ得られない経験なんだ」

『でも、本当に装備の代金いらないのか？』

「材料はアマンダが全部集めて来たものだし、気にしなくていい」

　フランの剣だけじゃない。ウルシの爪と首輪も、アマンダがアリステアに依頼して作ってくれたらしい。ウルシもきっと強くなるからと、頼んだそうだ。

「うふふ。ウルシも頑張っているもの」

「オンオン！」

　アマンダが、ウルシの背中をそっと撫でる。ウルシも、アマンダに褒められて嬉しそうだ。考えてみりゃ、ウルシが俺に召喚された時からの付き合いなんだよな。その場にいたわけだし。

「気になるなら例の依頼の件を頼む」

「ん」

『任せておいてくれ』

　例の依頼とは、隣の国の魔術学院で依頼を受けるというやつだ。半年以上前の話だが、よーく憶えている。

　模擬戦の相手を探しているらしいが、他にも何か頼まれるかもしれないということだった。

　ハイエルフの学院長はアリステアにとっては頭の上がらない相手であるようで、ぜひ依頼を受けて欲しいらしい。

『……さて、そろそろ日付が変わったかな？』

「うん？　そうだな」

　俺の呟きを聞いたアリステアが、ローブの袂たもとから懐中時計を取り出した。ちょっと欲しいんだけど、メチャクチャ高いらしい。

　特にアリステア謹製の懐中時計にもなると、数百万でもきかない価値があるそうだ。

『さて、フラン。今日は何の日か分かるか？』

「ん？」

　こりゃあ、分かってないな。

　まあ、ずっと魔境で修行三昧の日々だったわけだし、日付感覚もないのだろう。

　俺は今日が何の日か、フランに告げる。

『今日は、俺とフランが出会ってから、ちょうど一年目の記念日だ』

「おおー。もう？」

『ああ。あっという間だったがな』

　半分は一緒にいられなかったが、それでも総計すれば半年以上はずっと近くにいた。

　悲しい時も、怒った時も、楽しい時も、嬉しい時も。

　恐ろしく濃い時間だった。

『……強くなったな』

「ん」

　出会った時は、非力な奴隷の少女であったフラン。

　襲い来る苦難に耐えながら一心不乱に進み続け、目指していた高みへと一直線に駆けあがった。

　決して楽な道ではなかった。時には、死を覚悟することさえあった。

　それでも逃げず、数々の強敵相手に戦い続けた。

　その結果が、今のフランだ。

　感慨深いものがある。フランもそうなのだろう。はにかんだ顔で、コクリと頷いていた。

　ただ、フランを鑑定してみた俺は、あることに驚く。

『え？　フラン……の年齢が……。そう言えば今まで一二歳のままだったもんな……』

　なんと、昨日まで一二歳だったフランの年齢が、一三歳に変わっていたのだ。

「どうしたの師匠？」

『なあ、フランは自分の誕生日を覚えているか？』

「ん？　んー？」

　フランが俺の問いに眉根を寄せ、首を捻って唸り出す。

　覚えていないらしかった。

　だが、今日が偶然誕生日なんていう奇跡、ありえないよな？　だとしたら、フランという名前を付け直したあの日が、新しい誕生日だと世界の理に認識されたのだろうか？

　名無しからフランに戻った、あの日が。

　ご両親にちょっと申し訳ない気持ちもあるが、誕生日がないよりはマシだろう。

『今日は俺とフランが出会った日ってだけじゃなく、フランの誕生日にもなった！　二重にめでたい記念日だ！』

「たんじょうび？」

『ああ！　フランの年齢が一三歳になったんだ！』

「ほんとに？」

『本当だ！　おめでとう！』

「ん。ありがと」

　まさか誕生日祝いにもなるとは思わなかったが、出会って一年記念日をお祝いするために色々と用意しているのだ！

『ふっふっふ。いいものを用意したぞ！　なんだか分かるか？』

「いいもの……パンケーキ？」

『おぉ？　よく分かったな！　正解だ！』

「おおー」

　俺の言葉を聞いたフランが、嬉しそうにパチパチと手を叩いている。

　フランにとってパンケーキは、記念日の御馳走というイメージがあるようだった。だから、こういう場合はパンケーキであると思っているらしい。

　すでに頬を赤く染めて、ハフハフ状態である。

　カレーとはまた違う意味で、フランの大好物だからな。

『ふっふっふ。フランが寝ている間にこっそりと準備を進めてきた、スペシャルパンケーキの生地だ！』

「すぺしゃる！」

　俺の言葉にフランの瞳が輝く。だがその期待、裏切りはしない！

　ここ一週間、アマンダに材料を買い揃えてもらい、密かに用意してきたのである。トッピング用のクリームなども準備万端で、あとはこの場でパンケーキを焼き上げれば完成だった。

『まずはフランの分だ！　今の俺なら同時に一〇個でも作れちゃうんだぜ！』

「師匠、すごい！」

『はっはー！　だろう！』

　火魔術で生み出した一〇個の火炎の上に、それぞれ一〇個のフライパンを載せ、そこに生地を流し込んでいく。見えない手が何十本もあるような光景だった。全て念動で行っているが、アナウンスさんの手助けがある今の俺なら楽勝なのだ。

〈全ての念動の出力、誤差の範囲内に収まっています〉

『よし！　ここでこうだ！』

「師匠、かっこいい！」

『はっはっはー！』

　一斉にフライパンを振ってパンケーキを裏返した俺の妙技を見て、フランがさっき以上に高速で手を叩いている。その口の端から流れ落ちる涎、今だけは拭かないでいいぜ？

『これで完成だぁ！』

「おおおおおー！」

『パンケーキ一〇段タワー、トッピング二〇種お好み掛けだぁ！』

　フランの前に置かれた大きめの皿の上に、パンケーキがドドドンと積み上げられていく。その上にはバターとメープルシロップだけがかけられていた。

　それとは別皿に、ホイップクリームやチョコレートソース、ナッツ類や様々な種類のジャムなどを小分けにしたボウルを準備している。スプーンを使って、お好みでかけて食べてもらうのだ。

『どうだ！』

「すごい！　師匠、ちょーすごい！　食べていい？」

『おう！　召し上がれ！』

「ん！　いただきます！」

　フランはそう言って一番上のパンケーキを切り取ると、まずはそのまま口に入れた。

「もぐもぐ」

『どうだ？』

「ん！」

　頷くだけだが、その満面の笑みを見れば評価が分かる。満点ということだろう。

　口元をメープルシロップでベタベタにしたフランが、凄まじい勢いでパンケーキを腹に収めていく。それをニコニコとみていたアマンダが、ふと疑問を口にした。

「ねえフランちゃん？」

「もぐもぐ？」

「カレーって言うのと、パンケーキ。どっちが美味しい？」

「んー……？」

　お？　フランが食べる手を止めて首を傾げたぞ。

「カレーは元気が出る！」

「じゃあ、カレーの方が好きなの？」

「パンケーキは幸せ！　どっちも美味しい。でも、違う美味しい」

　フランはそう言って、再びパンケーキを食べ進めようとして──。

　グー。

　腹を鳴らした。パンケーキを大量に食べたのに？　いや、カレーの話をしたせいだろう。その証拠に、フランが切なげに俺を見つめている。

「師匠……」

『はいはい。カレーも出してやるから。今日は特別だぞ？』

「ん！」

　普段はあまり感情を顔に出さないフランが、俺の作った飯を食べてあれだけ良い笑顔になってくれるんだ。こんなに嬉しいことはない。

　フランがおデブにならないように、好きなだけ食べさせるわけにはいかんけど……。

　たまにはいいよな？
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『じゃあ、いくぞ？　これが最後だ』

「ん！」

「オン！」

『奴らの魔石を頂いて、修行の集大成にする！』

「わかった！」

　決意の表情を浮かべてコクリと頷くと、俺を構えたフランがウルシの背中から飛び出す。

　眼下に存在するのは白い煙だ。

　忘れもしない厄介な強敵、グレーター・ヴェノム・ガストだった。

　しかも、敵はあれだけではない。

「今度は逃がさんぞ小娘！」

「今日こそ滅ぼす」

「無理じゃぁ！」

　戦場には、ワイト・キングもいた。

　実はフランは、このワイト・キングと数回に渡って戦っているらしい。だが、ワイト・キングとグレーター・ヴェノム・ガストは常に至近距離におり、必ず双方と同時に戦闘に入ることになってしまう。

　そのせいで、片方を討伐する前に消耗し過ぎて撤退するということを、何度も何度も繰り返していたそうだ。

『ガストの魔石は確認できていないのか？』

「ん」

　余程巧妙に隠しているか、探知できないほど遠方に隠しているか。ともかく、簡単に見つけることはできないようだ。

『ふーむ……。まずはワイトを仕留めるか』

「わかった」

『ウルシは配下共を相手にしてくれ！』

「ガル！」

　以前であれば、これは中々無謀な指示だ。

　ウルシ単体で、四体のワイト・ハイウィザードと、二体のワイト・インペリアルガードたちを相手にするなど、無茶過ぎる。やれて二体を引き付けるまでだろう。

　しかし、今のウルシなら無茶な話ではない。

「ガルル！」

「──！」

　影転移からの次元牙で、早速ハイウィザードに大ダメージを与えていた。奴らは時空魔術を察知する能力はあるが、影転移は闇魔術と同系統のスキルである。この能力による奇襲を察知することはできないようだった。

　その後は一撃離脱を繰り返し、配下のワイトたちを追い詰めていくウルシ。

　体のサイズを瞬時に変えながら、ワイトたちの間を飛び回って翻弄し続ける。

　勿論、楽勝とはいかない。被弾もしているし、時おり強烈な反撃で大ダメージを受けることもある。だが、それだけだ。

　以前に比べて生命力、防御力、再生力全てが上昇したウルシは、多少の攻撃には小こ動ゆるぎもしなかった。すぐに傷を癒して体勢を立て直し、ワイトたちの追撃を躱している。

　決して、俺たちが介入しなくてはならないようなピンチには陥らないし、不安を覚えることもない。その戦闘には安定感と余裕が感じられた。

「なんじゃあの狼はぁ……！」

「ウルシ」

「名前など聞いておらんわぁ！　なぜこんな短期間にあんな……！」

　高位のアンデッドなだけあり、感情も人間に近いものが残っているようだ。

　この半年、ずっと小競り合いを続けてきた相手が急に強くなり、驚きの声を上げている。

「修行したから」

「修行であんな強くなれるのなら、誰だって修行するわぁ！」

　ワイト・キングが喚わめいているが、フランはその言葉には応えずに突進した。

「ず、ずるいぞぉ！」

「ふ！」

「くぬ──ショート・ジャンプ！」

　やはりワイト・キングは侮れない。術者タイプのクセに、フランの空気抜刀術を躱しやがった。しかも、即座に転移術で距離を取り、直後には氷雪魔術を放つ。

「ダイヤモンドダスト！」

　広範囲を凍り付かせる術だった。これで牽制したつもりなのだろう。

　範囲重視のため威力はあまり強くはないが、咄嗟だったのでこれくらいの術しか唱えられなかったのかもしれない。

　いや、普通なら十分に脅威だけどね。以前のフランだったら、回避するために距離を取っていただろう。

　しかし、フランは猛り狂う吹雪に自ら突っ込んでいた。火炎魔術と風魔術で、煌めく氷の霧をかき分け、最短距離でワイトに向かって駆けていく。

　だが、さすがは高位の魔獣。こちらの想像以上に知恵が回る相手だった。

「くかっか！　それもあり得ると思っておったぞ！　ぬおおおおおおお！　ブラスト・アバランチ！」

　フランが魔術を突っ切って攻撃してくるパターンも、油断せずに想定したらしい。

　ワイト・キングの魔術により、草原に雪崩なだれが生み出された。広範囲を飲み込みながらフランに押し寄せるその術は、まさに雪の大津波である。

　多分、中規模の砦の城壁程度なら、この術で破れるだろう。それ程の破壊力があるはずだ。さらに魔術による氷は、通常ではあり得ない程の冷気を纏っている。同規模の自然雪崩を大きく超える危険性があるった。

　だが、フランはその雪崩を見据えて、一言呟くだけだ。

「師匠」

『おう！　任せろ！』

　俺がどうにかすると信じて──いや、どうにかすると分かっているのだ。ならば、どうにかするのが俺の仕事である。

『はぁぁぁ！』

　それは、巨大な光の奔流だった。魔力放出でも、火炎魔術でもない。ポイントを消費してレベルを上げた、光魔術である。

　レベル６光魔術、ソーラ・レイ。光魔術と聞いて真っ先に想像する、レーザーとかビームの親玉的な術である。簡単に言えば、アニメのビーム砲だろう。

　魔術であるため単純な光線ではないが、見た目はビームにしか見えなかった。

　ドラム缶並みの太さの光の柱が真横に向かって照射され、白い津波を貫く。一点に集中された光が雪崩を溶かし、フランの通り道を作り出した。

　しかも俺は、インビジブル・デスから入手した光撹乱膜を利用することで、集束率を上げて威力を上昇させている。

　レベルは同程度の術なのだろうが、一点集中である分、こちらの方が有利であった。

「くがぁぁ！　こ、これほどの術をぉ？」

　自らの術を貫通して放たれた光魔術をモロに食らってしまい、ダメージを受けているワイト・キング。魔術耐性を持っているため奴を倒すことはできなかったが、次の魔術を警戒するせいでワイト・キングの意識が前方に偏った。

　それはつまり、背後への注意が疎かになるということだ。

　フランはその隙を逃しはしない。

　俺の作り出した道を駆け抜け、全速力でその背後をとっていた。

「ふっ！」

「が──は……！」

　フランの斬撃が、ワイト・キングの首を刎ね飛ばす。しかし、それでも即死──いや、アンデッドなので消滅？　ともかく、首を斬っても倒せてはいなかった。

「黒こく骸がい兵団の精鋭たる、我がぁ……このような小娘に……！」

「はぁぁぁ！」

「ぬえぇぁぁぁぁぁ！」

　倒されたかのような悲鳴を上げたワイト・キングだったが、自らの首が落ちないように両手でがっちりとホールドすると、倒れ込むようにフランの追撃を躱す。

「逃げられた！」

『転移しやがったな』

　ワイト・キングは地面に転がった状態で、長距離転移を発動して姿を消していた。

「あっち！」

　即座に転移先を察知して追いかけようとしたフランだったが、その場で足を止めてしまう。

　グレーター・ヴェノム・ガストの煙が一気に集まってきたのだ。

「邪魔！」

　フランが風魔術で牽制するが、僅かしか削れてはいない。

『やっぱ、魔石をどうにかするしかないか』

「また地面を攻撃する？」

　成長した俺たちでも、相変わらずガストの魔石を発見することはできなかった。

　いや、なんとなく魔力の偏りみたいなものがあるような気もする。煙に満ちる薄い魔力に、極ごく僅かに濃い部分と薄い部分があるのだ。

　だが、その大元までは辿ることができなかった。

　近くに魔石があると信じて、念入りに広範囲攻撃を繰り返すのも手の一つだが……。

　俺とフランが悩んでいると、ウルシが何やらアピールしている。

「オンオン！」

『もしかして、魔石の位置が分かるのか？』

「オン！」

　ウルシは自信有り気だ。ラグナロクウルフへと進化したことで、その嗅覚はより研ぎ澄まされたらしい。

『だったらやっちまえ！』

「オオーン！」

　ドヤ顔で一咆えしたウルシが、宙に向かって駆け出した。凄まじい速度そのままの勢いで、前方の空間に噛みつく。

　その瞬間だった。

「ウウウアアアアウウアアアアア！」

　不気味な悲鳴がその空間から上がると、一気に煙が晴れる。

　俺たちは魔石が地中にあるものだと思っていたが、煙の中に隠していたようだ。もしかしたら、時空魔術のような能力で収納しているのかもしれない。

　だが、進化したウルシの感覚は魔石の魔力を逃さなかった。次元牙があれば、その空間ごと攻撃できたのだろう。

　まあ、魔石は手に入らなかったが、厄介な相手を倒せたんだ。素直に褒めてやるか。

『よくやったぞ！』

「オン！」

「ウルシ、えらい」

「オンオン！」

　中型犬サイズになったウルシは、フランにワシャワシャと撫でられてご満悦だ。

　だが、すぐに二人とも厳しい顔になる。

「ワイト、またきた」

「グル！」

『しかも、配下が大量だな』

　少数精鋭型のワイト・キングだと思っていたが、奴の気配の周囲に大量のアンデッドが湧き出していることが分かった。雑魚を無数に呼び出すこともできたらしい。

　物量作戦に切り替えたのだろうか？

「鳥の骨！」

『飛行系のアンデッドだ！』

　脅威度ＥやＦの雑魚魔獣が、こちらへと向かってくる。

　バードスケルトンにバッドゾンビ、レッサーゴーストなどが混在していた。

　さらに、大地にも武装したゾンビなどが大量に溢れる。その数は三〇〇を優に超えていた。弓矢を装備しているので、遠距離からこちらを攻撃するつもりだろう。

「蹴散らす！」

「グル！」

『防御は任せろ！』

　フランはそんな大軍勢を前に、怯むことなく前に出た。放たれる矢をあっさりと掻い潜り、アンデッドたちの間へと躍り込んだ。戦場を走り回りながら、次々と切り捨てていく。

「はぁぁぁぁ！」

「オーン！」

　仲間を巻き込むことも厭わず、アンデッドたちから魔術や矢が放たれるが、俺が障壁と念動で叩き落していった。上空から襲ってくる飛行型の魔獣も、魔術で迎撃する。

　余りにも手応えがなく拍子抜けしていると、俺たちの周囲で魔力が高まるのが分かった。

「ウアアァッァァ！」

「オオオォォォ！」

『新手か！』

　フランを包囲するように召喚されたのは、五〇近いハイゾンビたちだ。

　ステータスもそこそこ高く、武具もかなり強力だった。鋼の鎧と盾、魔鉄の剣を装備していたのである。

「……あの鎧、どっかで見たことある」

『アレッサ騎士団の鎧だ』

　元アレッサ騎士たちってなのかね？

　確か、副団長のオーギュストと一緒に不正に手を染めていた騎士たちが、投獄されて処刑されたって話だ。どういう経緯でワイト・キングの下僕なんかになったのか分からんが、そいつらの可能性が高そうだった

　そう言えば、アレッサでも元冒険者が、アンデッドにされていたな。

　投獄、処刑された者たちの死体のその後なんて、意外と誰も気にしない。誰かが奪ったとしても、気づかないのだろう。

　ただ、アレッサのアンデッドの裏には、レイドス王国がいた可能性がある。

　だとすると、ワイト・キングもレイドスに関係あるのだろうか？

（あいつに聞いてみればいい）

『そりゃそうだが、無理はするなよ？　撃破優先だ』

「ん！　分かってる！」

　フランはそう叫ぶと、そのままハイゾンビへと斬りかかった。

「てやぁ！」

「オオオオオ！」

「強いけど、弱い！」

『ああ！　俺たちの敵じゃないな！』

　そこらのアンデッドよりは強いんだろうが、それでも俺たちにとったら雑魚である。アレッサで戦った三顔ゾンビに比べたら、遥かに弱い。

　そうしてアンデッドを撃破しながらワイト・キングへと迫る俺たちだったが、奴は何故か余裕の表情だ。

「ウヒヒヒヒッ！　きたなぁぁ！」

「今度こそ、倒す！」

　首には、まるでチョーカーのように見える傷跡が残っている。フランによって真っ二つにされた傷は、未だに塞がりきっていないらしい。

　奴だって、分かっているはずだ。接近戦では、フランが遥かに有利だと。

　それなのに、この余裕はなんだ？

　俺は嫌な予感を覚えた。まるで、人間だった頃のような、ゾクッとした感覚が走る。

　それは、フランたちも同じだったらしい。

　攻撃を中止して、一気に後ろへと下がっていた。

　その直後、ワイト・キングから白いオーラのようなものが溢れ出す。そのオーラに触れた地面が、一瞬で真っ白に凍り付いていくのが見えた。オーラは津波のような勢いで周囲に広がり、配下のアンデッドごと氷漬けにしていく。

　それまで平原だった場所が、一瞬で氷河のように変貌を遂げていた。

　氷雪魔術の一種なのだろうか？　だが、詠唱がなかったぞ？

「フハハハハハッ！　力が溢れてくるぞぉぉぉぉぉ！」

「こいつも急に強くなった！」

『おいおい、アンデッドがパワーアップすんのが流行ってんのか？』

　ワイト・キングから、今までとは段違いの魔力が感じられた。

「ウヒヒヒヒ！　今日こそ、嬲なぶり殺しじゃぁぁ！」

　ニタリと笑うワイト・キングから、フランがさらに距離を取る。叩きつけられた殺気に、警戒心を掻き立てられたのだろう。

　その間にも、ワイト・キングの肉体がボゴボギという鈍い音を立てながら、変形し始めていた。

　傷が塞がるだけではない。骨格が伸び、ローブの下の肉体が肥大化していく。見て分かるほどに膨張した体に耐えきれず、ついには内側からローブが破れてしまっていた。

　枯れ木のような手足をしていたワイト・キングが、ハイオーガのような筋肉質な肉体へと変貌を遂げたのだ。ズボンがパンパンで、スパッツみたいに見える。

　しかも、ただ膨れただけではない。

　なんとその体には、ワイト・キングのものとも違う顔が浮かび上がっていた。

　右肩、鳩尾みぞおち、左脇に、新たな顔が生み出されている。

　既視感というか、完全に見覚えがあった。

　半年前、アレッサの地下で戦った三顔ゾンビである。こちらは鳩尾の顔が一つ多いが、明らかに同じ系統のアンデッドだろう。

　しかし、それよりもさらに驚くことがあった。

　俺は、鳩尾に埋め込まれた顔を見て思わず声を上げてしまう。

『あの顔は……！』

（師匠、知り合い？）

『え？　フラン、憶えてないのか？』

（ん？）

『鳩尾の顔だ！　ほら！』

（……うーん？）

『そ、そうか。まあ、あんな奴、忘れててもいいけどさ』

（だれ？）

　フランが完全に忘れ去っている顔の名前は、オーギュスト・アルサンド。そう、虚言の理の元の持ち主にして、アレッサ騎士団の元副団長だった、クズ貴族である。

　王族に無礼を働いて捕まった後、どうなったかは分からない。ただ、オルメス伯爵らの反逆罪に巻き込まれ、連座で処刑されたとばかり思っていた。

　だが、その死体は密かにレイドスの死霊術に利用されていたらしい。

「アアアァァァ！」

「ヌハハハハ！　どうやら、小娘を恨んでおるようだなぁぁぁ！」

　鳩尾のオーギュストの顔が憎々し気な呻き声を上げると、ワイト・キングが釣られるように哄こう笑しょうを上げる。

　どうやら、僅かに思考力が残っているようだ。

「コロ、ス！」

「惰弱な精神だったくせに、恨みは人一倍かぁぁ！　救えぬ小こ童わっぱよ！　だが、その腐った精神が、我にさらなる力をもたらすぅぅ！　憐れなる死霊どもよ！　その怨念を差し出し、儂の糧かてとなるがいぃぃぃ！」

　ワイト・キングが叫びながら、両腕を天高く掲げた。すると、周囲にいたアンデッドが全て動きを止め、直後には砂のようにサラサラと崩れ落ちる。

　折角の戦力を、自分で？

　フランの戸惑いが伝わったのだろう。ワイト・キングがさらなる笑い声をあげる。

「クハハハハ！　この程度の戦力、貴様に勝てるわけないと分かっておるわぁ！　こやつらは、儂の餌よぉぉぉぉ！」

　そう叫ぶワイト・キングに向かって、周囲から黒い何かが集まってきた。魔力なのだが、より禍々しい気配を放っている。しかし、邪気ではなかった。

　この感覚、憶えがある。

　天空島で、同じものを見たのだ。

　リッチの力の源でもあった、怨念である。どうやら配下を召喚し、そいつらの持つ怨念を吸収したようだった。

　死霊にとっては、魔力よりも怨念の方が力になるのだろう。

　現に、ワイト・キングの存在感が急激に増していく。

「小娘ぇ、遺言はあるかぁ？」

「……お前、レイドス王国のアンデッド？」

「ヌハッハ！　冥途の土産に教えてやるとしようかぁ？　その通りよぉ！　我こそが、最強の軍勢たる黒骸兵団第六席！　アイスマン様であぁぁるっ！」

　ワイト・キング──アイスマンが自慢げに叫んだ。第六席とか言われても、どれくらいの規模なのか分からんから、凄いのかどうかも分からない。

「こくがいへいだん？　死霊術師の部隊？」

「ちと違うなぁぁ！　人間の術者など、不要！　我らは、知性ある不死者の軍勢！　世界最強の部隊よぉ！」

　なるほど。こいつみたいに理性と知性がある程度あるなら、部隊としての運用は可能だろう。だが、そんな高位のアンデッドばかりを、揃えられるものか？　名前まで持っているということは、相当特殊な存在だろう。

「レイドスの部隊が、なんでここにいる？」

「ぬははは！　この不可思議な魔境の調査よ！　明らかに他とは違う構造をした、フェンリルの伝説が残る土地！　実に興味深いぃぃ！」

　フェンリルの骨でも残っていれば、死霊術師なら何かに利用できるかもしれん。黒骸兵団とやらが興味を持つのも当然だった。

「まあぁ、あのおかしな森のせいで、ここから出れなくなってしまったがなぁぁ！」

「……どうやって入った？」

　そこは俺も気になった。常に魔力が吸われ続ける枯渇の森は、アンデッドにとって死地と同じだ。こいつクラスの高位アンデッドであっても、一〇分もせず身動きがとれなくなるだろう。

　すると、その移動方法はかなりぶっ飛んだものであった。

「氷雪魔術で山を作り、棺に入ったまま滑り降りてな！　その勢いで飛んだのよぉ！　落下する前に連続で転移を使って、何とか平原に到達したという訳だぁぁ！」

　棺って、アレッサで見つけた魔道具の棺と同じものか？　確かにあれなら、枯渇の森の魔力吸収現象から中のアンデッドを少しは守ってくれるかもしれん。で、魔力が吸い尽くされる前に転移を連続で発動して平原に飛び込めば、消滅せずに魔狼の平原へと侵入できるってことだろう。

「クハハハ！　これ以上知りたければ、我を滅ぼしてみよぉ！」

「滅ぼしたら、何も聞けない」

「クヒャヒャヒャ！　それはそうだなぁぁ！」

　ひと際耳障りな笑い声をあげると、アイスマンは身構える。これ以上は情報を引き出せそうもなかった。

「ゆくぞ！　小娘ぇぇ！　今日こそ、その命啜すすってくれるわぁぁぁ！」

　アイスマンの叫びと共に、今まで以上に強烈な白いオーラが放たれた。

　恐ろしいほどの冷気を孕んだオーラに触れると、草が一瞬で凍り、砕け散る。生物が巻き込まれれば、ひとたまりもないだろう。

　爆発的に広がる超冷気から逃れるため、俺は咄嗟に転移を発動させる。

　上空から見下ろすと、白い死のドームがアイスマンの周囲を覆っていくのが見えた。奴の動きを探ろうと見つめていると、ドーム周辺がダイヤモンドダストのように輝き出す。いや、実際に自然現象としてのダイヤモンドダストが発生しているのだろう。

「師匠。ウルシ。このままあいつを斬る」

『わかった』

「オン！」

　未だに白い冷気は晴れないが、そのせいで向こうからもこちらは見ない。確かに、今がチャンスかもしれなかった。

「ウルシ、アレをやる」

「オ、オン？」

「だいじょぶ。私たちなら、やれる」

「オ、オンオン！」

『ちょっと待て！　アレって、アレか？』

「ん」

　フランとウルシがやろうとしているアレとは、二人がずっと練習してきた新たな必殺技のことだった。

　王都での戦いの最中、傭兵団『触角と甲殻』の五人が放った城門崩しという合体技を見て、思いついたらしい。確かにあれは派手だった。

　仲間を足場にして傭兵団の面々が次々と跳び上がり、最後は飛蝗のホッブスがロブスターのロビンを蹴り落として敵を砕くという、超大技だったのだ。

　フランたちはそれを応用して、天空抜刀術に組み込むということを思いついたらしい。

　だが、俺は賛成できなかった。

『危険すぎる！　今のままじゃ、失敗するかもしれないぞ！』

「だいじょぶ！　やれる！　ウルシ！」

「グル！」

『ああ！　もう！』

　俺が止めるのも聞かず、フランとウルシは必殺技を放つ体制になってしまった。

『待て待て！　本当に危険だ！』

　俺がこれほど止めるのには、訳がある。何せ、まともに成功している姿をほとんど見たことがないのだ。そりゃあ、使い続けなくては上達しないだろうが、こんな時くらいは普通に天空抜刀術でいいんじゃないか？

　確かに今は修行中ではあるが……。

　だが、もう止めることはできないだろう。

　すでにウルシが動き出している。こうなっては見守るしかなかった。

「ガルオァァァァ！」

　ウルシがその場で巨大化すると、その前足をフランに向かって振り下ろす。

　当たればただでは済まないその攻撃に対して、フランは完全に背を向けていた。

　そのまま空中跳躍を使って軽く跳び上がると、体を一八〇度反転させるフラン。頭が下で、足が上の逆さま状態である。

　ウルシの攻撃が迫る中、フランは足を軽く折りたたむと、落ちてくるウルシの前足に向かって両足蹴りを叩き込んだ。

　要は、ウルシの前足のパワーを利用して、加速を得ようという考え方だった。

　だが、明らかにタイミングが合っていない。

「あぅっ！」

『フラン！』

「オ、オン！」

　障壁を纏うのが遅すぎた！　それに足を突き出すタイミングが逆に早い！

　反動を利用するどころか、普通に攻撃を食らった状態になっていた。真下に向かって、錐きりもみしながらぶっ飛んでいく。

　撒き散らされる赤いものは、フランが口から吐き出す血であった。左足は明らかに折れ曲がり、背中から伝わった衝撃によって胃液と血を口から吐き出している。

『転移で──』

（ダメ！　それじゃ気づかれる！　このままいく！）

　フランが自身の意思を示すかのように、俺の柄を握り締めた。

　確かに、速度は出ている。このままいつものように空中跳躍などで空を駆け下りれば、通常の天空抜刀術は繰り出せるかもしれない。

　俺としては一度仕切り直したが、フランがやる気なのであれば仕方がない。

『じゃあ、せめて修行モードから戦闘モードに切り替えろ！』

（だいじょぶ！）

『喋れないくらいダメージがあるっていうのに……。分かったよ！　サポートは任せて、フランは天空抜刀術を成功させることだけ考えろ！』

（ん！）

　口の中に溜まった血を「ブッ」と吹き出しながら、フランは耐性を立て直す。そして、スキルと魔術を全開にしたフランが空中で加速し、アイスマンの生み出した白いドームへと向かって駆け下りていった。

　俺の念動が冷気をかき分け、フランの道を切り拓ひらく。

『見えた！　アイスマンだ！』

「はぁぁぁぁっ！」

　しかし、フランが斬撃を繰り出そうとした次の瞬間。俺は、ありもしない背筋がゾクリと震えるような寒気を感じていた。

　マズい！　何がと理解する間もなく、ただただ危機感を覚える。

　ニヤリ。

　こちらを見上げるアイスマンの愉悦に彩られた笑い顔を見て、分かった。

　奴にはこちらの動きが完全にバレている。あの白いオーラはただの冷気ではなく、アイスマンの魔力が混ざり込んだものだったのだろう。視界を塞ぐどころか、触れたものを探知する効果すらあったらしい。

　念動を使って白いドームを掃はらった時点で、こちらの場所が完全にバレていた。

「くっ！」

「フハァッ！」

　今さら止まることができず、フランがいつもよりも一瞬早く抜刀術を繰り出す。だが、アイスマンは熟練の拳闘士のような動きで体を捻ると、鋭い斬撃を回避してみせた。

　奴が負ったダメージは、微かに斬り裂かれた肩の傷だけだ。しかも、その動きを使って裏拳のように拳を振るってくる。

　ギリギリ間に合った転移で直撃は回避したが、拳がフランの腕に掠かすっていたらしい。

「うぐぅ……！」

『フラン！　くそ！』

　フランの左腕が真っ白に凍り付き、縦に割さけるようにヒビが入る。芯まで凍っているせいで逆に痛みが薄いようだが、もっと違う部分に当たっていたら危なかっただろう。

　腕を押さえるフランを見て、アイスマンが笑っている。

「クハハハハ！　確かに速いが、見えぬほどではないなぁぁ！」

　今まで、これほど完璧に天空抜刀術を破られたことはなかった。

　巨大で、どちらかと言えば遅い相手に使っていたからだろう。だが、察知と回避を高レベルで備えている相手にとって、攻撃方向が限られる天空抜刀術はカウンターを取りやすい攻撃だった。

「小娘ぇ！　次はこちらの番だぁ！　叩き潰してくれるぅぅぅ！」

「……こっちのセリフ！」

「ガル！」

　アイスマンは両拳を握って構えると、流れるようなステップで近づいてくる。同時に、その体に埋め込まれた顔たちが甲高い呻き声を発した。

　まるで呪詛のようにも聞こえる、不快な声だ。

「オオォォォォ！」

「アアァァァァ！」

「ウウウウゥゥ！」

　やはり、個別に魔術を使えるのか！　オーギュストは魔術なんか使えなかったはずだが、スキルも強化されているのだろう。

　しかも、それぞれの放った魔術は非常に高威力なものであった。

　無数に降り注ぐ氷の槍。獲物を求める蛇のようにこちらへと迫る氷の蔦つた。行く手を阻むように背後から襲い掛かる氷の竜巻。

　どれも、高位の術師が使うレベルの魔術である。

　だが、これほどの攻撃であっても、本命ではなかった。その間を縫うようにして、アイスマン自身が迫ってきていたのだ。

　今までは完全な後衛型だったが、あの肉体である。前衛でも戦えるようになったのだろう。

「死ねぇぇぇぇ！」

『フラン！　どうする！』

（師匠、援護して。あいつとは、私たちがケリをつける）

　どうやら、自分たちの手でアイスマンを倒したいらしい。ウルシとの合体天空抜刀術が破られたことが、相当に悔しいのだろう。

　それに、半年間戦ってきた相手だ。ライバル的な想いもあるのかもしれない。

『了解！　でも、修行モードのままいくのか？』

「ん。修行もきちんと終わらせて、あいつも倒す！」

『本当にヤバくなったら、手を出すからな？　自分で決着をつけたいなら、しっかり勝ってみせろ！』

「ん！　ウルシ、がんばろ」

「オン！」

　俺はフランの願いを聞き入れ、早速魔力を練り上げた。

　火炎魔術と念動で、顔たちの放った氷雪魔術を薙ぎ払う。

　その間にも、アイスマンはフランへと肉薄していた。

　以前の鈍い動きと段違いに速過ぎて、まだアジャストしきれん！　だが、修行で強くなったフランは俺とは違っていた。

　アイスマンの振り下ろした拳を身を捻って躱すと、すぐに攻撃を返している。その動きをしっかり目視できているようだ。

　さらに、ウルシが追撃を仕掛けていた。影の中から、アイスマンに噛みついたのだ。

　飛び出した直後に体を巨大化させたことで、超巨大な虎ばさみが地中から襲い掛かったような状態になっている。

　殺とった！

　俺はそう思ったが、そう簡単にいくはずもない。

　アイスマンは即座に転移を行い、ウルシの攻撃を回避していた。

『時空魔術も詠唱なしで行使可能なのかよ！』

　その行使速度は、俺に迫っている。

　アイスマンの魔術制御力に驚く俺の前で、フランはそれを見越していたかのように追撃を放った。いや、実際フランは今の奇襲でも決まらない可能性を考え、力を練っていたのだろう。俺なんかよりも余程、アイスマンの力を冷静に感じ取れていた。

「はぁぁぁ！」

「ぬおぉぉぉぉ！」

　黒雷を纏ったフランがウルシの陰から飛び出し、アイスマンへと斬りかかる。直前に逆方向から雷鳴魔術を放つという、簡単なフェイントまで使った一撃だ。

　気配を殺したフランの攻撃は、並大抵の相手では反応できないだろう。しかし、アイスマンは死角から飛び出したフランに対し、正確に拳を繰り出していた。

　フェイントを使った奇襲は失敗したが、フランはそのまま止まらずに斬撃を叩き付ける。俺と奴の拳であれば、俺が勝つと思ったのだろう。俺だって、拳ごと斬り飛ばすつもりだった。

　ガギィン！

　だが、その衝突の結果は、相打ち。互角であった。

　奴の拳は魔力の籠もった氷で覆われ、俺であっても斬り裂くことができなかったのだ。ただ、アイスマンもフランを押し切るつもりだったらしく、自分の拳が弾かれたことに驚いている。

　互いに悔しがっているものの、どちらも一度距離を取るような真似はしなかった。

「ぬおおぉぉぉぉ！」

「てやぁぁぁ！」

　アイスマンとフランは相手を睨みつけると、一歩も退かずにそのまま攻撃をし続ける。互いに、意地になっているらしい。

　数メートル先まで強烈な風が叩きつけられるような剛腕と、風切り音さえ置いていかれるような鋭い斬撃が、狭い空間を埋め尽くすように応酬される。

　どちらも、直撃すれば勝利が確信できるような攻撃だ。

　それでも互いの攻撃は直撃をせず、細かい掠り傷が両者に増え続けていった。

　ウルシが近づくこともできぬほどの、激しい接近戦である。

　オーギュストたちが魔術を放ってこないところを見ると、奴らもこの攻防には迂闊に手出しをできないのだろう。

　そんな互角に見える戦いは、急激にその天秤が傾きつつあった。

「ぬははははは！　どうしたどうしたぁぁ！」

　無呼吸で体力が無尽蔵なアンデッドと、生身のフランでは、全力を出し続けられる時間が違っていたのだ。しかも、アンデッドであるアイスマンは、その呼吸が全く読めず、先を読むことが驚くほど難しい。

「あぐっ！」

「ちっ！　浅かったか！」

　ついにアイスマンの拳が、フランの体に直撃していた。氷柱のようなものを拳に纏うことで、その間合いを急激に伸ばしたのである。

　伸びる氷柱によって間合いを潰されたことで、フランの回避が間に合わなかった。咄嗟に後方に飛ぶことで威力を殺しているが、鋭い氷柱の先端が腹に突き刺さっていた。

「くうぅぁぁっ！」

　俺は念動で氷柱を引き抜くと、回復魔術を全開にする。もう少し遅ければ内臓まで凍り付いて、経っていられなかっただろう。大きな隙を晒していたはずだ。

　だが、フランにとっては肉体的なダメージよりも、精神的な動揺が大きかった。

　修行を積んだ末に強くなったはずなのに、アイスマンとの接近戦で後れを取ったのだ。歯ぎしりする音が、俺にまで聞こえてきた。

「……！」

　殺気の滲む視線で、アイスマンを睨む。

　一般人であればショック死しかねないほどの殺気に晒されながら、アイスマンは楽し気に笑っていた。

「お得意の接近戦でぇ、負けた気分はどおだぁ？」

「負けてない」

「強がりをぉ！」

「負けてない！」

　そう叫んだフランが、俺を構える。

『フラン。アイスマンは強い。手加減したまま勝てる相手じゃないのは分かっただろ？』

（ん……。ごめんなさい）

『謝ることじゃないさ。だが、もう修行は終わりだ。戦闘モードに切り替えるぞ』

（ん！）

　俺を軽く振って感触を確かめたフランが、再びアイスマンに向かって突っ込んだ。

「無駄なことをぉ！」

　アイスマンがニタリと笑う。

　破れかぶれになったとでも思ったのだろう。

　確かに、そう見えるかもしれなかった。だが、俺はフランを止めない。何故なら、今のフランは先程までとは違うのだ。

　アイスマンがフラン動きを見切り、拳を繰り出そうとする。

　その瞬間だった。フランが大地を踏みしめ、一気に加速した。

　先程までの速度が頭にあったアイスマンは、今まで以上の速さを見せたフランに戸惑っているようだ。完全にタイミングをずらされ、拳が空を切ってしまっていた。

　アイスマンのカウンターを掻い潜ったフランは、すれ違いざま斬りつける。

「ヌゥゥ！」

　アイスマンは残った左拳を振り回すが、フランはすでに駆け抜けた後だった。

　振り返ったフランが、勝ち誇った顔で鼻を鳴らす。

「ふふん。これで一勝一敗」

「グヌヌ……！　小こ癪しゃくな小娘めぇぇ！」

　今度は、アイスマンが悔し気に歯ぎしりをする番であった。失った腕が、ゴボゴボと音を立てながら再生していく。フランにやり返されたことで、プライドが傷つけられたのだろう。地面に落ちている自らの右腕を、八つ当たりのように踏み砕いていた。

　急激に速くなったように見えるフランだったが、実は今までが遅かったのである。魔狼の平原での修行の最終段階に入ったフランは、俺の使用する大地魔術によって、自身の体重を増加させながら戦闘を行っていた。

　アイスマンとの戦闘も修行の一環と考えるフランは、当然のように大地魔術による加重を受けたままだったのである。

　だが、アイスマンが修行モードで勝てる相手ではないと悟り、術を解いて本来の動きを取り戻したという訳だった。

　あれだ、今のフランは少年漫画に有りがちな、密かに付けていた重りを脱ぎ捨てていきなり速くなった状態なのだ。敵が「な、なにぃ！　このリストバンドは……凄まじい重さだ！」って感じで驚く奴である。

「死に晒せぇぇ！」

　今度はアイスマンが突っ込んできた。

　こいつもプライドが高いのか、まだ接近戦にこだわるようだ。

　そのまま始まった接近戦は、フランが有利に戦いを進めていく。本来の身のこなしに戻ったことと、奴の速度にフランが慣れてきたことが理由だろう。

　あとは、拳相手の距離も分かってきたようだ。やや間合いを広めにとりつつ、バーニアや魔力放出による緩急を駆使した戦い方に終始する。それによって、アイスマンの攻撃はなかなか当たらず、向こうばかりが削られる展開となっていた。

　アイスマンは氷柱を拳に纏わせる戦法を使ってくるが、フランはそれももう見切っている。

　戦いは一方的な展開になっていった。

「くぬ！　このぉぉぉ！　なぜ当たらん！」

「もう、負けない」

「ぐがあああああ！」

　このまま接近戦を続けていては、負ける。アイスマンはそう理解したのだろう。

　再び白いオーラを最大出力で放つと、転移でフランから距離を取った。

「小娘ぇぇ……」

　闇を湛えた眼がん窩かから赤い光が漏れ出し、悔しさを象徴しているようだ。

「私の勝ち」

「ふ、ふん！　儂は元々魔術師じゃからなぁぁぁ！　せ、接近戦で負けても悔しくなんかないわぁぁい！」

「負け惜しみ」

「ぬがぁぁ！　絶対に殺すっ！」

　怒りの咆哮を上げたアイスマンが、右腕を大きく振り払った。白いオーラが津波のようになって、フランへと押し寄せてくる。これが、第三ラウンド開始の言負であった。

　先程とは違い、一転しての遠距離戦である。

「氷像にして、叩き砕いてくれるわぁ！」

　アイスマンが両腕を突き出すと、白いオーラが弾丸のように放たれた。同時に、三つの顔たちが氷結魔術を放つ。

　俺たちも、対抗するように魔術を撃ち続けた。

　フランの雷鳴魔術とウルシの闇魔術、俺の火炎魔術が、氷雪魔術を迎撃して相殺していく。

　入り乱れる原色が平原を染め上げ、水蒸気と煙が俺たちの視界を遮る。

　それでも気配察知や魔力感知を駆使して、魔術を放ち続けた。

　一分近く、魔術の応酬が続いただろうか。

　ついに、フランの魔術が奴らの魔術を押し切り、雷鳴がアイスマンを直撃していた。

　頭数は向こうが多くても、俺が多重詠唱可能だからな。フランに当たる魔術だけを重点的に撃ち落とし、フランとウルシが攻撃を集中させれば、一点突破も可能なのだ。

「ぬぐぉぉぉぉ！　なぜだっ！　なぜ押し負けるぅぅぅぅ！」

　またもや転移で距離を取ったアイスマンが、頭を掻き毟むしりながら苛立ちの声を上げている。パワーアップして勝利を確信したのに、近距離でも遠距離でも上回られたのだ。無理もないだろう。

　すると、アイスマンが何かを取り出した。ローブにアイテムボックス機能がついていたのか？

　瓶なのに、破損した様子もない。

「あの瓶」

『ああ、アレッサで見た奴だ』

　アレッサで倒した三顔ゾンビの腹に入っていた、謎の小瓶である。いや、似ているが、こちらの瓶の方が豪華だ。それに、瓶自体から魔力が感じられた。

「すでに試作進化薬の安全量を超えているがぁ……背に腹は代えられぬぅ！」

　アイスマンは瓶を高々と掲げると、そのまま握りつぶした。中に入っていた液体が腕を伝って流れ落ち、その体を濡らす。

　飲まずとも、体に触れるだけでいいようだ。

「ウヒヒヒヒヒィィィィ！　さすがぁ、一本で小国が買えるほどの薬ぃぃ！　力が漲みなぎるぞぉぉ！」

　アイスマンの放つ魔力が、さらに凶悪なものへと変化していった。それまでだって十分に凶悪だったが、今はフランが鳥肌を抑えられないほどだ。

　俺の目から見ても、浮遊島で戦ったリッチにも通ずる迫力がある。あれ以上とは言わないが、一部ではリッチ並の力を得ているかもしれなかった。

「ウゴォォ……ガルァァァァ！」

　アイスマンの咆哮が、平原の大気を揺らす。

　サイズそのものは変わっていないのに、まるでドラゴンでも現れたかのような威圧感がこちらにまで伝わってきていた。

「その血肉を、我に捧げよぉぉぉぉ！」

「お断り！」

　アイスマンが一気に加速し、襲い掛かってくる。その速度は今までを遥かに上回っていた。閃華迅雷を発動している最中のフランと、互角以上だ。

『フラン。こうなったら、俺も全力を出すぞ！』

「ん！」

「オン！」

　アイスマンだけではなく、オーギュストたちも強化されたのだろう。超高速の接近戦の中でも、しっかりと氷雪魔術を放ってきている。

　だが、本気を出しているのはこちらも同じだ。

　俺は消耗を覚悟で、次元魔術を全力で使用し続ける。実は、神様に関する記憶の一部を取り戻したおかげなのか、神の加護をより強く感じることが可能となっていた。

　混沌の神の加護のおかげで、今まで以上に剣としての自分を感じ取れることが可能となっている。女神さまが構築したシステムと、親和性が上がっているんだろう。その恩恵として、より多くの魔力を刀身に纏わせることができた。

　知恵の神の加護の恩恵は、スキルや魔術の制御力強化である。より多く、より強く、魔術を多重起動できるのだ。

　次元魔術による時間加速を使い、何とかフランたちの高速戦闘に割り込み、魔術での援護を続ける。すでに限界ギリギリまで制御力を捻り出している状態だ。

　以前の俺だったら、この時点で限界を超え、謎の痛みを覚えていただろう。しかし、今は限界であっても、無理な状態ではなかった。

「凍えろぉぉぉ！　ちょこまかと逃げ回るハエがぁぁ！」

「そっちこそ、棺桶に戻る！」

　アイスマンの拳には、圧縮された白いオーラが乗っている。その拳打が繰り出されるたびに、数十メートル先まで凍りつかせる極限の冷気が放たれていた。氷河の中にいるのかと思うほどの氷柱が辺りに林立し、白い冷気が濃霧のように漂っている。

　対するフランの斬撃に乗るのは、黒い雷だ。修行の結果、今まで以上に強烈な黒雷を操ることができるようになっていた。一発一発が上位の氷雪魔術と遜色がないアイスマンの冷気とぶつかり合い、負けていないのだ。

　むしろ、周囲を荒れ狂う黒雷は白いオーラを打ち払い、アイスマンのテリトリーが広がることを阻害していた。修行前のフランであれば今ごろは氷雪の力に抗いきれず、撤退するか、奥の手を全て使って賭けに出ていただろう。

　脅威度Ｂの上位とすら思えるアイスマン相手に、互角に戦いを繰り広げている。

　焦らずに冷静に突破口を探すフランだったが、膠着状態が長引くのはマズい。先ほどの接近戦でもそうだったが、再生力と体力では、向こうが上なのだ。剣王術を持つフランの方がよりダメージを与えてはいるが、それが決め手にはなっていない。

　しかし、フランは焦らず、ずっとアイスマンの動きを見つめていた。そして、ついにその時が訪れる。

「ぬおおぉぉぉぉぉぉ！」

　アイスマンは戦いの均衡を崩そうと、隙を晒す覚悟で強引に大技を放ってきた。ダメージレースになれば、自分が勝つという確信があるらしい。白いオーラを全身から放出し、周囲ごと凍り付かせようとした。

　そこに、フランが溜めていた火炎魔術が炸裂する。

　冷気と火炎がぶつかり合い、凄まじい衝撃と水蒸気が発生した。どちらもが強烈な魔力を孕んでいたため、魔力の嵐が周囲に吹き荒れる。

　これこそが、フランがずっと待っていた状況であった。魔力と風が白いオーラをかき乱すことで、アイスマンの探知能力は下がっている。この状態なら、フランの突撃は察知されない可能性が高かった。

（師匠！）

『おう！』

　俺たちは転移を使い、一気に上空へと移動する。

　ここから繰り出すのは、本日二度目の天空抜刀術だ。

「ウルシ！」

「オン！」

　しかも、ウルシの力を借りての。俺とフランを包む青い光が、今はウルシのことも包んでいる。眷属としての結びつきが、進化によって強化されたからだろう。

　不思議なことに、今度は成功するという確信があった。

　いつもの剣身一体とは少し違う。ウルシも一緒に、繋がっている感覚があった。

〈個体名・フランの状態が、契約（剣身一体）から、契約（三さん位み一体）へと変化しました〉

　おお！　三位一体ってことは、やっぱウルシとの絆も強くなったってことか！

　負ける気がしないぜ！

「はぁぁぁぁ！」

「ガルオオォォォ！」

『いっけぇぇ！』

　完璧な一撃だった。ウルシの前足を足の裏で完璧に受け止め、推進力に変えたフランは、流星のような速度で地上へと落ちていく。そう、駆け下りるというよりは、落下しているという方が正しいような速度なのだ。

　しかし、フランはしっかりとそのスピードを制御し、操っていた。

　今度こそ！　俺がその想いのままに、魔力を刀身へと注ぎ込んだ。

『見えたぞ！』

　白い水蒸気を突き抜けた先に、アイスマンの影と魔力を捉える。

　アイスマンがこちらに気づいたのが分かった。だが、それがどうした！　奴が俺たちを知覚した時には、すでにフランの斬撃が放たれているのだ。

　アイスマンがギリギリで身を捩よじったせいで、ほんのわずかに狙いが逸それる。

　右腕が肩口から斬り飛ばされ、そこにあった顔が消滅するのが見えた。

　その状態でも、こちらに攻撃をしかけようとしているアイスマンは、やはり尋常の相手ではない。確実に倒せるとは思っていなかったが、まさか反撃する力を残しているとは！

　俺がアイスマンの動きに戦慄を覚えていた、そんな最中。

　フランの体が黒い雷に包まれ、その場から姿を消した。瞬間移動するかのような神速で、フランはアイスマンの背後へと回り込んでいる。

　潜在能力解放状態でなければ使用できなかった黒雷技の一つ、黒雷転動だった。修行を経て、集中した状態であれば自分の意思で発動可能になっていたのだ。

　今までの天空抜刀術であれば、俺の時空魔術を使って離脱するしか、地面との衝突を回避する方法はなかった。

　だが、今のフランは最後まで自力で完結できる。

「ぬぅぅ？！」

　転移の前兆もなく、いきなり背後に現れたフランに対して、アイスマンは反応が遅れていた。だが、焦りはしても、それで固まることはしない。即座に対応してきやがった。

　転移を使い、さらにフランの背後を取ったのだ。

「今のは焦ったぞぉぉ！」

　フランが天空抜刀術を繰り出している間に、アイスマンもまた必殺技の準備を終えていたのだろう。

　左腕に纏った白いオーラが、竜巻のように回転していた。跳ね上がった小石が一瞬で凍り付き、砕け散るのが見える。直撃を食らえば、フランもひとたまりもないだろう。

　まあ、直撃すれば、だがな。

「ガルルルルル！」

「ぐぬぅ！」

　アイスマンが攻撃を振り下ろそうとしたその時、影からウルシが飛び出していた。

　フランを撃ち出すカタパルトの役目を果たした直後、影に隠れて奇襲のチャンスを狙っていたのだ。

　跳び上がったウルシの前足が大地を圧し潰す刹せつ那な、アイスマンの姿が消えた。

『無詠唱転移の連続発動か！』

　逃げられる！　そんな焦りの想いとは裏腹に、俺は自覚なく短距離転移を使用していた。フランの意思をくみ取った俺自身が、無意識に時空魔術を使用したのである。

　青い光を纏った今なら、フランの意識と俺の意識が繋がり、互いの欲することが手に取るように分るのだ。いや、今はウルシとも繋がっている。そのため、ウルシの奇襲のタイミングも完璧に把握できていた。

「なぬぁ！」

　アイスマンが間抜けな声を上げて、驚いている。転移して逃げたはずなのに、目の前にフランがいたからだろう。

「剣神化」

『おぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！』

　ここで剣神化だ！

　今までとは全く違う、深く静かで、それでいて強烈な存在感がフランから発せられた。同時に、俺の刀身にも力が流れ込んでくる。

　剣神化状態で使用できる、神属性の魔力だった。

　俺たちの変化を感じ取ったアイスマンの顔に、怯えの色が走るのが見える。

　これから放たれるのが、今までの攻撃とは全く違うものであると、本能的に理解したのだろう。

　感覚が研ぎ澄まされたおかげで、アイスマンの挙動が手に取るように理解できた。魔力を練り上げているようだ。再度、転移を発動しようというのだろう。

　だが、間に合わない。黒雷転動からの斬撃に、ウルシの奇襲。二回連続で無詠唱転移を発動したアイスマンは、再度の発動までほんの僅かな集中を要する。

　それが、致命的な遅れとなっていた。

　ウルシに奇襲させたのは、これを見越してだったのだ。ここまでが、フランの掌てのひらの上だったのである。

　剣神を降ろしたフランの斬撃は、最短距離を疾走はしっていた。

　音すら置き去りにするような神速でありながら、風切り音すら聞こえないほどに静かな斬撃。
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　気づいたら、俺はアイスマンを真っ二つにしていた。

「あ……？」

　アイスマンも、自分が斬られたことに気づいていなかったようだ。左肩から右脇までに一直線の線が浮かび上がり、その傷跡に沿って体がズレ始める。そこでようやく、自分が斬られたことに気づいたのだろう。

「あが……がああぁ！」

　ようやく悲鳴が上がった。

「わ、儂の魔力が……なぜ、再生せん……！　ぬああああ！」

　神属性によって斬り裂かれたことで、再生できないらしい。アイスマンの傷口から、間欠泉のように魔力が溢れ出していく。

「ああああああああああああああああああああああぁぁ！」

　アイスマンの断末魔の悲鳴が響き渡る中、鳩尾にいるオーギュストと目が合った。

　口をパクパクと動かしているが、斜めに斬り裂かれたオーギュストにはもう、言葉を発する力も残っていないらしい。

　驚愕に見開かれた濁った眼を見て、不思議な感慨が浮かんだ。

　こいつとの関係もこれで終わりだ。

「あり、えん……。ふじ、みの、我らが──」

　天を仰ぎ見ながら呟くアイスマンの体が、急激に萎しぼんでいく。だが、肉体と反比例するようにその内の魔力は高まりを見せていた。

「われ、だけでは、しなぬぅ……！」

　自爆しようというのだろう。

　だが、俺たちには意味がないぞ。

　転移を使い、俺とフランは距離を取った。

「あ……」

　相手に逃げられるなどという考えさえ思い浮かばないほど、消滅の際で思考が鈍っていたようだ。

「ああああああああああああ！　なぜだぁぁぁぁぁ！」

　それが、アイスマンの最期であった。

　確かにすさまじい爆発だったが、距離を取った俺たちには微風程度の影響しかない。最後の自爆の成果は、フランの前髪を揺らしただけである。

　負けも覚悟しなければならぬほどの強敵だったのに、間抜けとさえ思える最期だ。

　だが、フランたちは満足そうである。

「勝った……！」

「オン！」

　フランとウルシが、ハイタッチして喜んでいた。

『予定とは大分違っちまったが、これにて修行は完了だ！』

「ん！」

「オンオーン！」










エピローグ




「フランちゃんは、これからどうするの？」

「うーん？　師匠？」

『そうだなぁ』

　宿敵アイスマンを倒した俺たちは、アマンダとアリステアと合流して、今後の予定について話していた。

　何かをしなくちゃいけないということもない。

　やりたいことはたくさんあるんだけどな。

『俺としては、アリステアに頼まれた模擬戦の教官をするっていう依頼。ちょっと興味があるんだよな』

　依頼というよりは、この世界の学校に興味がある。

　フランの最重要目的は、強くなって黒猫族の呪いを解くことだからな。その目的のためには、学校に通うのは遠回りになる。今さらフランは学校に通いたいとは言い出さないだろう。

　ただ、僅かな時間でも同年代と触れ合う時間は貴重だし、もしかしたらフランが学校に興味を持つかもしれない。

　俺としては、フランが学校に通うのは賛成だ。積極的に勧めようとは思わないが、フランが通いたいと言えば反対することはない。

　まあ、それも含めて、まずは学校というものを体験してみねばなるまい。

　知らないものに対して、行くとも行かないとも言えないからな。

「私も興味ある」

『お？　そうなのか？』

　もしかしてフランには、学校に通いたい願望があったのか？　そう思ったんだが、興味の矛ほこ先さきが違っていたらしい。

「ん。ハイエルフに会ってみたい」

『そういうことか』

「世界で一番強い種族。興味ある」

　フランの興味はもっぱら戦闘方面に向いているらしかった。だが、フランも行ってみたいというのであれば、次の目的地は決まったな。

『じゃあ、ベリオス王国の魔術学院に向かってみるか』

「ん」

「では、アタシの紹介状を渡す。これを持っていけば、ウィーナレーンに会うまでに何日間も待たされるようなことはないはずだ」

『ウィーナレーンっていうのが、ハイエルフの名前なのか？』

「そうだ。魔術学院の学長をやっている」

　アリステアの言葉から想像するに、普通に会いに行ったら何日も待たされるような相手なのかね？

　大貴族に面会するときにはそんなことがあると聞いているが……。

「魔術学院は自治が認められているからな。ウィーナレーンはある意味領主みたいなものだ。紹介状がなければすぐには会えん」

　魔術学院の学長という肩書から偉い人なのだろうとは思っていたが、想像以上の大物であるようだった。

　いや、世界最強クラスの人物であれば、その能力だけでも十分に重要人物か。

「どんな人？」

「あー、そうだな……。基本は穏やかな人物だ。むしろトロそうに見える。だが、時おり思い付きや突飛な行動で周りを振り回すことがある。ただ、悪意はないんだ。だから安心してくれ。少し変わり者なだけだから」

『それって、全く安心できないんだが』

　周りを振り回す、悪意はないけど変わり者のハイエルフ。

　性質が悪くない？

「心配するのも分かる。だが、基本的には善人なんだ。実際、何百年も魔術学院を運営して、多くの人間に崇められてもいる。まあ、恨んでいる人間も多いらしいが……」

　だから、最後に不安になる言葉を付け加えるな！

『なんか、行きたくなくなってきたんだけど』

「まあまあ、そう言うなって。フランはどうだ？」

「ん。ハイエルフ面白そう。会いたい」

「だとよ」

『くっ』

　フランが会いたいんじゃ仕方ない！

『分かったよ……』

　となると、国境を越える準備が必要だな。その辺の手続きはどうなってるんだ？

　アマンダに聞いてみると、ランクＢの冒険者カードがあれば問題ないらしい。

「レイドス王国と接しているのが原因で、国境警備はかなり厳しいから、関所をキッチリ通ることをオススメするわ」

「わかった」

『壁でもあるのか？』

「それはないさ。だが、入国記録がきっちり管理されているはずだから、気を付けることだ」

　どっかで身分証を確認されて、入国した記録がなければ面倒なことになってしまうわけか。

「本当はアタシも一緒に行きたいところなんだがな……」

『狂信剣の調査は終わったんじゃないのか？』

「それがまだなんだよ。元アシュトナー侯爵領の調査が残ってるんだ」

　アシュトナー侯爵の領地に残されている資料を、ガルスたちと一緒に検分することになっているらしい。

　国が管理する神剣の資料なんてそう簡単に見せてもらえるのかと思ったが、なんとすでに国王とは話を付けているという。

『国にそんな簡単に身分を打ち明けて大丈夫なのか？』

　クランゼル王国の国王は、獣王みたいなサバサバしたタイプじゃない。場合によっては、陰謀や力ずくで言うことを聞かせようとする可能性だってあるだろう。

　そう思ったが、それを否定したのはアマンダだった。

「大丈夫よ。ガルスの紹介で王に面会したんでしょ？　はっきり言って、今の状況で筆頭鍛冶師と神級鍛冶師。揃って敵に回すような真似はしないわ。それに、まともな国なら神級鍛冶師に手を出したりしない」

「なんで？」

「どんな魔道具を持っているかも分からないし、どんな伝手があるかも分からない。表に出ていないだけで、各国や、有名冒険者と繋がりがあることは間違いないでしょ？」

　神級鍛冶師を無理矢理囲い込もうとしたら、それだけで色々な場所を敵に回す可能性があるってことだな。

「狂信剣の問題解決はこの国でも最優先に行いたいことだ。あれのコピーでも出てきたら、また同じことが起きる可能性があるからな。ま、少なくとも混乱が収まるまではアタシを丁重にもてなすだろうよ」

「そういうこと。それに、私もそれとなくアリステアとの繋がりを仄ほのめかしておくから、安心なさい」

　アマンダも敵に回すとなれば、いよいよアリステアには手が出せんだろう。

「だから、安心してくれ」

「ん。わかった」

　フランはアリステアの言葉にうなずくと、その場で深々と頭を下げる。

「アマンダ。アリステア。ありがとうございました」

　いつも通りの、平坦な口調だ。

　だが、俺には分かる。発したお礼の言葉には、フランの真しん摯しな想いが籠もっていた。

　ランクＡ冒険者に神級鍛冶師という、本来であれば休息の暇すらないほどに忙しいはずの二人が、ずっと修行に付き合ってくれた。

　フランだって、その有難味はしっかりと理解できているのだ。

　その感謝の念は、アマンダたちにも伝わっていた。

「私も面白かったわよ？　それに、凄く刺激にもなったし。ありがとうフランちゃん」

「師匠を調べることで、勉強になったよ。ありがとうな」

　そう言いつつ、アマンダたちが微笑み返してくれる。嬉し気に、だがどこか寂し気に。これが別れの挨拶なのだと分かっているからだろう。

「楽しかったわ」

「アタシもだ」

　頭を上げたフランは、ニカリといつになく晴れやかな笑顔を見せた。

　そして、馬ほどのサイズに変化したウルシに飛び乗る。

「また会いに来てね？」

「勿論」

「アタシは、調査が終わったら魔術学院に顔を出す」

「ん。待ってる」

　いつもはもっと別れの悲しみを我慢するんだが、今回は意外とドライだった。

　しばらく一緒に居たし、アマンダともアリステアとも、すでに何度か別れて再会してを繰り返している。多分、その関係に慣れてきたのだろう。

　それに、この二人とはまた出会えるという確信がある。フランもそれを感じているからこそ、一時の別れと感じているのかもしれない。

「師匠、ウルシ、いこう！」

『おう！　またなアマンダ！　アリステア！』

「オンオン！」

「二人とも、ばいばい！」










あとがき




　お買い上げありがとうございます。

　久しぶりのあとがきですね。

　以前も書いたんですが、あとがきが苦手なので書かなくて済むようにページ数を調整していたんですが……。

　はい、ページ調整に失敗してしまいました。




「まあ！　やっぱり無能ですわ！」

「そうですわ！　この作者、何度このミスをおかせば気が済むんでしょう！」

「はっ！　こ、これは──」

「どうなされたの奥様？」

「この作者、また私たちを使って、尺を稼いでますわ！」

「な、なんて卑怯な！」

「七巻以来の登場が、また尺稼ぎだなんて！」

「やめてー！　いい加減、本編に出してぇ！」

「いやー！」




　違うんです。書くことがないんです！

　なので、前回意外と反響が大きかった尺稼ぎ奥様ズに再登場してもらいました。

　書くのが楽しいんで、結構好きなんですよね。

　今後もあとがきの際には活躍してもらうとしましょう。




　さて、尺稼ぎはこの辺にしておいて、恒例のお礼の言葉を。




　編集者のＩさん。いつもお世話になっております。本当に助かっております。

　いつも素敵なイラストを提供して下さる、るろお様。今回も最高でした。

　巻末漫画を描いて下さる丸山先生。相変わらず素晴らしい出来ですね。

　友人知人家族たち。そして、この作品の出版に関わって下さった全ての方々と、応援してくださっている読者の皆様方。本当に感謝しております。




　現在、アニメは鋭意制作中です。

　私が関われることはあまり多くはありませんが、たくさんのクリエイターさんたちが良いアニメを作るべく奮闘されております。

　きっと素晴らしいものになるので、ぜひお楽しみに！
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